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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　女王クイーン案件






「っと──遅おそくなりました」

　薄うす暗ぐらい部屋の中に入った途と端たん、正面からいくつもの視線が俺に集中する。やっべ、俺以外もう全員集まってたのか。

　正面の巨きよ大だいスクリーンに投とう影えいされた九つの映像の中、厳いかめしい顔つきの男性──俺や他ほかの映像の少年少女たちと比べて唯ゆい一いつ、二回り以上は年上だろう人が口を開く。

『構わん、笹ささ宮みや。皆みなも少し前に集まったばかりだからな』

　次元狭界管理機構・ホワイトキャンバス長官、柊ひいらぎ幸ゆき男お。

　俺──笹宮銀しろがねが所属する、グラフに対たい抗こうするためのこの組織を作り上げた人物だ。

『では、笹宮も来たことだし、臨時会議を始めるとしよう』

　──ホワイトキャンバス富と山やま支部、本部棟とう三階の室長用会議室へ突とつ如じよ呼び出されたのが十分ほど前の話。

　この部屋は、本部・各支部に所属する室長たちが、映像通信で会議や情報共有などを行うための場所だ。通常、月に一度の定期会議では幹部・各室長を含ふくめ二十人ほどが集まるが、今回は臨時会議のためその半数──主に戦せん闘とうに携たずさわる九人だけが招集されたようだ。

　俺がスクリーンの前の椅い子すに腰こしかけたのを見て、長官が話し始める。

『今回皆に集まってもらったのは他でもない、女王クイーン案件についてだ』

　スクリーンに映像が一つ増える。

　映し出されたのは、一つの写真──濁にごったオーロラのような背景の中、豪ごう奢しやで赤いドレスを纏まとい、頭には趣しゆ味みの悪いティアラをつけた、周囲にフラフープのようなリングを複数従える女。血のように真っ赤な紅の塗ぬられた口は、引ひき裂さけんばかりに吊つり上げられている。まるでこちらを馬ば鹿かにするかのように、そいつは笑っていた。

　ただ、明らかにおかしい点がいくつか存在する。

　水を垂らした水すい墨ぼく画がのように、体のあちこちがぼやけていること。

　そして、顔を斜ななめに切り落とされたかのように、額から右目にかけての部分が存在していない。

　グラフ──二次元からやってくる未完成の怪かい物ぶつたち。二・五次元狭界セカンドハーフを通り、三次元へ至ることで完成しようとする傍はた迷めい惑わくな連中だ。

　そして、いま映し出されているグラフは──

「──女王クイーン、ですか。何か動きがあったんですか？」

　先月の定期会議でも話題に上った、言語を解し、話もするという珍めずらしいグラフだ。

　ここ二か月ほど、各地で他のグラフと共に出現し、封ふう印いんも撃げき退たいもされずに二次元向こう側へと帰っていくグラフ。全国八か所で、少なくとも各三回以上は見られている。

　その能力は既すでに割れている──グラフの支配・操作。ただその効力は、グラフを基もととする能力・グラフィティを持っている俺たち、イレイザーにも適用されるらしい。奴やつが操あやつるリングをくぐらされると、イレイザーは問答無用で奴の支配下に置かれたって報告が何件も上がってきてる。

　奴がセカハンに現れた時は、誰だれかしらが支配下に落ちている──富山支部でもそうだった。けど、犠ぎ牲せい者しやはいまのところゼロ。他のとこに出た時は、仲間同士で戦い合わせられたとか──まったく、服装同様悪あく趣しゆ味みな奴だ。それでもいまのところ最終的には解放されていて、奴の手による犠牲者は出ていないが。

　その悪趣味で派手な恰好と能力、そして自じ称しようから、俺たちは奴を『女王クイーン』と呼び、女王クイーンの一連の行動に関する件を女王クイーン案件と呼んでいる。

『そういうこと。ちょっと面めん倒どうなことになってきたわよ』

　俺の質問に返したのは、整った美び貌ぼうと活発そうなポニーテールが印象的な女性。

　ホワイトキャンバス和わ歌か山やま本部所属の特級イレイザー、柊千ち尋ひろ。何を隠かくそう柊長官の娘むすめであり、『魔ま女じよ』の通り名を持つ、ホワキャン初の特級イレイザーだ。ちなみに二十一歳。

「面倒なこと……？　って、あれ？　千尋さん、そういえば八や神がみさんは？　姿が見えませんけど」

『……昼ひる寝ねしてたから放ほうってきたわ。ああなったら梃て子こでも起きないの、アイツ』

「これって臨時招集の会議じゃなかったんですか……？」

　ちなみに千尋さんは防衛室『室長』ではない。

　和歌山本部の防衛室『室長』は、八神春はる真まという一級イレイザーの青年で、こっちは人類初のイレイザー。掛かけ値ねなしに日本を壊かい滅めつの危機から救った、通つう称しよう『英えい雄ゆう』。

　しかし、ややのんきなのが玉に瑕きず。こんな大事な会議にも顔を出さない始末だ。

『あとでアイツにはちゃんと言っておくから心配はしないで』

『えぇ～、ハルちゃんおらんなら、きぃも抜ぬけてえぇかなぁ？』

　やや舌っ足らずで、気だるげな声が割り込んできた。

『きぃは聞いてても聞かんくても、あんまり変わらん気ぃするけん』

　声の主は、画面の向こうで、白衣を着たまま、ソファにうつ伏ぶせに倒たおれている。顔だけをカメラに向けているような状態の、髪かみを伸のばしっぱなしにした少女だ。

　あどけないというか、子供そのもの。まぁ、まだ十四歳だから当然といえば当然だが。

　彼女の名前は冠かぶら城ぎ紀き乃の。愛え媛ひめ支部所属──ホワキャン四人目の特級イレイザーにして、研究室『室長』という変わり種。

　天才というよりは鬼き才さいの方が正しいだろう。元は研究室配属で、四年半前にグラフの被ひ害がいを受けたことから、ホワキャンに入団。幼いながらも大人に交じってグラフやグラフィティの研究などをしていた──が、数か月前にちょっとした事故からグラフィティを入手して、いまに至るという一風変わった経歴を持つ。ちなみに中学は不登校。

　人の皮を被った鰐わに、白衣を着たブラックホール、最終兵器に底無し沼ぬまなどなど──数々の物ぶつ騒そうなあだ名をつけられているが、最も通りがいいのは『悪あく喰じき』だろう。

『だめ。紀乃はちゃんと聞きなさい』

　千尋さんに窘たしなめられ、紀乃がふくれっ面つらになる。画面の外から皮の剝むかれたみかんを取り出し、かぶりつきながら不満と果か汁じゆうを口から垂らす。

『ぶぅー。ちひーはハルちゃんに甘ない？　好きなんバレるで』

『だっ、誰が誰をよ!?　ちょっと変なこと言わないでくれるかしら!?』

　さっきまでの落ち着いた雰ふん囲い気きはどこへやら、顔を赤くして千尋さんが言い返す。うわぁいまどきあんな反応する人がいるんだなぁ、とその様さまを遠い目で眺ながめた。

　えぇまあ、ハッキリ言ってバレバレなんですけどね。

『まぁいいけん。ちひーがハルちゃん好きなんはみんな知っとるけんね』

『えっ、噓うそでしょ!?　あっ、や、べっ、別にアイツのこととかどうでもいいけど!?』

　さっ、と全員が画面から目を逸そらすと同時に、長官が咳せき払ばらいする。

『娘の恋れん愛あい事情に興味がなくもないが──話を戻もどすぞ。辻つじ、説明を』

『くっく……り、了りよう解かいです……ひぃっ、お腹なか痛い……っ！』

　スクリーンの中で笑いをこらえきれていない、線が細くてやや童顔の、青年の映像が拡大される。

　辻綾あや斗と。ホワイトキャンバス埼さい玉たま支部の防衛室『室長』にして、『覇は者しや』の通り名を持つ特級イレイザー。

　現四人いる特級の中でも唯一、三級から順に階級を上げていき特級の座についた、ある意味俺の理想形とも言える人だ。

　年は俺の二つ上、十九歳だが、割と仲良くさせてもらってると思う。

『ひぃ、ひぃ……ふぅ、やっと落ち着いてきた……えーっと、いまからつい三時間ほど前、埼玉に出たセカンドハーフ内で女王クイーンの姿が確かく認にんされたんだ。天才の僕も、現場に向かったイレイザーからその報告を受けて急行した』

　しれっと天才ぶるところがこの人の残念なところだろう。本当は誰より努力家の癖くせに。

『女王クイーンは、天才の僕の姿を見て言ったよ。向こう側へ帰る直前に、高笑いしながら』

　一いつ瞬しゆんの間を置き、彼は言い放った。




『──近く、其方そなたらを打ち滅ほろぼし、妾わらわがそちらの世界に君臨する、ってさ』




　──女王クイーンからホワイトキャンバスへの、宣戦布告を。

「……千尋さんはどう思います？　その発言に対して」

『現実的じゃないわよね。女王クイーンゆえの傲ごう慢まんから来る発言かしら？』

『でも、なんか確信持った言い方だったんだよね……いやまあ、女王クイーンが自信満々だからそう聞こえるってだけかもしれないけど』

　その後も室長たちで、女王クイーンの発言が本気かどうか、について議論していると。

『あっはは、そろいもそろってなにを言いよるん？』

　紀乃がそんな言葉を放り込んでくる。気だるげに、しかし心底おかしそうに。

『あ、しもた……きぃより長ぁく生きとる人らの発言とはおもえんけん、口挟はさんでしもた。ま、えぇか。こん中で一番頭いいんがきぃやってわかったけん』

　ピリッ、と映像越ごしにもみんなが苛いらついたのが分かった。

　うわぁ。こいつすげえ、このメンツを相手にそんな神経逆なでするようなこと平気な顔して言えるんだもんなあ……。俺には絶対無理だ。

『ねぇ、紀乃。何か気づいたことがあるなら教えてくれないかな？』

『天才のアヤちゃんでも分からんの？　じゃあきぃは天才飛ばして神様なんかなー』

『アヤちゃんとだけは呼ばないでくれないかな……!?』

　普ふ段だんは澄すました顔してる綾斗さんが、額に青筋を浮うかべる。中性的な見た目を気にしてるからなあ……。その様子を見て、千尋さんがため息をつきながら宥なだめに掛かる。

『紀乃。ふざけてる場合じゃないのよ』

『きぃ、ひとっつもふざけとらんけん。むしろみんながふざけとるんじゃないん？』

　んがー、と口を開けて、手にしたみかんを食べようとした、途端。

『──紀乃』

　千尋さんの声のトーンが落ちる。

　紀乃が口に運ぼうとしたみかんが、透とう明めいに──透明で、硬こう質しつな、ガラスと化した。

『ふざけている場合じゃないのよ』

　同じ台詞せりふを繰くり返かえす。問答無用、と言わんばかりに。

　ガラスと化したみかんを二秒ほど眺めて、紀乃がヤバい笑えみを浮かべた。

『へぇ、ふざけんでもいいん？』

　そしてガラス化したみかんを後ろも見ずに放り投げる──すると何もなかったはずの空中に、突とつ然ぜん極ごく彩さい色しきの牙きばが出現して、ガラスみかんをガリッ！　と嚙かみ砕くだいた。

　いやいやいや、待て待て待て。

　それ以上は駄だ目めだろう。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気を感じ取り、俺は口を開く。

「なぁ紀乃」

『なぁにぃ、ギンちゃん』

「俺ごときの頭じゃ、女王クイーンの真意についてはちょっと測り兼かねるからさ……紀乃の考え、教えてくれないかな？」

『高級ホテルのバイキングに連れてってくれるんなら教えてあげてもええよ？』

「約束するよ──綾斗さんが」

『ちょ、銀くん!?』

『あはっ、しょぉがないなぁ、ギンちゃんには敵かなわんわ』

『紀乃まで何を言ってくれちゃってんの!?』

　画面の中で綾斗さんが素すっ頓とん狂きような声を上げたが、まあ気にしない。

『……悪かったわね、笹宮くん』

　声のトーンが戻った千尋さんがそう言う。

　どこか弛し緩かんした空気の中、俺は千尋さんに返した。

「いやぁ、『魔女』と『悪あく喰じき』に喧けん嘩かされる方が大変ですし」

『あ、あの、千尋さん？　僕は？　天才の僕には何もなしですか？』

　未いまだに細かいことを気にしている綾斗さんを無視して、紀乃が口を開く。

『んで、女王クイーンの話やったな。たぶん、宣戦布告っていうんは本気やとおもうで』

　一瞬緩ゆるんだ空気が、再び張はり詰つめる。

「根こん拠きよとかは、何かあるか？」

『なにかもなにも──色んなとこに出てくる度たびに、女王クイーンはイレイザーを操っとんのやろ？　何のために操ったとおもうとるん？』

　──単なる悪趣味じゃなくて、理由があったってのか？

　それが、今回の宣戦布告に関連してくる──って、あ。

「……情報収集？」

『やろうね。うーん、やっぱりギンちゃんは謙けん遜そんしとっけど、他の二人よりも頭いいけん、話してて楽しいわぁ』

　……『他の二人』がまた額に青筋を浮かべるが、俺の呟つぶやいた単語の意味を考えるために何も言わなかった。

　そして俺は、一つの結論にたどり着く。

「そのために、わざわざイレイザーを操あやつってたってことか？」

『やろうね。相手の戦力・数とかの把は握あくは、大規模戦せん闘とうの基本やけん』

「その上で滅ぼすって言ってるってことは……」

『勝算があるってことやろね。まぁ、きぃはぜーんぶ食べちゃうだけやけん、あんまり関係ないかなぁ』

　……マジかよ。

　俺は思わず額に手を当てる。




　──これってあれか、ホワキャン創設以来最大の危機って奴やつか？








第一章　続けたい日々






　──ホワイトキャンバス富と山やま支部、訓練棟とう三階のグラフィティ訓練室。

「ではやろうか、口くち原はら──この戦い、私も絶対に負けられないからね」

　若じやつ干かん芝しば居いがかった口調であたし、口原琴こと音ねにそう言ったのは、二級イレイザーの籠かご目め純じゆん先せん輩ぱい。あたしの杖じよう術じゆつの先生でもある彼女はキャスケット帽ぼうを被かぶり、女子なのに男子用の制服であるコートとズボンを身に着けていた。一メートルほどの棍こんを構えて、いつでも動ける体勢に入っている。

「──はいっ！」

　そしてあたしも、自身の武器──通常の倍近い長さの強化ビニール傘がさ『バレットシェル』を、籠目先輩の棍のように構えて、合図を待つ。

「じゃ、始めるか」

　あたしたちの中間に立ち、審しん判ぱん役として片手を振ふり上げたのは、あたしのチームのリーダー、一級イレイザーの飛鳥あすか壱いち彦ひこ先輩だ。

　肘ひじまで袖そでがまくられた右みぎ腕うでを上げる。

　──作戦がうまくいけば、今日こそ一本は取れるかもしれない……そんな風に昂たかぶりそうになる精神を、息を細く、長く吐はいて落ち着かせる。籠目先輩の一挙一動も見み逃のがさないつもりで……。

　そして、壱彦先輩が手を振り下ろした。

「試合開始！」

　あたしと籠目先輩が、同時に足を踏ふみ出す──！

　　　　◇◇◇

　──今日は三月十五日。トカゲ型グラフが実体化したあの事件から、二か月少々が経たった。時折寒さが緩ゆるむけど、まだまだ冷え込みは厳しい。

　あれからというもの、なんだかセカンドハーフが出現する回数が増えた気がする。おかげで籠目先輩もあたしも出しゆつ撃げき回数が増えて、毎日顔を合わせて特訓、とはいかなかったから、今日の杖術の試合も五日ぶりぐらいだ。

　ここ最近は、籠目先輩とも互ご角かくに戦えるぐらいにまでなった。まだ一回も勝ってないけど、今日こそは、勝ち星を手にしてみせる！

　と、意気込んだはいいものの──右、左、上かと思えば下から、かと思えば正面から突つきに来る。こちらから攻せめれば受けずに流され、おまけに即そく座ざに反はん撃げきが来る。籠目先輩の動きはまさに変へん幻げん自じ在ざいで、あたしはまだ捌さばくのに手いっぱいだ。

　棍や杖つえの武器としての利点は、剣けんや槍やりなんかと違ちがって上と下がないことかもしれない、なんて思う。その全体が、柄えであり刀身だから。

　対して、あたしのバレットシェルは、棍というよりステッキとかに近い。けど、この形をうまく使えば、籠目先輩に技術ではまだ負けているあたしでも、勝機は見えてくる。

　──打ち合いが始まって二十三合目、籠目先輩が三度目の突きを放つ。

　それを見たあたしは、練習通りにバレットシェルを動かす。傘かさのＪ字の持ち手が下に来るようにバレットシェルを九十度回転、籠目先輩の棍を横から押して軌き道どうをずらす。

　そこから、籠目先輩が棍を引き戻もどす前に傘を真上にスライドさせる。Ｊ字の底の部分に棍が当たった瞬しゆん間かん、

「やぁっ！」

　あたしはバレットシェルを、思いっきり捻ひねる。

「──あっ!?」

　驚きよう愕がくの声と共に、急激に捻られた棍に籠目先輩の体が持っていかれる。体勢を立て直されない内に、すぐに傘を回転させ──！

「そこまで！」

　地面に手を突く籠目先輩の頭に、傘を寸止めさせたあたしの姿を見て、壱彦先輩が言う。

「勝者、口原！」

「やっ……たぁあっ！」

　思わず、その場で跳とびはねる。でも、そのぐらい嬉うれしかった。……どうせなら、銀しろがね先輩にも見ててほしかったな。突とつ然ぜん長官に呼び出されてたみたいだから、仕方ないけど……。

「やったね、琴ちゃん！」

　駆かけ寄よってきて笑顔でそう言ってくれたのは、部屋の端はしで観戦していたチームメイトの平ひら上かみ新にい奈な。ふわっふわの栗くり色いろの髪かみと、おっきな胸が特とく徴ちよう的な二級イレイザーだ。

「──いやはや、参ったね」

　その場に座り込んだ籠目先輩がぼやいた。

「決して私も杖術が専門ではないとはいえ、三か月やそこらで一本取られるとは」

「いえ、でも今回のは持ち手の部分を使って勝ってますし、純じゆん粋すいな技術じゃ籠目先輩にはまだ敵いませんよ」

「気にすることはないよ。どんな手を使っても勝ちは勝ち、負けは、負、け……」

　そこまで口にした籠目先輩がはっ、と顔を青ざめさせ、立ち上がろうとした途と端たん。

「いやー、まさかほんとに負けちゃうなんてねー、純ちゃん？」

「ふふふ、負けた時にどうするって言ったか、覚えとるよね籠目ちゃん？」

　籠目先輩を両側から羽は交がい絞じめにしたのは、籠目先輩の親友、やや小こ柄がらでショートボブの二級イレイザー、織おり倉くら香かおり先輩。そして研究室所属で趣しゆ味みがコスプレの松まつ葉ばみよりさんだ。みよりさんは、今日は大だい胆たんにスリットの入ったチャイナドレスの上に、白衣を肩かたに引っかけていた。……足、寒くないのかな。

「ちょ、ちょっと待ってくれ二人とも。まさか、まさか本当にやるのか!?」

「そりゃもう！　約束したでしょ、口原さんに負けたらちゃんと女子の服を着るって！　純ちゃん、普ふ段だんも男物の服ばっかり着てるんだもん」

「そうそう、お姉さんに任しとかれま！　ウチの手持ちの衣い装しようの中からぴったりなんを見み繕つくろってあげっから！」

「もうみよりさんの手持ちって時点で嫌いやな予感しかしないんですが!?」

「おーじょーぎわが悪いよ、純ちゃん！　武士に二言があるの？」

「そうそう、年ねん貢ぐの納め時やちゃ！　覚かく悟ご決められ！」

「私は、武士じゃ、なぁぁぁいぃぃぃ……」

　ずるずると二人に引きずられて、籠目先輩が訓練室から姿を消した。

「はっはっは、籠目の奴も大変っすね、基もと羽ばねさん？」

「同情はいらんだろ。軽はずみにあんな約束したほうが悪わりぃわな。自じ業ごう自得ってやつだ」

　煙草たばこを咥くわえて気だるげに呟つぶやいたのは基羽円えん治じさん。ジャージタイプの制服を着た、こちらも大おお柄がらな男性。ただし、壱彦先輩ほど体を作っている感じはなく、猫ねこ背ぜになっているので上背も少し損をしている感じがした。

　引きずられていった籠目先輩と、引きずっていった織倉先輩のチームリーダーだ。

「……ぁむ……」

「南な無む？　……ああ、籠目のことか？　雪ゆき子こさん」

　壱彦先輩の傍そば──入口の向こうへぺちぺち、と両手を合わせて、こくこくと頷うなずいているのは、あたしたちのチームメイト。グラフを封ふう印いんする技術を持つ、朝あさ森もり雪子さん。……そういえば前に、みよりさんに服を剝むかれかけてたもんね、雪子さん。

　小柄な織倉先輩よりもさらに小柄で、制服の上にレインコートを着こんだその姿は小学生のようにも見える。体が小さければ声も小さくて、あたしたちにはほぼ母音しか聞こえないほど。壱彦先輩だけが、唯ゆい一いつ雪子さんとちゃんと会話の成立する人だ。

「でも、ほんとにすごいね、琴ちゃん。まさか籠目先輩に勝っちゃうなんて」

「ううん、今回は勝てたけど、やっぱりまだまだだよ。技術じゃ全然籠目先輩に敵かなわないもん。今回は初見だから通用したけど、次はもっと別のやり方も考えないと」

　あたしがそんな風に返すと、新奈は目をぱちくりさせた。

　──そう、まだまだだ。

　銀先輩に追い付くには、全然足りないし。

「……そうだね、笹ささ宮みや室長はもっと強いもんね、琴ちゃん？」

「えっ、ちょ、一言もそんなこと言ってないでしょ!?」

「結構長い付き合いだもん、何となく分かるよ、琴ちゃんの考えてることなんて」

　何それ怖こわい。新奈に考えを見み透すかされるとかこの世の何より怖いんだけど。

「さっき勝ったときだって、せっかく勝ったんだから笹宮室長にも見ててほしかったなって思ってたでしょ？」

「あぅう……」

　見事に図星を突かれて、顔がかぁーっと赤くなる。……あたし、そんなにわかりやすいのかなぁ？

　そんなやり取りを交かわしているうちに、訓練室の扉とびらが勢いよく開かれる。

「──っと、もう終わっちまったか？　琴音と籠目の勝負！」

　心なし、息を切らせて入ってきたのは──戻ってきたのは、黒くろ髪かみの少年。

　ホワイトキャンバスの制服である白いコートの胸章を飾かざるのは、数字じゃなくて星の紋もん。

　あたしの師し匠しようであり、目標の──銀先輩が、そこに立っていた。

　　　　◆◆◆

「ほらほら琴ちゃん、早く笹宮室長に報告しちゃいなよ」

「ちょっ、新奈押さないでよ!?」

　にまにまと笑いながら平上が、琴音の背中をぐいぐいと押して俺の前に連れてくる。

　青みがかった黒髪のサイドテールと、スカートの下に穿はいているスパッツが特徴的な少女──俺の一番弟で子しである琴音が、若干顔を赤くして、にっこりと笑って告げる。

「えっとですね……銀先輩、あたし、籠目先輩に勝てました」

「──マジか!?　すっげぇじゃん、琴音！」

　結果を聞いた俺は、惜おしみない賞賛の言葉を琴音に述べる。当の本人は、恥はずかしそうに、だけど嬉しそうに口元をむにゅむにゅさせている。

　──臨時会議に呼び出される直前まで、俺はいつも通り琴音の訓練を見ていた。その終しゆう盤ばんに、籠目と琴音の杖じよう術じゆつの試合の話が出た。

　琴音がどのぐらいできるようになったのか──その試合を、俺は結構楽しみにしていたのだが、折おり悪あしくと言うべきか、試合開始直前で長官に呼び出されたのだ。

　そして臨時会議が終わってすぐに、こっちへ戻ってきたんだが──

「うわぁ……そうか、見たかったなぁ、その戦い」

　琴音が勝ったという喜びの後にやってきたのは、残念だ、という感情。

　よりにもよって琴音が勝つシーンを見み逃のがすとか……個人的にはかなり凹へこむ。

「まあまあ、また今度見せてもらえばいいじゃないですか、笹宮室長？」

「……だな。今度機会があったら頑がん張ばってくれよ、琴音」

「は、はいっ！　できる限り頑張ります！」

　胸の前でぐっ、と拳こぶしを握にぎって、琴音が返事をした。……妙みように可愛かわいらしいな、いまの。

　それにしても、と琴音の様子を見て思う。成長したなぁ。

　籠目に勝ったっていう杖術の技術とかもそうなんだけど、なにより、精神面が。

　期待されるような言葉を振ふられれば、以前の琴音は恐きよう縮しゆくしてたような気もする。それがいまは、ハッキリと返事できるようになってんだから。

「…………」

　また今度……今度、か。平上の言葉を頭の中で反はん芻すうする。

　──その今度を迎むかえるためにも、超こえなきゃいけないんだよな。

　女王クイーンの、侵しん攻こうを。

「……銀先輩？」

「ん？　どうした、琴音」

　俺の顔を覗のぞき込んでくる琴音が、驚おどろきの言葉を口にする。

「いえ、その……何か、あったんですか？」

　……なに？

　俺は思わず目を丸くした。なんだ、そんなに顔に出てたのか？

「いや、まぁ……ないとは言わないけど、なんでそう思ったんだ？」

「あ、えっとその……銀先輩、ちょっといつもと違ちがう感じがして……雰ふん囲い気きっていうか、目線というか……」

　申し訳なさそうに言う琴音。こりゃいかん、と俺は気を引き締しめる。

　仮にも支部のトップに立つ人間が、部下に内面の揺ゆらぎを気け取どられちゃだめだろう。

　と、思ったところで。

「笹宮、なんか気になることでもあったのか？　全然そんな風に見えなかったけどな」

　飛鳥さんがそう口にした。……おや？

「俺も分からなかったけどな？　口原はとうとう読心術でも身に付けたか？」

　基羽さんもにやにやしながら口にする。……おやおや？

　これは一体どういうことだろう。

「……ねぇ琴ちゃん。わたしも、そんなに普段の笹宮室長と違いがあるように見えなかったんだけど」

　平上までそんなことを言う。逆に琴音は、あれ？　あれ？　とおろおろし始めている。

　俺の考えていることは顔に出ていなかったということでいいんだろうか。

　そして顔に出ていないのに琴音に気取られたということは──

「……琴ちゃん、そんな微び妙みような雰囲気の違いに気づいたってこと？　普段からどれだけ笹宮室長のこと見てるの？」

　それを当人たちの前で言うかねお前は。

「なぅっ……!?　そ、そんなに見てる……つもりは……」

　平上に指し摘てきされ、琴音が顔を真っ赤にした。そしてもじもじと恥ずかしそうに俯うつむいた。

　……当然、恥ずかしいのは俺も一いつ緒しよで。琴音ほど露ろ骨こつに俯きはしないものの、ちょっと視線を斜ななめに逸そらす。……これはこれで露骨だろうか。

　にしても、なんだこの空気。すっげぇ恥はずいんだが。

「で、笹宮室長？　一体何が気になってたんですか？　琴ちゃんのことですか？」

　露骨ににやにやしながら平上がそんなことを言ってくる。

　んー、しっかしなぁ……どうしたもんか。

　女王クイーン案件に関しちゃ、どうせ明日あしたにゃ団員全員に情報公開して、警けい戒かい態勢を高めるように言われてるから、いま言う必要もない気がするしなあ──と悩なやんでいると。

「──あ、もしかして……あれのことですか？　オーバーロードプログラム」

　口原が、やや遠えん慮りよがちに疑問を口にする──これは、話を逸らすチャンス！

「ん、まあ、そんな感じだ。来月からやっと始まるし、色々準備もあるからな」

　雑魚ざこ強化プログラム改め、オーバーロードプログラム。

　本部・支部を問わずに、琴音の〈三弾銃アブソリユート・ロア〉みたいなしょっぱいグラフィティ持ってるイレイザーを集めて、実戦で使えるレベルまで叩たたき上げようという、俺発案の育成計画のことだ。ちなみに琴音や籠目は、そのサンプルとして紹しよう介かいするつもりだ。

　長官を始めとして、方々にプレゼン・根回しを繰くり返かえしてようやく開かい催さいまでこぎつけた──が、まあ、女王クイーンがどう攻せめてくるのかはまだわからんけど、こんな状じよう況きようになるんだったらもっと早く始めるように上に言うべきだったな、と思わなくもない。

「……ふぅーん……？」

　しかし俺の言い分を聞いても、平上は意味深にそんなことを呟いて、琴音と俺を交こう互ごに見るばかり。なんだ。どっか不自然だったか？　そしてふぅ、と頰ほおを緩ゆるめて、

「……ま、琴ちゃんに免めんじて、ここは引き下がっておくとしましょうか」

　びくっ、と琴音が肩かたを震ふるわせる。……なんでそこで琴音に免じてなんだ？

　……まさか、琴音の奴やつ、さっき俺が悩んでるのに気づいて、それっぽい質問で助け船出したのか？　それを平上に悟さとられたのか？

　じっ、と琴音に視線を送っていると、それに気づいた琴音が頰を赤らめ目を逸らした。……おいおい、そういう反応されると逆に困るんだが。

　何を言ったものかと悩んでいると──

「笹宮はいるか!?」

　俺の思考を吹ふき飛ばすほどに勢いよく扉が開かれた。……このパターンは……。

　そこに仁に王おう立だちしていたのは、やはりよく見知った同期のイレイザーだった。そいつは俺を見つけるなり、にやりと微び笑しようを浮うかべてこちらへ詰つめ寄よってくる。

　クォーターゆえに受うけ継ついだ、さらっさらの金きん髪ぱつは腰こしまで届くロングストレート。雪のように真っ白な肌はだと恐おそろしく整った顔立ち。脚あしも長くてプロポーションは抜ばつ群ぐんという、外見だけなら完かん璧ぺき美少女。

　腰から簡易兵装の剣けんを下げたそいつの胸章には『Ⅰ』の数字。

　天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんを地で行くソロの一級イレイザー、その名も──

「なんだよ水風船、今日も来たのかお前」

「だっれっが水風船だ笹宮ぁ！　貴っ様私の呼び方も忘れたか!?」

　水風船、もとい水みな瀬せ羽ば流る雲うんが激げき昂こうし、一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰めて俺の胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。

「はいはい、ルンちゃんだろ。分かってるっての」

　もはやお決まりになってきた流れで俺にそう呼ばれた瞬しゆん間かん、水瀬の表情から険しさが、胸倉を摑んだ手からは力が根こそぎ抜ぬけ落ちて、ふにゃりと満面の笑えみを浮かべる。

「ふ、ふふふふふ……まったく、分かっているなら最初からそう呼べというのだ」

　さっきまでの剣けん幕まくはどこへやら、上じよう機き嫌げんも上機嫌でそう言った。

　……何回見ても、この落差は面おも白しろいな……。

　かつての賭かけに負けた代だい償しようとして、水瀬のことを『ルンちゃん』と呼ぶようになってから二か月ちょっと経たつが、それからというものこいつは、律りち儀ぎに毎日俺の所に顔を出している。暇ひまなのか、あるいはルンちゃんと呼んでくれるような奴が他ほかにいないからなのか。……両方だろうなぁ。俺だってあの賭けがなければ絶対そんな呼び方してないし。だって十七にもなってルンちゃんだぞ……何回思い返しても、ないわぁ。

「で、なんか用かよ？　っつっても大体予想はつくけど」

「今日はまだ貴様に会ってないなと思ったまでだが？」

「だと思った……ほんっとに暇なのなお前」

　つーかその言い方はやめろ。水瀬の側に百パーセントその気がないと分かってても普ふ通つうに恥ずいだろうが。

「もー、ふぅ先輩ってば。琴ちゃんの前で笹宮室長といちゃつかないでくださいよー。見てください、琴ちゃんが妬やいちゃってるじゃないですか」

「に、に、新奈！　変なこと言わないでよ!?　し、銀先輩、新奈の言うこと真に受けちゃだめですよ!?」

「？　私は笹宮といちゃついてなどいないが──って、誰だれがふぅ先輩だ平上！　私のことはルンちゃんと呼べと言っているだろう！」

「そんな呼び方するの笹宮室長ぐらいですよ、ふぅ先輩」

「おいおい、俺だって呼びたくて呼んでるわけじゃ──」

「いぇーいみんなおっ待たせーっ！　あ、銀くん帰ってきたがやね。水瀬ちゃんは……あぁ、いつものやつやね」

　各おの々おのの主張が激しくなりそうになったところで、誰より激しい主張と共に扉とびらを勢いよく開いたのは、チャイナドレスと白衣をまとったみよりさん。あとから織倉も、なにやら満足気な顔で続いてきた。

「お疲つかれ様さまです、みよりさん。どこ行ってたんです？」

「んふふ、ちょーっと着きせ替かえに」

「着き替がえじゃなくて着せ替え？　……あ、そういや籠目の姿がないな」

「そう、純ちゃん、口原さんに負けちゃったから、約束通り女装してもらったんだ！　あ、水瀬ちゃんじゃん。おっひさー」

　そういやそんな約束をしてたような気もするな……けど女子である籠目に対して女装するって言葉を使うのは果たして正しいのだろうか。俺がそう思う傍かたわらで、第五期生同士の織倉と水瀬が言葉を交わす。

「ああ、織倉か。ふん、どうせなら貴様もルンちゃんと呼んでくれて構わんのだぞ？　ほら、純という名前とも響ひびきが似ているのだし」

「あっはは、それ冗じよう談だんだよね？」

　鼻で笑われるという、ある意味断るよりもキツい返しを喰くらった水瀬が若干凹んだ。

「さ、籠目ちゃん、中入ってー？」

『む、む、無理だ……だってこんな恰かつ好こう、私に似合ってるはずがない……』

　扉の向こうから、振り絞しぼるような籠目の声がする。……一体、どんな恰好させられてんだか。それを聞いたみよりさんが、やれやれと言いたげに苦く笑しようを浮かべながら外に出る。

『安心しられま、ちゃんと似合っとるから』

『いや……それに、注目を浴びるとわかっている場所へわざわざ飛び込むのは……』

『あっ、しかも袖そで曲げとるし！　それは曲げたらだめなとこやぜ!?』

『だ、だって動きにくいじゃ──あっ、ちょっ……』

　廊ろう下かの向こうからそんなやり取りが聞こえる中、俺は織倉にばっさり断られて凹へこみ気味の水瀬に声を掛かけてみた。

「……あー、ルンちゃん？　お前、自分から傷を増やすような真似まねはしばらく控ひかえたほうがいいんじゃ……」

「……ふ、ふふふふ」

「……お、おい、ルンちゃん？」

　なにやらふるふると震えながら、水瀬が低い声で笑いだした。かと思ったらものすごい勢いで肩を摑まれ──

「いだだだだっ！　おいこらルンちゃん何してんだお前!?」

「ふ、ふふふふふ……どうやら私にはお前しかいないようだな」

「突とつ然ぜんどうした本当に!?」

「なに、ルンちゃんと呼んでくれそうな人間が笹宮しかいないということにようやく気付いたということだ」

　真正面から俺の目を見つめて水瀬が言う。若じやつ干かん熱を帯びた口調で。

「あの賭けがなけりゃ俺だって呼んでないんだけど」

「理由などどうでもいい。あの賭けを律りち儀ぎに守る人間自体が既すでに貴重なのだからな──どうだ笹宮、貴様私と一生を添そい遂とげる気はないか」

「!?」

　水瀬の唐とう突とつなプロポーズに、背後から息を吞のむような音が聞こえた。……冗談だと思いたいけど、水瀬の目が若干病やんでるんだよな……たぶんここで俺が首を縦に振ふったら冗じよう談だん抜ぬきで結けつ婚こんとかまで持っていかれそうだ。恋こい人びと云うん々ぬん全部すっ飛ばして。

「そりゃ無理だ」

　だけどというかなのでというか、とにかく冗談の範はん疇ちゆうと判断して、俺は軽く流すように断った。

　……まあ、仮に、百歩譲ゆずって本気だったとしても、俺はその申し出を断っていただろう。理由はいくつかあるけど、大きな理由は二つ。

　一つは、俺が水瀬をそこまで恋れん愛あい対象として見ていないから。見た目が綺き麗れいなのは認めるが、ほら、性格とかが若干合わない気がするし。それに本気で好きになれそうにない、あるいはなる気もないのに付き合うとか、そりゃ相手に失礼ってもんだろう。友達としては、まあ、楽しくやれそうだけどな。

　そしてもう一つの理由が──

「…………ふふっ」

　……水瀬の背後、聖母のように柔やわらかく微笑みながら、ドス黒い殺気じみた何かを立ち上らせている平上の存在だった。両手を祈いのるように組んだあれは確か、〈十球儀イクスフイア〉を使うときに平上がよくとるポーズだったと思うんだが。

　冗談でも「はい」と答えていたならば、その瞬間に俺の側頭部を平上の結界が急きゆう襲しゆうするビジョンが見えたので、どの道俺には断る以外の返事はなかったわけだ。いまの平上にそんな真似をされたら、冗談抜きで俺は殺されかねない。

　……平上が牽けん制せいしてくる理由も、その……分からないじゃ、ないんだけどさ。

「まぁ、だろうとは思っていたがな」

　俺の肩から手を離はなし、肩を竦すくめて水瀬が言う。本気であれ冗談であれ、断った理由を訊きかない、引くときにはあっさり引くという、こいつのある種の男らしさには好感が持てるんだけどな。俺としても、ありがたいし。

　──と、思っていたが、しかし水瀬は薄うすく笑い、

「だが、私が引く理由にはならないぞ。貴様に恋こい人びとができようが結婚しようが、毎日ルンちゃんと呼ばせに行ってやるから覚かく悟ごしておけ」

「…………」

　前言撤てつ回かい。あっさり引いたと思ったらこれか。生しよう涯がいストーカー宣言を受けて、俺は額に手を置き天てん井じようを仰あおぐ。

「勘かん弁べんしてくれよ、ルンちゃん……」

　と、呟つぶやいたところで。

『あーもう、普ふ段だん男装しとんがんに女め々めしいことばっかり言って！』

『わっ!?　ちょ、みよりさん押さないで──あっ!?』

　そんなやり取りと共に、入口に姿を現したのは──女子だった。

「……っ!?　あ、あんまり見ないで……くれないか……」

　いや、だから普段男装してるだけの籠目に対して女子だったって言うのもどうかと思うが。いまのあいつの恰好と、視線を集めて恥はじらう姿は、完全無欠に女子だった。

　つーか、普通に美少女だった。

「ふふん、どう？　みんな。籠目ちゃん可愛かわいくなったやろー？」

「これは……確かに凄すごいですね」

　みよりさんの言葉に、俺は茫ぼう然ぜんと答えた。

　キャスケット帽ぼうはいつも通りに被かぶっているが、後ろで束ねていた髪かみは解かれていて、その時点で既に女子っぽさが増している。

　トップスは肩かたが大だい胆たんに露ろ出しゆつした、淡あわい桃もも色いろのニットのセーター。胸元を飾かざるペンダント。ボトムスはミニスカートかと思ったけど、ありゃキュロットってやつだったか。ちょっとふわふわしたショートパンツみたいなの。脚あしにはブーツを履はいている。

　キュロットの丈たけ自体がかなり短めなのもあるが、ソックスがさほど長くないやつらしく、普段ズボンに隠かくされている脚──膝ひざから上が、剝むきだしになっていた。

　そしてみよりさんが関かかわったためか、ちょこちょこあざとい……と言っちゃあれだが、ともかく『萌もえ』を意識したポイントが見られる。中でも手の甲こうを半分ぐらいまで覆おおっている余ったセーターの袖、いわゆる萌え袖というやつは分かりやすい。

　むしろ、いつものキャスケット帽もみよりさんの萌え計算の内に入っている気がする。いかにもな女子のスタイルの中、普段の籠目の男子っぽさを強調しているあの帽ぼう子しを残すことで、逆に女子っぽさを引き立たせるという狙ねらいが……いかん、なぜ俺がここまで解説してるんだ。みよりさんと趣しゆ味みが似ているせいか。

「って、みよりさんが選んだにしては普通……っていうとあれですけど、コスプレとかじゃないんですね」

　正気に返った俺の質問に、みよりさんが笑って答える。

「せっかくだから、普段でも着れそうな服にしようよって織倉ちゃんと話しとってね。コスプレも捨てがたかったけど、あえてノーマルな服にしたんやちゃ」

「おぉ、マジに誰かと思ったわ……着てる服だけで変わるもんだな」

「でしょ、円治さん!?　もー、純ちゃんすっごい可愛いんだもん、普段からそんな恰好してればいいのにー」

「それは無理だよ香……ショートパンツだというから納なつ得とくしたのに、こんなにヒラヒラしたタイプのがあったなんて……それにこんなに肩が出るなんて聞いてない……っ！」

「いやー、こりゃすごいな。馬ま子ごにも化け粧しようってやつか」

「壱彦くん、それ言うなら馬子にも衣い装しようだし、そもそもそんないい意味じゃないから」

「ぁんぁ……ぅり……」

「あんなの無理、絶対着れない、だってさ。まあ、雪子さん、いつもレインコート着てるぐらいの恥ずかしがり屋だからな」

「あ、あはは……でも、すごく似合ってますよ、籠目先せん輩ぱい」

「あぅ……その……ありがとう……」

　褒ほめられたのが恥ずかしいらしく、籠目がもじもじと口原に礼を述べ──最後のルンちゃん効果がまだ続いている、笑え顔がおの水瀬と目が合う。

　二人の同期は一いつ瞬しゆん、普段見ないお互たがいの姿を見合って──




「「誰だれだ!?」」




　あまりに端たん的てきなその一言が、訓練室の中を爆ばく笑しようの渦うずに叩たたき込んだ。

　　　　◆◆◆

　──銀先輩に目を付けられてから、もう三か月ぐらいが経たつ。

　銀先輩に会う前は、こんな風にみんなで笑いあえる日が来るなんて、思いもしなかった。

　しかも、あの水瀬先輩まで巻き込んで……さっきのプロポーズみたいな台詞せりふにはびっくりしたけど。……笹宮先輩は、プロポーズするときとか告白するときとかってなんて言うんだろう……はっ！　違ちがう違う、何考えてるのあたし！

　じゃなくて。

　──こんな風に、みんなで笑ってられる日々を続けられるように。

　あたしは、もっともっと強くならないと、なんて、決意を新たにする。

　初心忘るべからず──明日あしたは今日より、もっと強く。

　……とは、言ったものの。

　──その時間を、グラフたちが与あたえてくれるかどうかは、また別の話だったみたい。

　　　　◇◇◇

　次の日、銀先輩の室長命令により、富山支部に所属している人全員が、訓練棟とう一階、訓練ホールへ招しよう集しゆうされた。

　一体何があったんだ、と集められたみんながざわめく中、銀先輩が用意された壇だん上じように立ち、マイクを通して話し始める。

『あー、あー、よし……じゃあ、全員集まったみたいなんで、始めます。今日非番の人たちには申し訳ないですけど、これはそのぐらいに重要な情報であるということです──心して聞いてください。とはいえ、今日の議題は単純明快』

　銀先輩は、いつも通りに、しかしその中に緊きん迫ぱく感かんを滲にじませて、話し出す。




『──近日中に攻せめてくるであろう、とあるグラフについての話です』




　──あたしが強くなるのを、グラフは決して待ってはくれない。

　それでも、生き残らなければ、みんなで笑える日々になんて戻もどれないから。

　銀先輩の話を聞きながら、あたしは手を握にぎりしめる。

　どんな敵が来ても、あたしたちは絶対に、負けられないから。

　　　　◆◆◆

　──さぁ、準備は整った。妾わらわはこの日を待ち望んでいた。

　上下左右も曖あい昧まいな漆しつ黒こくの狭界の中で笑み、背後に付き従う軍勢を振り向き、配下となりし同胞はらからたちへ──支配し、配下とした同胞たちへ、高々と宣言する。

「この日こそは、妾がかの世界を支配し、また同時に其方そなたらが完成する宿願の日でもある！　狂きよう喜きせよ！　乱らん舞ぶせよ！　快かい哉さいを叫さけびながら、かの鬱うつ陶とうしき創造主たちに其方らの牙きばを突つき立たてるがいい！」

　目では捉とらえきれんほどの数の同胞たちが、唸うなり声ごえ、金切り声、遠とお吠ぼえに武器を打ち鳴らす音など、各おの々おのの鬨ときの声こえをこの歪ゆがんだ世界に響ひびかせる。

　者どもの士気が、満ち満ちておるわ。

　妾は同胞へ背を向け、不ふ遜そんにも妾の隣となりに立つ存在へと命じる。

「目付役よ。かの世界へと至る扉とびらの鍵かぎを開ひらけ」

「……分かったわ」

　恐きよう怖ふに声を震ふるわせるでも、呆あきれに声を沈しずませるでもなく、淡たん々たんと返事のみを返すその女は、羽は衣ごろもめいたものを纏まとっていた。妾のドレスと違い、いささか質素ではあるがな。

　その女が手をゆるりと持ち上げる。周囲に浮うかぶは、八つの虹にじ色いろの楕だ円えん──

「しかし、其方もよくぞ斯様な話を持ち掛かけてきたものよ。世界の均きん衡こうを守り続けるという倦けん怠たい極きわまる役目に、いよいよ嫌いや気けでも差したか？」

「あなたには関係のないことよ」

　相も変わらず、淡々と返す。こちらの世界の目付役と名乗った時は、さすがに疑ったものだが──この扉を作る能力を見せられては、疑念も消えようというものだろう。

　とはいえ、妾にとって重要なのはこの扉を作る能力でありこの女そのものではない。別に何と名乗ろうが妾の知ったことではない。

　──この女の体に欠けている部分が無いこととて、妾の知ったことではない。

　だが。

　敵意がないというのは、先の行動で納得したが──謎なぞの存在という点を差し引いたとしても、生まれながらの支配者たるこの妾に、その態度は頂けぬな。

「妾に対するその不遜な態度──かの取引がなければ斬ざん首しゆ刑けいに処していたぞ」

「取引を持ち掛けるつもりがなければ、そもそもあなたに接せつ触しよくなんてしていないわ」

「は。よう言うたものだ」

　妾が生まれてから唯ゆい一いつ会おうた、この対等な存在の減らず口を笑い飛ばす。

　同時に、八つの楕円が等しく強い輝かがやきを放つ。

「さぁ、開いたわ──閉じない内に行くことね」

「ふん、何度見ても面めん妖ような能力よの──だが、褒めて遣つかわす」

「嬉うれしくもなんともないわね。せいぜい武運を祈いのるとするわ──彼らの、ね」

「はっ──最後の最後まで気に喰くわん奴やつよ！」

　妾はドレスの裾すそを翻ひるがえし、『道』の入口の前に立ち──一ひと際きわ声を張り上げた。




「全軍──進しん撃げき開始！」








第二章　女王クイーンの計略






　三月十七日。俺が富と山やま支部の団員に女王クイーン案件の情報を開示した、次の日の、午前。

「──来やがったな」

　緊きん急きゆう事態発生の警報が富山支部に鳴り響き──違い和わ感かんを覚えた俺は、窓から身を乗り出して空を見上げる。身を乗り出さないまでも、俺と同じように空に注目した中なか滝たきさんが絶句していた。

　そこには。




　──恐おそろしく巨きよ大だいなセカンドハーフが出現していた。




　それこそ、空がそのままセカンドハーフに塗ぬり替かえられてしまったんじゃないかと思うような光景だった──太陽光すら遮さえぎって、濁にごったオーロラのような色合いが、完全に空を支配している。

「……観測室、こちら笹ささ宮みや。状じよう況きようはどうなってます？」

　ブレスレット型の通信機を介かいして、最も状況を多角的に知ることのできる観測室のオペレーターに連れん絡らくを取る。

『はぇあっ!?　ちょ、ちょっと待ってください──すぅー、はぁー……よし。はい、失礼しました。……セカンドハーフが出現しました。直径は──およそ十キロ』

「じゅっ──」

　常に冷静であることを自分に強しいている俺も、思わず絶句した。

　十キロって──おいおい、首くび長なが竜りゆうとか石像の時とかの、単純計算で十倍じゃねえか。一体どんだけの軍勢引っ張ってくる気なんだよ。

『他ほかの観測室からも情報が入りました！　本部・全支部付近で同様の現象を確かく認にん！』

「……おいおい」

　この規模で八か所だと？　女王クイーンは、それだけ本気ってことか。

　にしても、それだけの軍勢があるなら一か所に戦力を集中すれば……待てよ。女王クイーンはこっちの戦力についてはおおよそ調べがついてるんだよな。

　だとしたら──こっちの戦力を一か所に固めないために、各地に攻め込もうとしてんのかね？　その辺のリスクを天てん秤びんに掛けてないはずがないしな。

　……とはいえ、セカハンが複数あるってことは女王クイーンがどっから来るのか、まるで予想がつかないな……本命が絞しぼり切れない。十中八九、俺を含ふくむ特級四人のいる場所には来ないと思うんだが……確実なことは、言えない。

『さ──笹宮室長！』

　俺が推測を重ねていると、オペレーターの困こん惑わくしたような声。

「何か異変がありましたか？」

『そ、その──セカンドハーフが、縮小を始めています！』

「……なに？」

　俺は空にもう一度目を向ける──特に、変化があるようには見られないが、と、思った直後。

　上空のセカンドハーフ、その表面が波打ち、渦うず巻まき始めた。排はい水すい溝こうに流れる大量の水のように、一点に向かって、ぎゅるぎゅると。

　それに伴ともない、セカンドハーフが縮小していく──圧縮でもされるかのように、小さくなっていく。

　くっそ──本当に何が起こってんだ。俺は室長室を飛び出し、観測室へ向かう。

　何が起こっているのかを直じかに確かめないと、適切な指示を出すことも出来ないからな。

　扉を開くと、オペレーターさんたちがぎょっとして俺を見た。

「──え、わっ!?　笹宮室長!?」

「お疲つかれ様さまです──縮小したセカンドハーフはどうなりました？」

「あ、えっと……その、あれです」

　オペレーターさんが指さした先は、正面の巨大な画面の中で、異い彩さいを放つ映像。

「……なんだありゃ」

　思わず、俺も困惑を声に出してしまう。

　セカンドハーフが縮小した先にあったのは、表面の黒い、巨大な卵だった。それは、普ふ段だんのセカンドハーフのように、ゆっくりと降下してきている。

　……あれから何が生まれてくるにせよ、まず俺が指示すべきことは──

「当番・非番に拘かかわらず、全イレイザー・封ふう印いん班は訓練ホールに集合、それからチームごとに集まっておくよう通達をお願いします」

「──了りよう解かいしました」

　すっかり落ち着きを取り戻したオペレーターさんが、手元の機器を操作し始める。

「それから、住民への警報発令。あの卵を中心とした直径十キロ圏けん内ないにいる人々には避ひ難なんしてもらってください」

「了解しました。警報を発令します」

　十キロ圏内にしたのは、収縮前のセカハンが十キロの直径を持っていたからだ。

「──地図を見る限りここも圏内ですけど、一いつ般ぱん人じんの受け入れは断ってください。仮にここが安全だとしても、巻き込む可能性はゼロじゃないですし」

「了解しました」

　……まあ、ぶっちゃけた話、巻き込むってのは建前だ。一人でも中へ入れてしまえば、自分も自分もと収集がつかなくなるのは目に見えている。こういう言い方もどうかとは思うが、事と次し第だいによってはそこで相手をしている余よ裕ゆうもないかもしれないからな。

「他の場所も、あんな感じですかね？」

「そのようですね。各地に出現したセカンドハーフも収縮、卵型になって降下中とのことです」

「了解です──じゃあ、俺はちょっと出てきます。指示は随ずい時じ通信機越ごしにこっちへ飛ばすんで、通達はお願いしますね」

「了解しました、ご武運を」

「──っと、忘れてた。もう一個言っとかないとな」

　扉に手を掛けたところで、大事なことを思い出し、オペレーターさんに言う。

「ホワイトキャンバス富山支部・防衛室『室長』笹宮銀しろがねの名において、全イレイザーに支部・セカンドハーフ外でのグラフィティの使用を許可します。通達を」

「完かん了りようしました」

　通信機から、『グラフィティ使用許可』という短い電子音。よし。

　今度こそ観測室を抜ぬけた俺は、二階の窓を開け放ち、迷うことなく飛び出した。

「〈七式セブンス・アクター〉！」

　俺が叫さけぶや否いなや、即そく座ざに背後に現れたのは、六本の剣けん。

　レイピア、日本刀、柳りゆう葉よう刀とう、直刀、日本刀、フランベルジュ──各々に違ちがった能力を持ち、またそのどれもが冗じよう談だんのような威い力りよく・効力を誇ほこるという、チート能力〈七式セブンス・アクター〉。

　その中から速度を引き上げ、高速の斬ざん撃げきを放つ日本刀、瞬しゆん迅じん剣けんと、振ふるった軌き跡せきから無色の防ぼう壁へきを生み出すレイピア、結界剣を手に取り、手始めに結界剣を振るう。

　空中に描えがかれた軌跡から、結界が出現。それを足場として使い、瞬迅剣によって引き上げられた速度で跳ちよう躍やくする。減速、落下を始めたら再び結界を張り、また跳躍、という流れを繰くり返かえしながら、あの黒い卵が降下している方へと向かった。

　ものの一分ほどで現場に到とう着ちやく。直線距きよ離りにしておよそ三キロってとこか。

　黒い卵が降下した先は、モロに町中だった。近くには銀行やら学校やら、図書館まで見える──さすがに、この近辺の人たちは全員、圏けん外がいへ避難したみたいだけど。そりゃ明らかに怪あやしいものがあったら警報とかが誘ゆう導どうしなくても一目散に逃にげるよな。

　問題の卵は、道路の上──地上二メートルぐらいの場所で停止していた。

「──やってみるか」

　瞬迅剣、結界剣の二本を手放し、手に取ったのは片かた刃ばの直刀──斬ざん裂れつ剣けん。斬きった物を問答無用で真っ二つにする他、持っている間は俺の力も引き上げる剣だ。

　俺はそれを構えて、卵を薙ないでみた。

「…………」

　──が、卵には傷一つつかないまま、斬裂剣の刀身はすり抜けただけだった。というか、斬ったという感かん触しよくすら得られなかった。その他にも瞬迅剣で何度も斬ってみたりしたが、同じく効果は見られない。つまり──

「触ふれられないってことか……？　そりゃまるで」

　──セカンドハーフの中に出てくる、窓みたいだ。

『笹宮室長』

　唐とう突とつに、観測室からの連絡が入った。俺は検証を一いつ旦たん中断して返事をする。

「はい、どうしました？」

『和わ歌か山やま本部防衛室「室長」──八や神がみさんから一いつ斉せい通信が入っています』

「！　了解、繫つないでください」

　このタイミングで連絡をくれるってことは──十中八九、卵についての情報だろう。

『あー、あー、もーしもし？　みんな、元気でやってるかい』

　短いノイズのあとに、そんな気の抜けた声が通信機から流れ始めた。

　八神春はる真ま──通つう称しよう『英えい雄ゆう』。人類初のイレイザー。

　にしても、こんな状況でもいつも通りすぎないか、八神さん？

『んで、だ──まあ察しはついてるだろうけど、セカンドハーフが収縮して出来た卵についてな。それ、平たく言えば「窓」らしいわ』

　──やっぱりそうなのか。

『見てたと思うけど、それってセカンドハーフが圧縮されてんのね。内部にあった巨大な「窓」を覆おおう感じで。つまり──えーっと……？』

『普段戦ってるセカンドハーフ内の二・五次元空間の外周、アレと窓の距離が限りなくゼロに近くなったって認識でいいゼ』

　──突とつ如じよとして割り込んだやや機械的な声は、人のもの、ではない。

　かつてグラフとしてこちらに実体化したのち、人類に味方した、八神さんのグラフィティの声だ。

『あ、なるほど。そういうことな。ありがとよ、クロウ』

『おめェの理解があんまりトロいんでナ』

　グラフィティ、というかグラフというか──ともかく、グラフィティが喋しやべる、対話が可能な例は、片手で数えられるほど少ないが、確かにある。

　封印前のグラフが非常に高い知能を有していた場合に見られる現象だそうだ。

　──八神さんの〈禁術教典マビノギオン〉は、巨きよ大だいなハードカバーの辞書みたいな本を出現させるグラフィティで、日本を救ったそのグラフィティの真価は、戦せん闘とう力よりもむしろ情報力。

『知りたいと思った情報を引き出す』能力──グラフの情報から女子のスリーサイズまで、八神さんが望んだ情報が本の内部に文字として浮うき出る。そのおかげで、グラフへの対処法などを知ることが出来たというわけだ。

　ちなみにクロウというのは、八神さんがグラフに付けた名前である。彼の前に現れた時は、案山子スケアクロウの形を取っていたからだそうだ。

　……案山子かかしなのに高い知能持ってたのか、と皮肉めいたことを考えてしまうが。ほら、オズの魔ま法ほう使つかいとかって案山子は頭悪い子設定じゃん。

　じゃなくて。いま考えることはそれじゃない。

『そんで、注意しなきゃいけないのが、グラフだ──窓と三次元こつちの距離が限りなくゼロに近くなるから、卵の中の「窓」から出てきたグラフはそのまま実体化することになる、ってことを知っといてくれな』

『……相手が少数精せい鋭えいだろウが多数の軍勢だろウが、今回ばかりは建物への被ひ害がいは抑おさえられねェだろうナ。つっても、それ気にしてたらこっちが死ぬゼ』

　クロウが、注意を喚かん起きするように言ったあと。

『……にしても、ンなことするたァあんにゃろう、無茶してくれやがって……限界がキてるってことなんだろうガ……』

『？　クロウ、女王クイーンと知り合いなのか？』

『ん、ああ、いや……気にすンな、いまのは口が滑すべっタ』

「……八神さん、笹宮です。女王クイーンがどこから現れるかとか、相手の数とかは──」

『検けん索さくは掛かけてみたけど、残念ながら』

　──情報を知る能力と言っても、決して万ばん能のうではない。『起こった現象に対しての説明』や、『すでにあるものの詳しよう細さい』は知ることができるが、『これから何が起こるのか』は知ることが出来ない。未来予知の能力では、ないということだ。

「まぁ、言わないってことはそうなんだろうなと思いましたけど」

『ハハハ、知りたい情報に限って知ることができネェんだもんナ。我ながら役に立たねェ力だゼ』

『そんなことないだろ。クロウのおかげで、グラフがそのまま実体化するっていうのは分かったわけだし？　それだけでも十分すぎるほど助かってるって』

　自じ虐ぎやく的なクロウの言葉に、八神さんはそう返す。

『……ハッ、おめェも会った時から変わんねェナ』

『おれも自分でそう思うがね。じゃ、銀。お互たがい頑がん張ばろうか』

「了解。ありがとうございま──」

　通信を終しゆう了りようしようとして。

　目を見開いた。

「──八神さん！」

『うおっ!?　どうしたんだ、銀──いや、まさか』

　突とつ然ぜん叫さけんだ俺に驚おどろく八神さんだったが、何かを悟さとったように呟つぶやく。

　俺は瞬迅剣と、フランベルジュ──斬りつけることでマーキングを施ほどこし、瞬しゆん間かん移動を可能にする能力の転身剣を手に取って、卵から百メートルほど距離を取りつつ、報告する。

　通信機を一斉通信モードにしていて、手間が省けたと思いながら。




「出ました──女王クイーンです」




　黒い卵の内側から、ズル、ズル、と少しずつ抜け出してくる、真っ赤なドレスを纏まとった、半顔の女。悪あく趣しゆ味みなティアラと、付ふ随ずいしてくるフラフープのような輪──つい一昨日おととい見た映像と、まったく同じ外見。

　間ま違ちがいない──女王クイーンだ。

　マジか──ここには来ないと予想してたんだけど、なぁ！

　もはや一刻の猶ゆう予よもない──地面にフランベルジュを突つき立たてつつ、富山支部の観測室へ連れん絡らく。

「富山支部観測室、こちら笹宮！　集合している全イレイザーたちに通達を！」

『──すぐに出しゆつ撃げき要よう請せいを？』

「ちょっと待った！　みんなを訓練ホールから動かさないでください！」

　仕事の早いオペレーターに待ったをかける。理由は、いまからこっちへ動き出したとしても、それなりに時間がかかるから。連中が直で実体化するというのであれば、それじゃあとても間に合わない。俺が時間を稼かせぐという手もあるけど、町中で派手に戦えば建物への被害が無む駄だに増える。今回ばかりはあまりそれを気にしてもいられないが、わざわざ被害を増やすこともないだろう。

『で、ではどうするんですか？』

「全員に手を繫ぐように要よう請せいして！　俺がまとめて瞬間移動させます！」

『りょ、了りよう解かい！』

　指示を出すと同時、俺は転身剣の能力を発動──一いつ瞬しゆんのフラッシュののち景色が切きり替かわり、視界に飛び込んできたのは見慣れた室長室と、突然現れた俺に驚く中滝さん。この部屋の俺の机には、転身剣で傷をつけてある。万が一の時のために仕込んどいたけど、こんな形で役に立つとはな。

　状じよう況きようを説明している場合でもないので、俺はそのまま転身剣を使ってパパッ、と飛び飛びに移動する。マーキングを施ほどこさずとも三十メートルぐらいの範はん囲いなら飛び放題だから。

　そして訓練ホールへ到着──向こうを離はなれてからここまで、約五秒。

「え、わっ!?　銀先せん輩ぱい!?」

　たまたま琴こと音ねの近くに飛んだらしく、驚いた琴音が素すっ頓とん狂きような声を上げる。それにつられて、ホールにいた全員が俺を見た。

「──全員、手は繫いでるな!?　飛ぶぞ！」

　俺は叫び、琴音の手を摑つかみ、瞬間移動。景色がまたも切り替わった。

　富山支部の訓練ホールから、さっき地面に傷をつけた、学校付近の道路の上へ戻もどってきた。さっきと違うのは、俺一人ではなく全イレイザーが俺の背後にいることだ。

　俺の瞬間移動を初めて経験した連中が、驚きよう愕がくのせいか一瞬ざわめき──すぐに、静まり返った。

　百メートルほど先にある、異質な黒い卵──そして、その前で実体化を完かん了りようさせ、圧あつ倒とう的てきな存在感を放つ半顔のグラフに気づいたからだろう。

　奴やつは俺たちに気づくや否いなや、裂さけんばかりに口を吊つり上げ、こちらへと進んでくる。足音がしないのは、奴が僅わずかに浮いているからだ。

「よい眺ながめよの。我らの侵しん攻こうを幾いく度どとなく妨さまたげた其方そなたらが、一堂に会するこの光景も──捻ねじれた世界の景色などではなく、真に美しいこの光景も」

　いやに通る高い声と、やや古ふる臭くさい言い回しで、見下すように女王クイーンは告げる。

　俺たちは、自然と各おの々おのが構える。いつ襲おそい掛かってきても、対処できるように。

「──この世界は、妾わらわが支配するに相応ふさわしい」

　両手を広げ、天を仰あおぐように体を逸そらし。

「しかし、其方らは邪じや魔まであるな」

　片方しかない目で俺たちを見下ろし、女王クイーンは堂々と宣言した。

「──妾は名も無き女じよ王おうなり！　現時点を以もつてこの世界は、妾の支配下に入れることを宣言する！　反逆するというならば、受けて立つ──」

　シャリン！　と、女王クイーンに付き従う輪が、鋭するどい音を鳴らした。




「──一人残らず、滅ほろぼしてくれよう！　憎にくき世界の門番どもよ！」




　その宣戦布告と同時、堰せきを切ったように卵の中から現れたのは、群れ、群れ、群れ！

　獣けもの、鳥、爬は虫ちゆう類るい、人形、異形、昆こん虫ちゆう──そのどれもが体に不完全な部分を持った、グラフの大群だ。って、なんだよこの勢い！　どんだけ出てくるんだ本当に！

　あまりの数に、その進行だけで地じ響ひびきが発生するほどだ。

　ちっ──イレイザーの配置、間に合うか……!?

『さ──笹宮室長！　全国の卵より大量のグラフが発生しました！』

「だろうな──こっちの住民の避ひ難なんは!?」

『三キロ圏けん外がいまでの避難を確かく認にん！　その近辺はもう無人です！』

　よし、と一つ呟き、転身剣と瞬迅剣を手にするも、動く間もなく向こうの準備が完了したようで、女王クイーンが満足気に片手を振ふり上げる。

「者どもよ、蹂じゆう躙りんせよ！」

　振り下ろした女王クイーンの手によって──戦いの火ひ蓋ぶたが、切って落とされた。

　　　　◇◇◇

　女王クイーンが呼びだしたグラフたちが、指示に従い八方へ散り始める──イレイザーの配置も間に合っていない現状、このままだと町にでかい被害が出てしまう。

　が、しかし。

　先手を取ったのは──予想外にも、俺たちの方だった。




「──〈天水創造レイニーワークス〉」




　グラフたちの咆ほう哮こうの中、凜りんとした鈴すずの音のように静かに響ひびく声こわ音ね。

　次の瞬間に空を雨雲が覆おおったかと思ったら、八方へ進軍を始めていたグラフたち目がけて、超ちよう広こう範はん囲いに、恐おそろしい密度の雨が降る。

　それは、ただの雨じゃない。雨あま粒つぶの一いつ滴てき一滴が銃じゆう弾だんに等しい速度で放たれる、超ちよう高こう威い力りよくの機き関かん銃じゆう──雨というか、むしろ滝とでも表現すべき真上からの絨じゆう毯たん爆ばく撃げきによって、雨の範囲にいたグラフのほとんどが蜂はちの巣すになってしまった。ついでに建物も結構蜂の巣になってるけど、まあ、さすがに今回ばかりは目を瞑つぶるしかないな。

　雨が止やんだその瞬間に雲が晴れる。

　直後、蜂の巣になったグラフが光の粒りゆう子しと化し、卵の中へと吸い込まれていった。……どういうことだ？　実体化したグラフは、致ち死し量のダメージを受けるとセカンドハーフを発生させるはずなんだけどな……？

　俺のそんな疑念をよそに、一瞬で静まり返ってしまった戦場の中──

「ふん──この程度で我々を滅ぼすと言ったのか？　そこの女王クイーンとやら」

　その声に反応して、背後のイレイザーたちが左右に分かれて道を作る。

　そのど真ん中を堂々と歩き、金きん髪ぱつを揺ゆらしながら俺の横を通ってきたのは水みな瀬せだった。

　穴だらけとなった道の上、大型のグラフの体の下で守られていて無事だった女王クイーンへ指さし、全く臆おくすることなく口を開く。

「だとしたら、見み逃のがしてやるからとっとと帰るがいい。貴様ごときが何度攻せめてこようと、我々を倒たおすことは叶かなわないからな！」

　──なんっつーか、最近はルンちゃん関連で意外と丸くなったかと思ってたけど、全然そんなことなかったな。

　ひっさしぶりに見た気がするぜ──超ちよう傲ごう慢まんモードの水瀬って奴を。

　だけど、これはチャンスだな。

「ルンちゃん、しばらく時間を稼げるか」

「ふふん、私を誰だれだと思っている？　いくらでも稼いでやるぞ」

　半分顔をこちらへ向ける。戦せん闘とう中だけあって緩ゆるみ顔じゃなかったものの、若じやつ干かんニヤけていたあたりにブレないなこいつ、と思ってしまう。

「準備がしたい。一分でいいんだ、頼たのめるか？」

「おいおい、貴様と私の仲だぞ？　遠えん慮りよなどせずにもっと吹ふっかけるがいい」

「そう言われるほど仲良くなったっけな俺ら？　じゃあ一分半」

「貴様は私をルンちゃんと呼ぶ、理由はそれだけで十分だ──ならば三分稼いでやろう。行け、笹宮」

　──超傲慢モードの水瀬は久しぶりに見たけど。

　こいつがこんなに頼たよりになると思ったの、初めてかもしれないな。

「──妾に向かってその口の利きき方、随ずい分ぶんといい度胸をしておるわ」

「御ご託たくを並べるなら帰れと言っている。まさか、これで終わりなどとは言うまい？」

　水瀬と女王クイーンが、約三十メートルの距きよ離りを挟はさんで言葉を交かわす。

「無論。巫山戯ふざけた口を利いた褒ほう美びに、其方は極きよつ刑けいに処してやろう。進め！」
















　女王クイーンが手を振り上げ、卵の奥よりさらなる軍勢を呼び出した。

「できるものなら、やってみるがいい！」

　水瀬が構えた腕うでの先から、雨雲が次々に生み出される。

　──水瀬はああ言ってくれたけど、急ぐか！

「一級イレイザーを含ふくむチームは、一歩前に出て整列しててください！」

　俺は言い、瞬迅剣で上じよう昇しようした速度で走りだす。コースは卵から直径約五百メートルの円周上──所々に転身剣で傷をつけながら。

　十秒足らずで戻ってきて、イレイザーたちへ作戦説明。

「防衛ラインは二重に敷しきます！　卵から直径五百メートルの円周上、第一次防衛ラインには一級イレイザーを含むチームを配置、この段階ではできる限り強力なグラフを止めてもらいます！　それから直径一キロメートルの円周上、第二次防衛ラインにはそれ以外のチームを配置。役割は第一次で止め切れなかったグラフの掃そう討とう！　チームを組んでない人たちは状況を見ながら各チームの加勢に入ってください！」

　背後の機関銃じみた音にかき消されないよう、大声で指示を出す。

「目的は女王クイーンの封ふう印いんと防衛ラインの死守！　建物への被ひ害がいはあまり気にする必要はありません！　それ気にして突とつ破ぱされたら本ほん末まつ転てん倒とうだし──それから最後に！」

　俺は、一ひと際きわ声を荒あららげる。

「──全員で支部に帰る、それだけは絶対に忘れないように！」

『──了解！』

　熱を帯びた返事を受け、まず整列していた一級イレイザーのチームを、第一次防衛ラインの各ポイントへ飛ばしていく。その際にいちいち俺も一いつ緒しよに飛ばなきゃいけないのがちと面めん倒どうだが、そんなことを言ってもいられない。

　している内に、飛鳥あすかさんのチーム──琴音たちの順番もやってくる。

　まずは無言で一緒に飛んだ。場所は近くにあった学校のグラウンドだ。それから、他ほかのチームにそうしたように激げき励れいの言葉を置いていく。

「じゃあ、よろしくお願いします」

「おう、任せとけ」

　当然のようにジャケットを肘ひじまでまくった飛鳥さん、集中している平ひら上かみ、飛鳥さんの傍そばに寄より添そうような雪ゆき子こさんが、それぞれ頷うなずく。そして──

「あのっ──」

　最後に目があった琴音が、口を開いた。

「き、気をつけて！」

「あぁ、そっちもな」

　短く交わして、ばすっ、と琴音の頭に手を置いてから、俺は再びイレイザーたちが集合している場所まで飛んだ。

　──さて、急いで第二次防衛ラインのマーキングもしてこないとな！

　　　　◆◆◆

　……頭に手を置かれたせいか、琴ことちゃんがちょっと顔を赤くしていた。わたしは口元を緩めながら、琴ちゃんの顔を覗のぞき込む。

「どうしたの琴ちゃん、顔赤くしちゃって」

「ひぇっ!?　い、いや、別になにもないよ新にい奈な!?　もう、戦いの前だから変なこと言わないでよ！」

　早口で琴ちゃんはそう返すけど……ふふっ。バレバレだよねー。

「はっはっは、相変わらずお前ら仲良しだな……おっ？」

「…………」

　わたしが琴ちゃんをからかっていると、雪子さんが壱いち彦ひこくんの手が届きそうな範はん囲いで、ひょい……ひょい……と頭を突つき出だしてた。……もしかして、撫なでてほしいのかな？

「えっと……どうしたんだ、雪子さん？」

　けど壱彦くんは鈍どん感かんに、頰ほおを搔かきながらそんなことを言う。

「……ぁん……ぁぃ……」

「な、なんでもないって……本当にそうか？」

　気持ち、しょぼんとした雪子さんに焦あせったように訊たずねる壱彦くん。わたしははぁ、とため息をついて、呆あきれながら名前を呼ぶ。

「壱彦くん」

「なんだ？」

「バカ」

「断定されるほどのことをしたのか俺は!?」

　だって、壱彦くんのこと、他に何て呼べばいいのか分かんないし。

「ほら、バカの壱彦くんも早く準備整えないと。もうすぐここは戦場なんだから──気を緩めてる場合じゃないよ」

「いや分かるんだけどさ、なあ!?　俺はそこまでのことをやらかしたのか!?」

　喚わめく壱彦くんをよそに、わたしたちは臨戦態勢を整える。

　──ビニール傘がさを構えて、卵のある方角を見つめる琴ちゃんを、横目に見る。

　琴ちゃんは本当に強くなった。三か月前とはまるで別人だ。

　けど、わたしだってもう、守るしか能がなかった、二か月前までのわたしじゃない。

　訓練生の時みたいに、琴ちゃんの背中を追いかけるだけのわたしは振り切った。

「琴ちゃん」

　だからわたしは、静かに口にする。琴ちゃんの隣となりに立ちながら。

「頑がん張ばろう」

「──うん！」

「雪子さんも、頑張りましょう。倒したグラフの封印、お願いしますね」

「……ぅん……」

　こくりと頷く雪子さん。そして最後に──

「壱彦くん……頑張れば？」

「何か俺だけ扱あつかい雑じゃねえか!?」

　やっぱりオチは壱彦くんだよね、なんて思いながら。

　深呼吸を一つして──琴ちゃんと同じ方向を、見み据すえた。

　　　　◆◆◆

『──ルンちゃん！　あとちょっと時間稼かせいでくれ！』

　笹宮からの通信には返事をせずに、私は〈天水創造レイニーワークス〉を放ち続ける。

　あの黒い卵から出てくるグラフを、片かたっ端ぱしから穴だらけにするために。

　しかし、状じよう況きように変化がないわけではない。

　途と中ちゆうで出てきたスライム状のグラフが、女王クイーンの周囲を守っているのだ。液状化と思っていたが、どうやら硬こう化かすることもできるらしく、女王クイーンを包むように変形して固まってからは、弾だん丸がんが全すべて防がれている。

　卵の周囲、湧わき出てくるグラフたちへ水の弾丸を放ち続けながら、一点集中の貫かん通つう技──『天滴岩穿ペネトレイザー』を放とうとした、次の瞬しゆん間かん。

「っ！」

　視界の端はしよりリングが飛来──雨を中断、即そく座ざに簡易兵装の剣けんを抜ぬき、そのリングを弾はじき飛ばした。甲かん高だかい音を立てて逸そらされたリングは、主あるじの下もとへと戻もどっていく。

「──ほう、良い反応ではないか。感心したぞ」

「……私としたことが、どうやら謀たばかられたようだな。まさか既すでにあの場から逃のがれていようとはな、女王クイーン」

　地上四メートルほどの位置に浮うかぶ、赤い女王クイーンを睨にらみながら私は言う。

　あの硬化したグラフの内側は、恐おそらく空っぽ──姿が見えないという死角を利用して、こんな近くまで接近されていたとは。理由は単純に、私を止めるためだろう。私が攻こう撃げきを続けていたのでは、呼び出したそばからグラフが削けずられていくからな。

「妾わらわは雨が嫌きらいでの。湿しつ気けで黴かびが生えては堪たまったものではない」

「心配するな。赤いドレスに白いカビだぞ、きっとよく似合う。それに──」

「それに？」

「案ずることはない、カビが生える前に消してやろう！」

　左手に生み出した雲から、無数の弾丸を放つ。かなりの至し近きん距きよ離りだ──仕留めるまではいかなくとも、傷ぐらいはつけられたか。

「ほざけ、雨女──妾の傘かさを甘く見ないでもらおうかの」

　しかし、横合いから伸のびてきた灰色の壁かべによって、弾丸は全て防がれた。

　こいつ──さっきの硬化スライムか？　この距離を一いつ瞬しゆんで詰つめてくるとは……内心舌打ちしながら、しかし、私は笑う。

「傘──傘か。面おも白しろい表現をするな」

　生み出した雲を、徐じよ々じよに左手に圧縮していく。辺り一帯を蜂はちの巣すに出来るほどの膨ぼう大だいな水のエネルギーを極限までを抑おさえこみ、構えた。

「？　意味の分からんことを抜かすの──雨を防ぐ道具なのだ、傘で何が面白いか」

『傘』越ごしに聞こえる女王クイーンの声は無視し──脳のう裏りに、かつて役立たずと思っていた、サイドテールの二級イレイザーを浮かべながら。

「だが──奴の傘ほどでもないだろう！」

　あの絶対の盾たてを貫つらぬこうと作り上げた技わざを、放つ。

「〈天水創造レイニーワークス〉──『雨あまの叢むら雲くも』！」

　雲を携たずさえた左手を、上から下へ振ふり下ろす。

　その軌き跡せきを追うように、雲からは超ちよう高密度の水が、斬ざん撃げきのように女王クイーンの『傘』へと叩たたきつけられた。バシュッ！　という音、ビリビリと響ひびく振しん動どう──余波で近辺のグラフ共が動きを止めるが、まだ『傘』は破れてはいない。

　しかし、私の攻撃もまだ終わっていない。今度は先ほどの水すい閃せんと交差するように、間かん髪はつを容いれずに左手を横に薙なぐ。爆ばく発はつじみた音がして、女王クイーンを守るスライムの表面が凹へこんだ。ついでに、払はらった先──女王クイーンの盾が及およばない範囲にいたグラフをなぎ倒たおす。

　最後にその凹んだ交差点を目がけて、左手を突き出した──瞬間。

　直径五センチほどの水閃が、空中を奔はしった。螺ら旋せんを描かき、ドリルのように突き進んだその一いち撃げきは違たがうことなく先ほどの二撃の交差点を捉とらえ──一瞬の拮きつ抗こうののち。

　女王クイーンを守るスライムが、貫かれて弾はじけ飛とんだ。

　──『雨あまの叢むら雲くも』。超圧縮した水の三連撃による、超がつくほどの力技。笹宮の『飛ぶ斬撃』を見て思いついた攻撃法だ。

　この技を喰くらって生き延びた相手など──口くち原はらしか、いない。

「……！」

　しかし、その後ろにいた女王クイーンは健在だった──ちっ。危険と見て、体の位置をずらしたな？　だが避よけきれたわけではなさそうで、赤いドレスの裾すそが削れていた。

「──貴様の傘とやらも、大したことないな？　知り合いの傘は、この技をもってしても破れなかったぞ？」

　一度、この技に口原を付き合わせたことがある。結局、この技すら奴には防がれてしまったがな。

「だが、流石さすがと言っておいてやろう。この技を喰らって生き延びたのは、貴様で二人目だからな？」

　雲を流しながら挑ちよう発はつを繰くり返かえすと、女王クイーンは僅わずかに眉まゆをひそめる。

「妾をここまで虚こ仮けにするとは──其方そなた、覚かく悟ごは出来ておるのだろうな？」

「死ぬ覚悟のことか？　普ふ段だんならばしているが、生あい憎にく貴様程度が相手ではな」

　それに、と髪かみをざわめかせる女王クイーンへ続ける。

「笹宮から、全員で帰ると言われているのだ──今回、死ぬわけにはいかないな」

「まったく以もつていい度胸をしておるわ──ならば、ここで死んでいけ！」

　女王クイーンが二つのリングを飛ばしてくる。確か、あれをくぐらされると支配されてしまうのだったか。

　剣を構えたのち、私へ先に迫せまるリングの方を叩き落とし、反対側のリングも叩き落とそうと振り向──こうとして、足が動かないことに気づく。確かく認にんすれば、右足に灰色の何かが絡からみついていた。こいつ、まさかさっき弾け飛んだスライムか!?

　私が驚おどろいた隙すきに、もう一つのリングが迫る。もはや剣も間に合わないほど接近したリングが──横から振り抜かれた剣により、硬質な音を立てて弾き飛ばされる。

　横合いから凄すさまじい速度で飛びこんできたそいつは、私に笑いかけた。

「ルンちゃん、待たせた！」

「ふん、別に待ってはおらんがな──笹宮」

　私も、笹宮に僅かに笑いかける。突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者を見た女王クイーンが、憎にく々にくしげに顔を歪ゆがめる。

「──ちっ……其方、宝ほう剣けんの使い手か」

「……やっぱ調べはついてんのな。けどその呼び方は初めて聞いたな──お初にお目にかかるな、女王クイーン。俺の名前は笹宮銀だ、よろしく」

　とぼけたように自己紹しよう介かいをした笹宮が、私を見て苦く笑しようした。

「時間を稼いでくれって頼たのんだのは俺だけど──まさか女王クイーンと真っ向勝負してるなんて思わなかったぜ」

「馬鹿なことを抜かすな笹宮、勝負などしていない、遊んでいたのだ」

「お前も言うねぇ──さておき、いったん離はなれるぞ。おかげで準備は整ったからな」

「──どこへ行こうというのだ？　雨女」

　私たちの会話を聞きながら、女王クイーンが挑発するように問いかける。

「よもやあれだけの狼ろう藉ぜきを働いておいて、逃にげるなどとは言うまいな？」

「逃げるのではない、作戦と指示に従い戦場を変えるだけだ──戦いたいというのなら、貴様が私を追ってこい。貴様らを足止めするという任務は、既に終しゆう了りようしたからな」

「──不届き」

　女王クイーンが静かに激げき昂こうするが、笹宮は私の肩かたに手を置く──瞬間移動するためだろう。

　私は周囲へ張はり巡めぐらせた雲から、女王クイーンへ向かって雨を撃うつ。目め眩くらましだからダメージは期待できんがな。四方八方から女王クイーンへ向かって弾丸が飛び──その途と端たん、景色が切きり替かわった。〈天水創造レイニーワークス〉の音が聞こえることから、さほど遠くへ飛んだわけではなさそうだが。

「やれやれ、お前もいい性格してんな、ルンちゃん」

「褒ほめ言こと葉ばと受け取っておこうか、笹宮」

　肩を竦すくめて微び笑しようを向けた。……ふふふ、どんな状況でも、やはりルンちゃんと呼ばれるのはいいものだな。

「それで、これから私はどこへ行けばいい？　私の実力を考えるに、第一次防衛ラインのどこかにサポートに行けばいいのか？」

「いや──水瀬には、ちょっと別べつ枠わくで仕事を頼みたい」

「別枠だと？」

「ああ、ルンちゃんにうってつけの仕事だぜ」

　　　　◆◆◆

「──雨女め」

　雨女の、全方位からの苛か烈れつなる水の弾丸を、まだ生き残っておった盾に防がせたはよかったものの、弾丸が止やむ頃ころには既に、彼奴きやつらの姿は消え去っていた。

「……構わん。元々、妾の目的は別にあるのだから。邪じや魔まが無くなっただけでも僥ぎよう倖こうと言えよう。さて──」

　機会があれば、この戦争中に雨女に仕返ししてやろうと決めつつ。

　妾の目的を達成するために、かの女を捜さがし始める──

　　　　◆◆◆

「──では、私は行くぞ。そっちもうまくやれよ、笹宮」

「ああ。さて──」

　水瀬に仕事を頼んで別れてから、俺は空中へ跳とび、結界を足場にして戦場を眺ながめる。

　あちこちで粉ふん塵じんが立ち上っているってことは、本格的に戦せん闘とうが始まったみたいだな。

『──みんな、そのままで構わないから、おれの話に耳を傾かたむけといてくれ』

　突然、通信機から音声が流れ始める。八神さんの声だった。

『新たな情報を摑つかんだ。どうやらあの卵、グラフたちにとっても諸もろ刃はの剣つるぎらしいのね』

　諸刃の剣？　どういうことだ？

『相当特とく殊しゆな弄いじり方をされてるみたいだから、あの卵がある間は、グラフは致ち死し量のダメージを受けたらそのまま向こう──二次元側に帰っていくみたいだ』

　言われて、そう言えば、と思いだす。水瀬に蜂の巣にされた第だい一いち陣じんのあのグラフたち、セカンドハーフも発生させずに、粒りゆう子しになってから卵に吸い込まれてたな。

『で、それは封ふう印いんする場合も同じ事らしくって──致死量のダメージを受けた段階で封印班の準備が完かん了りようしてたら、そのままグラフを封印できるらしい。だから封印班のみんなも、実体化したグラフが相手だけど、頑がん張ばってほしい。じゃあ、健けん闘とうを祈いのる』

　通信終了。

　そのあと、徐々に広がっていく戦場を見て、少しだけ不安になる。

　──琴音の奴、大だい丈じよう夫ぶかな。

　一級イレイザーの飛鳥さんがいるチームのため、第一次防衛ラインに配置してきた。

　琴音だって、いままでかなりの数の戦いを経験し、死線を幾いく度どとなく越えてきてる。その度たびに実力は伸びてるし、この戦いでだって十分活かつ躍やくしてくれるだろうが……。

「不安なもんは不安だよな……情けない話だけど」

　誰だれにともなく呟つぶやいてから、卵付近に出現した、巨きよ大だいなグラフ──メキメキと音を立てながら根っこを足のように動かし進しん撃げきする、十五メートルほどの樹木型のグラフを見る。

　弟で子しとして見ているから……だけと言い切るには、ちょっと、その……なぁ。

　それにも気づき始めてはいるけど、少なくともこの戦いの間は、それを忘れておかないと──じゃなきゃ、琴音の身を案じるあまり、現場に的確な指示が出せなくなっちまう。

　俺の役目は現場の指揮と──ああいう、明らかに手こずりそうなグラフの始末だ。

　右手に斬裂剣けんを、左手に結界剣を持ち、結界を蹴けって、樹木型グラフへ跳ちよう躍やくする。

　──琴音なら大丈夫だ、と自分に言い聞かせながら、斬裂剣を振りかぶった。

　チームメイトの平上だって成長してる。飛鳥さんもより強くなってる。雪子さんは……まあ、いつも通りだけどな。

　あいつの傍そばには頼たよれる仲間がいるし、なによりあいつが成長したのを俺は知っている。

　頑張れよ、と心の中で祈りながら。

「はぁあああっ！」

　樹木型のグラフを、一刀のもとに斬きり伏ふせた。

　　　　◆◆◆

「──来たぞ！」

　壱彦先せん輩ぱいの注意喚かん起き──程ほどなくして、地じ響ひびきとともにグラフの群れがやってくる。数は──ざっと、十体ぐらいかな？　異い形ぎようが群れを成してやってくるって、凄すごい絵え面づらだ。

「──壱彦先輩、どれ止めますか？」

　あたしの質問に、壱彦先輩が答える。掌てのひらに拳こぶしを打ちつけながら。

「止めれる奴やつは、全部止めるぞ！」

「無茶言うね──まあ、そのつもりだったけど」

「それと、壱彦先輩。さっきの『英えい雄ゆう』さんの話だと、封印までの手間がだいぶ省けるみたいですけど──どれを封印しますか？」

「アレだな」

　ぴっ、と指さした先には、絡まりあった三つ首の蛇へび──真ん中の首の先は、頭が欠けている。

「視た感じ、あれが一番強そうだ。まずはあいつを頼む、雪子さん」

「……ぅぁい」

　レインコートの前を開き、バインダーに白しろ本ほんをセットした雪子さんが、さらさらとペンを走らせる。

「で、新奈ちゃん」

「分かってる」

　頷うなずく新奈の周囲に、十個の球体が出現する。新奈のグラフィティ、円周軌き道どう上を動く球体結界〈十球儀イクスフイア〉──その内二つが弧こを描えがいて移動し、絵を描かき始めた雪子さんを二重に取り囲んだ。

「うし──やるぞ、二人とも！」

　地響きを鳴らして迫るグラフに怯ひるむことなく、壱彦先輩が正面に立ち、あたしがその右側、新奈が左側に立つ。

「戦闘、開始だ！」

　先頭を走るグラフに向かって、壱彦先輩が足を踏ふみ出した──と思ったときには、壱彦先輩はもうグラフの目と鼻の先に立ってた。

〈四し頸けい〉──『頸』というものを体に流して、身体能力を強化するグラフィティ。その速度は、短たん距きよ離りに限ればもはや目で追える速度じゃない。

「らっ、しゃぁ！」

　そして振ふりかぶった右の拳を叩たたきつける。瞬しゆん間かん、その真後ろにいたグラフともども、何かに貫つらぬかれたように動きを止める。壱彦先輩曰いわく、あれは発はつ頸けいという技術らしい。体内で練った頸を、インパクトの瞬間に外へ飛ばす技術。

　そしてすぐに、壱彦先輩は三つ首の蛇へ向かって拳を振りかぶる。

　しかしグラフたちは仲間がやられたことなどお構いなしに、上から横から、あたしたちを通り過ぎようとする。

　そんな中、イノシシと牛を足したようなのが、真正面から物もの凄すごい勢いで突とつ進しんしてきた。

「新奈、あたしは正面──それ以外、お願い！」

「了りよう解かいだよ、琴ちゃん」

　ビニール傘がさを開いて、構える──どんなに勢いがすごくたって。

　あたしの防ぼう御ぎよは、絶対だから！

「〈三弾銃アブソリユート・ロア〉！」

　グラフの突進に合わせて、自身のグラフィティを使用。『物質を必ず三センチ弾はじき飛ばす』効果を逆手に取った防御法。

　さらに勢いを増したグラフが、絶対の防ぼう壁へきと化したあたしのバレットシェルに衝しよう突とつした。ごしゃっ！　という音に反して、あたしの手には全く衝しよう撃げきが伝わらない──けど。

「うわ……」

　目の前では、結構スプラッタな光景が……向こう側を見ることのできる透とう明めいなビニール傘は、〈三弾銃アブソリユート・ロア〉を使うタイミングを見み極きわめるためのものだけど、そのおかげで、突進してきて潰つぶれたグラフの顔を見ることになってしまった。

　幸い、すぐに粒子になって消えたけど──遅おくれてやってきたグラフの群れは、あたしの横をすり抜ぬけていく。

「ここから先は、通行止めだよ」

　そして、短く風を切る音に混じって、新奈の柔やわらかい宣言が耳に届いた。

　直後、八体もいたグラフが、ドドドドドッ！　という鈍どん器きで殴なぐったような音とともに、歩みを止めて後退する──上から横から正面から、ここを抜けようとしたグラフたちが、新奈一人の手によって。

　ヒュンヒュン、と風を切る音は、新奈の周囲から──目を凝こらせば何とか見えるぐらいの速度で動いているのは、直径五センチほどまで縮小された、八つの〈十球儀イクスフイア〉。あの八つの結界で攻こう撃げきして、新奈はグラフの動きを止めたわけだ。

　攻撃を喰くらったグラフたちが新奈を取り巻くけど、新奈は焦あせった様子もない。

「さて──どこからやろうか？」

　呟く新奈へ向かって、取り囲んだグラフの中の一体──お腹なかに穴が空いた熊くまみたいなグラフが、爪つめを伸のばして新奈に襲おそい掛かる。

　熊と言うより、まるでカマキリの両手のようになった。あんなものをまともに喰くらえば、真っ二つになるのは間ま違ちがいない。

　けど、新奈は慌あわてない。

「全然遅おそいよ？」

　呟くと同時、目にも留まらない速度で弧を描いた〈十球儀イクスフイア〉が、硬こう質しつな音を響ひびかせて爪を弾いた──かと思ったら、アッパーのように下から上へ、熊モドキの顎あごが別の結界でカチ上げられる。さらに仰のけ反ぞった熊モドキを追つい撃げきするように、上から下への軌き跡せきを描いて眉み間けんに結界が叩き込まれた。崩くずれていた体勢を追撃された熊モドキが、耐たえかねて地面に倒たおれ込んだ。一連の流れは、およそ二秒。

　あれは、ここ二か月間で新奈が習得した新しい戦闘スタイルだ。

　新奈の〈十球儀イクスフイア〉で動かせる結界は、直径を大きくすれば大きくするほど防御力が落ちる──逆に言えば、それは小さくすればするほど、防御力が、強度が上がるということ。打だ撃げき用のツールとして、使えるということだ。

　──防御しているだけじゃ、足引っ張っちゃうから。そう言っていた新奈はみよりさんにアドバイスを受けて、自分のグラフィティを見つめ直したらしい。

　そしてその結果が──

「ふぅっ──」

　キュィンッ──と新奈の周囲に結界が軌跡を描いたと思ったら、合計六個の結界が熊モドキの体の各部をほぼ同時に襲しゆう撃げきしていた。腕うで、足、顔──同じ軌道ではなく、バラバラの方向からの押しつぶすような攻撃に、熊モドキの体がひしゃげたような気がする。

　それを見たグラフたちが示し合わせたかのように、四方から同時に襲い掛かかる。

「同時に来たって駄だ目めだよ」

　風を切る音──今度は時計回りに、四つの結界が、それぞれのグラフの側頭部を打ち抜く。グラフがよろめく中、新奈は踊おどるように、指揮するように指を振る。

「この円周軌道そのものが──いまのわたしの結界だから」

　指を振る。風切りのあとでグラフたちがよろめく。指を振る。結界が軌跡を描いてグラフたちが仰け反る。指を振る。同円周上を走る結界の連撃によって、グラフたちが徐じよ々じよに後退させられていき──最後には、上から弧を描いた結界で地面に叩き伏せられた。

　まるで、グラフたちが新奈に踊らされているかのように──たった一人で複数のグラフを手玉に取る、これがいまの新奈の実力だ。

　壱彦先輩も、一番強そうだと言ってたあの三つ首の蛇を、すでに戦せん闘とう不能状態に追い込んでるし。

　後続の、鋭するどい牙きばをもった虎とら型グラフと相対して、あたしは畳たたんだバレットシェルを構える。チームメイトの戦いを見て、負けてられないなぁ、なんて思いながら。

　牙を突つき立たてようと、後うしろ脚あしで立ち上がった虎型グラフの牙目がけて、右手で握にぎったバレットシェルを横から叩き込む。傘かさのビニール部分と牙がぶつかる瞬間に、〈三弾銃アブソリユート・ロア〉を発動──あたしの頭を狙ねらっていた牙にメキッ、とバレットシェルが食い込み、そのまま牙を受け流す。

　空いてる左手で簡易兵装の剣を引き抜きながら、受け流した勢いのまま体を捻ひねり、虎型グラフの背中を斬りつけて、即そく座ざに剣を鞘さやに収める。

　その時、後ろからの足音に気づく。見れば、あたしに向かって別のグラフ──大剣を持った、二メートルほどの鬼おに型グラフが迫せまってきていた。

　あたしは瞬しゆん時じに状じよう況きようを見て、順番を決める。

　まず──間近にいる、あたしに嚙かみつこうと迫る虎型グラフへ、下からバレットシェルを叩き込み、〈三弾銃アブソリユート・ロア〉を使用、口を強制的に閉じさせて動きを止める。

　次──大剣を振り下ろす鬼型グラフの動きに合わせて、校庭の砂を蹴り上げ〈三弾銃アブソリユート・ロア〉を使用。弾はじける最大直径、三メートルの園内に入っていた砂が、一いつ瞬しゆん盾たてのように宙に浮うく。その砂の盾に鬼の大剣が叩き込まれるけど、それで砂は散るどころか、鬼の大剣にめり込んで、一瞬身動きを取れなくする。

　その一瞬の間に体を捻りながら横へ一歩ずらして、大剣が動き始めた瞬間──〈三弾銃アブソリユート・ロア〉の効果が切れた砂を散らした瞬間に、剣の腹をバレットシェルの先せん端たんで突き、やや軌道を変えさせる。その刃はの先には、虎型グラフの頭があって──地面に刃が到とう達たつする頃ころには、その虎型グラフの頭は真っ二つになっていた。

　あたしは横に回り込むも、鬼型グラフはちょっと予想外の攻撃に出る。地面に突き立ったままの剣を、力で強ごう引いんにあたしの方へ振ってきたのだ。ゴリゴリゴリ！　とグラウンドを削けずりながらやってくるその一いち撃げきを見て、あたしは──

「〈三弾銃アブソリユート・ロア〉！」

　腕を刀身と交差するように構えて、ギリギリのタイミングであたしの体に〈三弾銃アブソリユート・ロア〉を使用。三センチの間だけ無敵になったあたしの体が直ちよく撃げきした剣を防ぎ、逆に全力の一ひと振ふりを防がれた鬼の方は体勢を崩した。

　……やったっ！　ちょっとドキドキしながらも、練習の成果が出たことに内心でガッツポーズを取り、その隙すきを逃さないように、鬼の側面へと一歩踏み出す。

　鬼がこっちへ向き直る前に、その剣を構え直す前に、横から鬼の顔へ向かって、バレットシェルをフルスイングする──！

「──〈三弾銃アブソリユート・ロア〉！」

　　　　◆◆◆

「──斯か様ような場所に居たとはな」

　妾わらわは、砂の地面の上で、傘を振り回しながら戦う女を見て呟つぶやく。つい今しがた、鬼のような配下の頭を傘の柄えで粉ふん砕さいしたのを見て驚おどろいた。なるほど、聞いた通りに奇き怪かいな能力を持っておるわ、かの女。

　だがまあ、あれを支配するのに、然さしたる障害も無かろうよ。

　──さて、ではそろそろ、戦いくさを次の段階に進めよう。

　卵──変質したこちら側への扉とびらから、ごろん、と現れた同胞はらからに、指示を出す。

「いまから其方そなたを運んでやろう。到とう着ちやくしたその先で、思う存分門番どもを引っ搔かき回すがよい──そう、以前のようにな」

　小さく、黒く、丸いその配下は。

　かぱぁ、とその口を開いて妾に応こたえた。

　　　　◆◆◆

　三つ首のグラフが、粒りゆう子しとなって雪子さんの白本に封ふう印いんされた頃。

「──ねぇ新奈、いま戦せん況きようどうなってると思う!?」

　数えて五体目のグラフを撃げき退たいしたあたしは、新奈に訊たずねる。

「んー、劣れつ勢せいってことはないんじゃないかな？　特に変わった連れん絡らくもないし」

　三体のグラフの相手をしながら、新奈が返してきた。

「そう──だよね。このままいければ、なんとかなるかな」

「気は抜けないけどね」

「あっ、畜ちく生しよう！　空飛んでいきやがった！」

　壱彦先せん輩ぱいの悔くやしげな言葉を聞き、空を見る。鳥型のグラフが、遥はるか高くを悠ゆう々ゆうと飛んでいるのが見えた。

「ああいうのは仕方ないよ。遠えん隔かく攻こう撃げきができる人たちに任せよ？　──あ、ほら、言ったそばから」

　鳥型グラフが落ちていく──誰だれかが、空のグラフを撃うち落としたようだ。

「ほら、大だい丈じよう夫ぶだよ。わたしたちはここからできるだけグラフを出さないように──」

「……あれ？　ねえ新奈、いま、あの飛んでたグラフの背中から何か落ちなかった？」

「そうなの？　見てなかったから気付かなかったよ」

「ちょっと待て、いま視みてみる──爆ばく弾だんとかだったらあぶ、ね……」

〈四し頸けい〉による探知系能力を使用し、何かを言いかけた壱彦先輩が、目を見開く。

「っ!?　冗じよう談だんじゃねぇ……っ！　爆弾の方がまだマシだ！　いまそいつはマズいだろ！」

「ど、どうしたんですか!?　一体何が──」

　あたしの疑問にも答えず、壱彦先輩は通信機を操作する。

「全員聞こえるか！　一級イレイザーの飛鳥だ！」

　一いつ斉せい通信モードにしたらしく、あたしと新奈の通信機からも音声が流れる。

「気を付けろ！　一次と二次の防衛ラインの間に──」

　その先の言葉に、あたしは耳を疑った。




「無限増ぞう殖しよくするグラフが侵しん入にゆうしたぞ！　絶対に背中を見せるなよ！」




　ざわっ、と空気が揺ゆらいだ気がした──次の瞬しゆん間かん。

　さっきの鳥型グラフが落下したであろう場所から、建物を超こえるほどの高さまで、黒い間欠泉が噴ふき出したように、細かいグラフが一気に湧わいた。

「うそ──あれって、もしかして首くび長なが竜りゆうの時の!?」

　忘れもしない──いまから三か月ほど前に同時出現した、五十以上のセカンドハーフ。その中心、一キロ級のセカンドハーフの内部に、凶きよう悪あくな熱波を放つ首長竜とともに現れた、真っ黒な津つ波なみ──無限に自分の体を複製する小さなグラフ。

　確かに、あの時は銀先輩が撃退してたけど──まさか女王クイーンが連れてくるなんて！

『全員、落ち着いて！　数は半はん端ぱないけど、攻こう撃げきは嚙みつくぐらいしかしてこない！　あと防ぼう御ぎよ力もないようなもんだから、広こう範はん囲いの攻撃で一気に数を減らしてください！　仲間を巻き込まないように気を付けて！』

　即座に入る、銀先輩の通信。

　あの増殖グラフは、かつて銀先輩が一撃で撃退しているけど、今回は状況が違う──超ちよう広範囲を切り刻む〈七式セブンス・アクター〉最後の七本目、七聖剣を使えば町が塵ちりになっちゃうのは当然、イレイザーも巻き込んじゃうから、前回と同じ方法は使えない。

　──これ、相当まずいんじゃ……!?

「琴ことちゃん！」

「口原！」

　風切りの音。あたしの背後に迫り、大口開けていた獣けもの型グラフが、横から〈十球儀イクスフイア〉に弾はじかれると同時に、挟はさみ込まれるように壱彦先輩の拳こぶしを叩たたき込まれる。

「あっちを気にしてる場合じゃないよ！　後ろから増殖グラフが来たら、わたしが止めるから！」

「そう、だね！　ごめん、ありがと新奈！」

　──考えている余よ裕ゆうはない。

　意識を切きり替かえて、あたしは自分の戦場に意識を集中す……って。

「……新奈ちゃん、口原。気を引き締しめろよ」

　壱彦先輩が、笑わないまま注意を促うながす。

　前方へ向き直ったあたしたちが見たものは。

「どうやら、面めん倒どうくさそうな奴やつらが来てるみたいだ」

　さっきまで相手にしていたグラフとは、明らかにレベルの違うグラフが三体、こちらへ向かってくる姿だった。

　壱彦先輩が、続けて言った。あたしたちにとってよくない情報を。

「俺の視た感じだと──あいつら多分、あの首長竜と同じぐらいの強さだぜ」

　　　　◆◆◆

『笹宮室長！　発生した増殖グラフ、依い然ぜんとして増加中です！　数の妨ぼう害がいにより防衛ラインが一部崩くずれかかっています！』

「分かってる──いま、ちょうどそこにいるとこだ！」

　わらわらと群がってくる増殖グラフ──バスケットボール大の黒い球体が裂さけたような相手に対し、瞬迅剣を振ふりながら俺は周囲を見み渡わたす。四足歩行のでっけえグラフが、明らかに防衛ラインを越こえようとしていた。

　ちっ──面倒なことになってきたな。

「はぁっ！」

　瞬迅剣を振り回す傍かたわら、飛ひ翔しよう剣けん──『飛ぶ斬撃』の柳葉刀を振る。剣の軌き跡せきをなぞった三日月型ではなく、一直線に斬撃を飛ばした。僅わずかに銀色を帯びた斬撃の線は、グラフの頭を綺き麗れいに捉とらえて、そいつを粒子に変えた。

「ほんっとうに厄やつ介かいだな、こいつら！」

　一いつ旦たん上に跳び、増殖グラフを振り切ってから結界を張って着地する。

　──唯ゆい一いつの救いは、以前ほど滅め茶ちや苦く茶ちやな数じゃないってところか。

　以前のこいつらの規模を津波とすれば、いまのは高波程度だ。大方、仲間のグラフの行動の妨さまたげになるのを防いでるんだろうな──女王クイーンが、そう指示を出しているんだろう。

　それでも、厄介なことに変わりはないが。さてどうしたもんか……って、あん？

　戦っているイレイザーを避さけながら、すぅうっ、と音もなく地面を這はいまわり、円形に広がっていく墨すみ色いろの何かに気づく。

　あれは──まさか、水瀬の雨雲か!?

『全員、私の雲に触ふれるなよ！』

　同時に入る、水瀬の一斉通信。そして、

『私が雑魚ざこの数を減らしてやる！』

　墨色の雲が動きを止めた瞬間。バシャッ！　という音と共に水が弾はじけ、雨雲が消える。その場所からは、あの増殖グラフがきれいさっぱりいなくなっていた。……恐おそらく、雲の内部で水の弾だん丸がんを放ったんだろう。それも、かなりの広範囲にわたって。

「やるじゃん、ルンちゃん！　さっすが！」

「ふふん、当たり前だろう」

「おわっ!?」

　通信機にそう言うと、声が隣となりから返ってきたので驚いた。建物の屋根に立つ水瀬が、こっちを見て胸を張っていた。

　その後ろには──

「よし、では行くぞ、貴様ら。他ほかの雑魚どもも掃そう討とうする」

「へーへー」

「あいあいさー！」

「まったく──とんだ貧びん乏ぼうくじを引かされたね」

　煙草たばこを咥くわえた基もと羽ばねさん、八や重え歯ばを見せて笑う織おり倉くら、そして男子の制服を着た籠かご目めの三人が立っていた。

　──水瀬に頼たのんだ別べつ枠わくの仕事というのは、強力そうなグラフへの遊ゆう撃げきだった。だが、いくら水瀬が強いとはいっても、生身での機動力にはさすがに限界がある。セカンドハーフの中ならばともかく、今回のようにあちこち動き回らなければいけない場合には、特に。

　そこで機動力に優すぐれた織倉と、初見の相手ならほぼ確実に隙すきを作ることができる基羽さん、籠目の三人がいるこのチームと組んでもらったわけだ。その采さい配はいは当たったようで、さっきから第二次防衛ラインを突とつ破ぱしかけていたグラフを何体も削けずってもらっている。

　とは言え──増殖グラフが出てくる事態になるとはさすがに想定してなかったけど。

「じゃあみんな、増殖グラフのこと、頼んだ！」

　四人が頷うなずき、織倉が〈擬心暗鬼グラジエーター〉を発動──二メートル代後半の上背に、のっぺりとした体を持つ鬼が、四人を抱かかえ上げて屋根を蹴けり、移動する。

　さて、じゃあ俺も別の場所でグラフの動きを止め──

『さっ──笹宮室長！』

　俺は目を見開く。オペレーターさんじゃない、この声は──平上？

　珍めずらしく慌あわてた様子の平上に驚いた。

「どうした、何か──」

　あったのか。それを待たずに、平上がまくし立てた。




『──琴ちゃんを助けてください！　琴ちゃんが、女王クイーンに操あやつられてっ！』




　　　　◆◆◆

　──やられた……っ！

　あたしは自由が利きかない体を動かそうとしながら、悔くやむ。

　増殖グラフが出現した直後、あたしたちに襲おそい掛かかってきたのは強力な三体のグラフだった。二体だけを足止めして、一体は見み逃のがそうという話になったのに、なぜか三体のグラフはあたしたちを標的にしていた。壱彦先輩でさえ容易に倒たおせない三体のグラフに、それでもなんとか対応していたのだけど──あたしたちを狙ねらってきた理由は、すぐに思い知ることとなった。

『見つけたぞ』

　グラフへの対応で手て一いつ杯ぱいになった途と端たん、背後から突とつ然ぜん迫せまってきた女王クイーンに、リングをくぐらされてしまい──あたしは体の自由を奪うばわれ、バレットシェルも手放してしまった。

　思考まで奪われていないのは不幸中の幸いかもしれないけど、体がまったく言うことを聞いてくれない。女王クイーンの言うことしか、聞いてくれない──これは、まずいよ！

「さぁ、行くぞ──妾わらわは、其方そなたを捜さがしておったのでな」

　女王クイーンのエスコートに、従いたくはないけど体が動いてしまう。

　くっ──そもそも、なんで女王クイーンがあたしを……!?

「琴ちゃん、だめ！　行っちゃだめ！」

「くそっ、口原！　──邪じや魔ますんじゃねぇっ！」

「ふん、騒さわがしいものよ──そ奴らと戯たわむれておるがよいわ」

　珍しい新奈の悲鳴じみた声と、壱彦先せん輩ぱいの叫さけびもどんどん遠くなっていく──二人はあたしを助けようとしてくれたけど、手を焼くグラフ三体に妨害されていた。

　一体、あたしをどこに連れていく気!?

「案ずるな。行く先は、アレの中だ」

　あたしの思考を読んだわけでもないだろうけど、からかい半分といった調子で女王クイーンがあたしの行く先を指さした。

　グラフがわらわらと出てくる、卵を。

　……冗じよう談だん、だよね？　顔は引きつらないけど、足元からムカデが這い上がってくるように、恐きよう怖ふが立ち上ってくる。

　けどそんな恐怖とは裏腹に、あたしの足は歩みを止めない。深い深い闇やみを覗のぞかせる、卵への歩みを。

　嫌いやだ──ねえ、ちょっと冗談でしょ!?　動いてよ、あたしの体！　精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうを試みるも、意思を受け付けずに止まらない足──とうとう、あたしは卵の前まで到とう達たつする。

　そのとき、遥はるか後方で何かが吹ふき飛とぶような音がした。

「──琴音！」

　後ろを振り向くことは出来なかったけど、その声だけで誰だれが来てくれたのかを悟さとる──ああ、銀先輩が、来てくれた。じゃあさっきの音は、グラフを片付けた音なのかな？

「来おったな、宝ほう剣けんの使い手」

　あたしの隣で、女王クイーンが愉ゆ快かいそうに笑った。

「女王クイーン──そいつを放しやがれ！」

「よかろう。ほれ」

　とん、と女王クイーンがあたしの肩かたを押した。

　──卵へ、向かって。

　ひっ、と頭が真っ白に、視界の半分が真っ黒に染まった。

　嫌だ、嫌だ、あたし、だってまだ銀先輩に、何も言えてないのに──！

　体が半分、卵の中へと入り込む。

　感覚はないけど、視界の半分が真っ暗になる。

　もう半分の視界の中では、銀先輩が必死な顔をしてあたしに手を伸のばしてくれていて。あれ、いつの間にこんなに近くにって思ったけど、瞬しゆん間かん移動してきたのかもしれない。

　それを見たあたしの右手が、女王クイーンの支配を振り切って、銀先輩へと伸びた。

　届く。届く。届く──っ！

「しろがっ、せんぱ──」

「おっと、何をしておる」

　ぱしっ、と女王クイーンがあたしの手を叩たたく。

　目の前まで来ていた銀先輩の手が、空ぶった。

「──誰もそんなこと、許してはおらんぞ？」

　歯を食いしばった銀先輩。

　笑えみに顔を歪ゆがめる女王クイーン。

　二人の顔を見ながら、そんな──なんて、絶望を感じる間もなく。

「くそっ──琴音っ!!」

　叫んでくれた銀先輩の声も、途と切ぎれてしまう。




　そしてあたしの体は、グラフたちが待ち構えるであろう世界へと、落ちていった。

















第三章　咲さき誇ほこる覚かく悟ご






　富と山やま支部の観測室──いまこの場所には、研究室やら技術開発室やらに所属しとる、非戦せん闘とう員たちのほとんどが集まっとった。富山支部の防衛室の人らが戦っとるところを見守るために。

　ウチ──松まつ葉ばみよりも、その一人やった。ちなみに今日は普ふ通つうにホワキャンの制服を着てたりする。元はメイド服を着とったがやけど、警報を聞いて着き替がえてきた。こんな時ぐらいまともな服着るちゃ。白衣だけは、いつも通りながやけど。

　女王クイーンの侵しん攻こう。それは何も、この富山に限った話じゃない。他の場所でも、相当な数のグラフが攻せめて来とるからね。

　他の戦場の様子を中ちゆう継けいした映像も、正面の巨きよ大だい画面に映っとる。空から降る光の矢、荒あれ狂くるう竜たつ巻まき、グラフを引ひき裂さく氷の刃は──各支部でも防衛室『室長』が奮ふん闘とうしとるけど、やっぱり中でも目を引くんは、銀しろがねくんと同じ特級イレイザーの戦いやちゃね……いや。

　あの人らのそれは、もう戦いにもなっとらんね。さっきの女王クイーンの台詞せりふでもないけど、あれこそ一方的な蹂じゆう躙りんやちゃ。

　縦じゆう横おう無む尽じんに動き回り、次々に武器を入いれ替かえながらの間かん髪はつを容いれない連続攻こう撃げきで、ずっと俺のターン状態の『覇は者しや』辻つじ綾あや斗とくん。手にしている武器は、グラフィティによって生み出したものではなく、全すべて本物だったりする。

　手に入れた武器の保存・入れ替えと、武器ごとに違ちがう固有アクションを放つことができるグラフィティ〈千手スイツチヒツター〉の使い手──千を超こえる武器の中から最適なものを選ぶ戦いの勘かんは、三級から幾いく多たの戦いを生き残ってきた彼だからこそ、身に付いたものながやろうね。

　ちなみに、彼の持っている武器の八割はウチの従兄いとこ──〈練金術メタルクレイジー〉というグラフィティを持つ技術開発室所属、竹たけ丘おか一いつ徹てつ、通つう称しよういっちゃんの製作したものやったりする。そんな関係があって、いっちゃんと辻くんは結構仲がいいがんよね。

　そんな埼さい玉たま支部とは対象的に、動きがほぼ見られないのが和わ歌か山やま本部の映像。戦場に悠ゆう々ゆうと立っているのは『魔ま女じよ』と恐れられてるポニーテールの柊ひいらぎ千ち尋ひろさん。その周囲には、グラフのようなガラスの彫ちよう刻こくが──グラフだったガラスの彫刻が、ずらりと並んでいた。小さいのから、巨大なのまで、十じつ把ぱ一ひと絡からげに差別なく。

〈硝子の蛇眼ストーンアイズ〉──視界に入ったモノを問答無用でガラスに変える能力。当然のように、ガラスにするモノとそうでないモノの仕分けはしてるらしいけど。

　かつては『硝子の姫君シンデレラ』と呼ばれてたそうやけど──時間が経たってそれが『魔女』になるっていうがんも、なかなか皮肉な話やねぇ。

　そしてもう一人──ホワイトキャンバス始まって以来の天才にして問題児。

　愛え媛ひめ支部からの映像の中で、イヌ科の骨格標本から口の部分だけを抜ぬき出したような、毒々しい虹にじ色いろの牙きばがグラフを喰くい散らかしとった。半身を齧かじり取られたグラフが、即そく座ざに粒りゆう子しと化して卵に吸い込まれる。

　戦場で座りこんで、面めん倒どうくさそうに牙を指揮しとるんは、ウチもよく知っとる相手──研究室『室長』の特級イレイザー、冠かぶら城ぎ紀き乃のちゃん。なんと弱じやつ冠かん十四歳。

『悪あく喰じき』を始めとして物ぶつ騒そうな通り名ばかりを持つ彼女やけど、その主な原因は性格と、グラフィティやろうね──〈虹喰いの牙グラフイーター〉。喰い千切ったモノを二次元側へ強制送そう還かんしてしまうという、その名の通りグラフの天敵みたいな能力。あっち側に送られたモノがその後どうなっとんがんかは、誰も知らん。

　出せる牙の数も、大きさも未知数。紛まぎれもない天才やけど性格に色々と難があるから、ホワキャン自体があまり彼女を使うことはないらしい。まぁ、癇かん癪しやく起こして日本を滅ほろぼされてもたまらんしね。半ば放し飼いの状態なんも、わからんでもないちゃ。

　とは言っても、彼ら彼女らに比べて銀くんが劣おとるってわけ、じゃ──あれ？

　ふと、違い和わ感かんを覚えた。何やろう……と考え込んで、ふと気づく。

　──女王クイーンは、なんでここに攻めてきたが？

　よりにもよって、特級イレイザーが──銀くんがおるこの富山支部に。

　偶ぐう然ぜん？　いや、女王クイーンは事前にホワイトキャンバスの戦力の情報を、操あやつったイレイザーから引き出してる可能性が高い、って昨日の集会で銀くんが言っとったし。

　戦力にアタリがついてるなら、わざわざ化物じみた破は壊かい力を持つ銀くんのいる所には来んよね、普通は？

　それとも、破壊力が大規模すぎるゆえに、混戦では力を発揮できないと踏ふんできた？

　……その仮説が一番妥だ当とうな気もするけど、なんやろう、この引っかかる感じ。

　もっと、別の理由があるんじゃ──

『……っ、観測室、こちら笹ささ宮みや』

　考えていると、観測室のスピーカーから、感情を押し殺したような銀くんの声が響ひびく。

『──二級イレイザー、口くち原はら琴こと音ねが、女王クイーンによって卵の中に放ほうり込まれました』

　ざわっ、と観測室内が騒そう然ぜんとする。

　口原ちゃんが、あのグラフの巣そう窟くつに……っ!?

　──あ、とウチは、一つの可能性に思い至る。

　まさか、女王クイーンがわざわざこの地に来た理由は──

　　　　◆◆◆

「アハハハハハハ！　今はどのような気分かの宝剣の使い手、すぐ目の前で堕おち行く弟で子しを助けられなかった気分は!?」

　高笑いする赤い女王クイーンに斬きりかかりたい衝しよう動どうを歯ぎしり鳴らして抑おさえながら、俺は女王クイーンから距きよ離りを取る──落ち着け、冷静になれよ。下手へたに接近して、俺まで支配されちまったらそれこそ富山支部の終わりだからな……っ！

　少し距離を置いてから、柳りゆう葉よう刀とう──飛翔剣を手に取り、斬撃を飛ばす。

　が、真下から入り込んできた灰色のスライムが、硬こう質しつな音を立てて俺の斬撃を防いだ。ちっ、硬こう化か能力持ちかよ！　面倒くせぇな！

「おやおや、妾わらわごときに構っていてもよいのか？」

　灰色の盾たてから顔だけを覗かせながら、挑ちよう発はつするように言う。

「──早く助けに行ってやらねば、かの娘むすめ、」

　死んでしまうぞ？　と。

　──言われて、はたと気づく。ちょっと待て、こいつさっきなんて言った？　弟子？　おい待てよ、女王クイーンの奴やつ、そこまで入念に調べたのか？　俺と琴音の関係まで？

　だとしたら、琴音を狙ねらって卵に突つっ込こんだのは偶然じゃなくて──

「……お前、まさか」

『──銀くん！』

　通信機から響くのは、みよりさんの声だった。

『女王クイーンの目的は、銀くんを卵の向こうに行かせること──口原ちゃんを餌えさに、強大すぎる戦力である銀くんを戦場から引き離はなすことやちゃ！』

「……えぇ、いまそんなところじゃないかと思ったとこです」

　こっちを見る女王クイーンが笑みを深めたあたり、どうやら正解っぽいな。

『だけどね、銀くん──銀くんだけは、口原ちゃんを助けに行ったらだめやよ!?』

　みよりさんが、言う。余よ裕ゆうはなく、少しばかり苦しそうに。

　──そう、頭じゃ分かってる。助けに行きたいのはやまやまだが、俺が卵の中に飛び込むわけにはいかない。戦力の面でもそうだけど、現場の指揮を執とっているのも俺だ。俺がいなくなってしまえば、統とう率そつが取れなくなってしまう。そうなれば防衛ラインは瓦が解かいする。

　なにより、士気が落ちるのが一番怖こわい──〈七式セブンス・アクター〉の戦力によるアシストがないとなれば、しかもそれがたった一人の団員を、弟子を救うためだと知れば、他ほかのイレイザーたちがどう思うのか、想像に難かたくない。

　この力だけでこの地位にのし上がってしまった俺が、その力を自分のために使うわけにはいかないんだ。

　かと言って、卵の中に誰だれかを行かせるわけにもいかない。あの中はグラフの巣窟だと思っていたほうがいい。〈七式セブンス・アクター〉レベルの対応力がなければ、生きて帰ってくることはできないと思う。そしてこの場に、そんな奴はいない。

　──琴音を助けて、俺たちも勝つ。そんなこと、出来ないのか？

　この場で、最善の、選せん択たくは。

　琴音を見捨てることなのか……っ!?

「──どうした、行かぬのか？　ん？　自軍の勝利のために弟子を見捨てると？　だとすれば、なかなか見上げた将の器うつわではあるがの」

　嫌いやみな笑顔で繰くり返かえされる女王クイーンの挑発に、ギリッ、と剣けんを握にぎる手が軋きしむ。力を入れ過ぎて爪つめが食い込み、皮を破る。

　いま女王クイーンが仕し掛かけてこないのは、俺が卵の中に飛び込むのを期待しているからだろうな。

　──策と分かっていることに、わざわざ乗ってやることは……ない。

　……俺は、富山支部の防衛室『室長』だ。この場を、離れるわけには──

「『笹宮！』」

　俺が判断を下しかけたところで、通信機と──少し後方から、同時に声が飛んできた。グラフと戦っている飛鳥あすかさんの声だった。

「『口原を助けに行け！』」

「……っ!?」

　飛鳥さんの言葉に、固まりかけた意志を揺ゆさぶられる。

「『俺が口原のチームメイトだから言ってんじゃねえぞ、相手が誰でも俺は助けに行けっつった！　あの中に行っちまった奴は、お前にしか助けられねえだろ！』」

「けど、俺には指揮を執る立場が──」

「『じゃあ訊きくがな、笹宮ぁ！』」

　相対していた、トロルのような横よこ膨ぶくれの人型グラフを殴なぐり伏ふせながら、飛鳥さんは──




「『ここで団員口原助けに行かなかった自分を、お前あとから誇れるのかよ!?』」




　──っ！

　……そんなこと。

　できないに、決まってるだろ……っ！

『笹宮室長、お願いします──琴ことちゃんを助けに行ってください』

　畳たたみかけるように、次は平ひら上かみが言う。どうやら、一いつ斉せい通信モードになっているらしい。

『助けに行けるものならわたしが行きたいですよ？　けどあの中に入って、琴ちゃん助けて帰って来られそうなのって、笹宮室長ぐらいじゃないですか』

　口原をあっさり支配させてしまったことに思うところがあるのか、悔くやしさを滲にじませながら続けた。

『だいぶ前の、織おり倉くらさんの時とは逆ですよ──今回琴ちゃんを助けられるのは、笹宮室長しかいないんです。迷ってないで、とっとと行ってきてください』

　平上らしい皮肉混じりの言葉に返事をする前に、次の通信が入った。

『そうだよ、笹宮。全員で支部に帰るのだろう？』

『口原さんが欠けちゃったら全員じゃないよ？』

『戦場に迷いがあるやつがいたって仕方ねぇだろ、逆に俺らの士気が落ちるわ。矢や野のの二にの舞まいにしたくなけりゃ早はよ行け、早よ』

　籠かご目めが、織倉が、基もと羽ばねさんが、次々に言う。基羽さんは、敢あえて矢野さんを引き合いに出したんだろうな……畜ちく生しよう、効果覿てき面めんだよ。ガンガン意志が揺さぶられる。

　さらに、通信機越ごしの声は続く。

『おい笹宮室長！　お前まさか、私し利り私し欲よくで〈七式セブンス・アクター〉使うわけにはいかねえと思ってんじゃねえだろうな!?　そんなことしてみんなから反感買ったらどうしようとかってビビってるわけでもあるめぇ!?』

　その意外な声に、驚おどろいた──声の主はだいぶ前のＳＯＳの時に助けた、二級イレイザーの、凪なぎ間まさんだった。

『お前に助けられた連中がどれだけいると思ってんだ！　いまさらそんなことで反感覚えたりしねぇから、行ってきやがれ！　お前の大事な弟子が、ＳＯＳ発信してんぞ！』

『凪間さん、言うねぇ！　ドヤ顔してなきゃ恰かつ好こう良かったよ！』

『だぁーっ！　それ黙だまってろ馬ば鹿か野や郎ろう！　こんな時ぐらい恰好つけさせろや！』

　通信機越しに聞こえる漫まん才ざいのような会話に、思わず噴ふき出した。戦せん闘とう中にあんな会話するなんて、なんだよみんな結構余裕じゃん。

　それに追つい随ずいするかのように、次々と『助けに行ってこい』とか『むしろまだ行ってなかったのか』なんて、団員たちから背中を押される。

　……何が、想像に難くないだよ。

　団員たちにこんな風に言われるなんて、想像すらしてなかったよ。

　──正直なところ。

　俺は団員たちから、もっと嫌きらわれていると思っていた。

『七式』を手に入れたのは、運がいいだけだったと自分でも自覚しているし、少なからずそんな陰かげ口ぐちだって聞いたことがある。だからこそ、先代の室長にも、先せん輩ぱいのイレイザーにも、同期の連中にも、引け目を感じて仕方なかった。うっかりすると、その下の代にまで引け目を感じる。

　だけど──いままでやってきたことをうっすらと思い返して。

　俺は、少しはみんなに認めてもらえたんだろうか。あいつこそが室長だって、誰かに言ってもらえるぐらいのことをしてこれたんだろうか。

　だとしたら──そんなに嬉うれしいことは、ないんだけど。

『──おい笹宮』

　そんな中、聞きなれた凜りんとした声も通信に入ってきた。

「ルンちゃん？」

『貴様、いつまでこんな茶番で時間を潰つぶしているつもりだ？』

「お前は俺たち全員を敵に回したいのか馬鹿野郎!?」

『望むところだがな。いや、だからそうではなくて──貴様、何を迷っているのだ？　時間なら私がいくらでも稼かせいでやると言ったはずだ』

「いや、だから──」
















『貴様、まさか自分がいないとこの地が滅ほろびる──我々が負けてしまうと見くびっているのではないだろうな？　私以外の富山支部の面々が、雑魚ざこの集まりだと思ってるのか？』

「いやいやいや！　思うわけないだろ、みんな頼たよりになるよ！」

　一斉通信でなんてことを言いだすんだこいつは。支部全員のヘイトが、さっきのといまの発言で水みな瀬せに全部向いたんじゃないか？

『ならばさっさと行くがいい──それになにより、負けてこそいないが、口原の傘かさを私は未いまだに破れていない。こんな時に勝手にリタイアされても、つまらんのだ』

　そんな、受け取り方によっちゃツンデレめいた、けどまあなんだか水瀬らしい発言のあとで、通信が途と切ぎれる。

　──掛かけられた声。それらすべてを嚙かみしめ、俺は、ようやく意志を固める。

「……ごめん、みよりさん」

『……ううん、もう止めんちゃ。いってらっしゃい』

　通信機で短くやり取りして、俺は結界剣と瞬しゆん迅じん剣けんを構える。少しだけ涙なみだ声ごえになったことにツッコまなかったみよりさんの優やさしさに感謝しつつ。

「──あとで吠ほえ面づらかかせてやるよ、女王クイーン」

「ふん、弟子が見つかればよいがのぉ？」

　さっきまでの嫌みな笑えみもどこへやら、不ふ機き嫌げんそうな表情で冷ややかな目の女王クイーンに中指を立てて、卵の中の果てしない闇やみに向き合う。息を吐はき、吸いこむ。

　お礼代わりに一斉通信で、通達。

「こちら笹宮──口原琴音の救出に向かう！　こっちのことは──」

　しばらくお願いします、と言いかけて。

　俺は初めて意識して、敬語を使わなかった。

　室長として、信しん頼らいする団員たちへ。

「しばらく頼たのんだ！」

『『『──行ってこい、笹宮室長！』』』

　みんなの声を受けて、足を踏ふみ出す。

　生き残ってろよ──口原！

　　　　◆◆◆

　──茶番には違ちがいないが、珍めずらしく雨女と意見が合ったせいで反吐へどが出そうだ。

　扉とびらの中へと飛び込んでいった宝ほう剣けんの使い手を、片方しかない冷めた目で眺ながめたのち、狂きよう騒そうと戦意の渦うず巻まく戦場の空気を肌はだで感じる。

　……茶番、ではあったが。

　あまり良くない流れかもしれんの。

　妾わらわの最終目標は、他ほかの連中と違い完成することに非あらず──この世界の支配をこそ、目もく論ろんでおる。支配者として──女王クイーンとして生まれたが故ゆえの、当然の本能だろう。

　わざわざこの地へやってきたのは、この地で一番強い者──宝剣の使い手に、明確な弱点があると知ったから。聞き出した話では、宝剣の使い手と傘の女は、愛まな弟で子しを通とおり越こしてつがいのような関係であるらしい。聞きだした奴やつから見ていて、相当もどかしい関係ではあったようだがの。

　それだけの関係──利用せぬわけにはいくまいよ。

　傘の女も思っていたより近くにいた。結果として、予定通りに宝剣の使い手を誘さそい込むことに成功はしたものの……どうも、思うたほどの崩くずれが門番どもには見られん。最大の戦力がいなくなれば、もう少し精神的に優位を取れるかと思ったのだがの。

　先までの会話で、結束を強めさせてしまったか。

　……まあよい。かの増ぞう殖しよく術を持つ同胞はらからもおることだ、妾たちの優位に変わりはない。

　此こ度たびの目的は、彼奴きやつらの拠きよ点てんを一つ奪うばい、この地に妾たちの拠点を築くこと──それができれば、残る地の征せい服ふくも容易たやすい。

　それに、門番たちの結束が強まったとはいえ、目の前の敵に集中しておる、いまならば。

　あちらを襲しゆう撃げきするのも容易かろうしな。

　　　　◆◆◆

　笹宮くんが卵へ突とつ入にゆうした。

　口原さんが助かるよう祈いのるばかりだ。あんなに健けな気げな子が、こんな形で死んじゃうなんて、あまりに報むくわれないもの。

　だけど、わたし──朝あさ森もり雪ゆき子このやることはあまり変わらない。強そうなグラフを、ひたすら描えがき続けるだけだ。

　三体目のグラフを描き終えたころに結界が解かれて、壱いち彦ひこくんと平上さんが話しかけてきた。何かあったのかな？

「雪子さん──あの増殖グラフ、なんとか絵に描かき起こせないか？」

「えっ……」

「いや、やっぱり防衛ラインを死守する上であいつらが邪じや魔まだって話になってきてな。あいつを先に封ふう印いんできれば何とかなりそう、ってみんなで通信してたんだ」

「できない……かな？　雪子さん」

　二人が期待を込こめた眼まな差ざしで見つめてくるけど……うぅ……。

「ご、ごめんなさい……」

「……難しいのか？　雪子さん」

「……その、どの部分が欠けてるのかが分からなくて……その状態で、当てずっぽうに描いても……完成してるかどうかが、分からないから……」

　壱彦くんに届くように、精せい一いつ杯ぱいの声で言う。

「なるほど。確かにそりゃ難しそうだ……しっかし、まさかイレイザーごと殲せん滅めつするわけにもいかないしなぁ……っと！」

　後ろを振ふり向むきもせずに、背後に迫せまっていたグラフに回し蹴げりを叩たたき込む。ふわぁ、恰好いい……！

　なんて、壱彦くんに見入っていたら、わたしの通信機から呼び出し音が鳴る。

　……こんな時に、一体誰だれだろう？

『おい、アタシの怨おん敵てき。まだ生きてるなら返事しやがれ』

　びくっ、とわたしの背筋が伸のびる。

　まるで脅きよう迫はくでもするかのような、凄みのきいたその声の主は──

「お、お姉ちゃん？　なんでこのタイミングで？」

　──そう、平上さんのお姉さんで、壱彦くんの幼おさな馴な染じみで……わたしの、天敵。

　富山支部防衛室、封印班所属──文章でグラフを封ふうじる『文豪ワードシーラー』筆頭にして、ホワイトキャンバス編集室、マビノギオン文庫の看板作家、心こころ明日香あすか。本名、平上心しん奈なさん。

『んだよ、返事が聞こえねーぞ？　もう死んでんのか？　だったら好都合だがな』

「ぃ、生きてる、よ……っ！」

　時代錯さく誤ごの『すけばん』みたいな話し方に、びくびくしながらも返事をする。

　彼女は、わたしにいっつもこんな調子だ。……ただ、その理由は、分かってるけど。

　心さんと最初に会ったのは、壱彦くんとチームを組んで二日目のこと。初対面のわたしと、ついでとばかりに壱彦くんに散々暴言を浴びせてきた。訳も分からないままにわたしは涙なみだ目めになっていたけど、去り際ぎわには彼女の方こそ涙目になっていたのを、わたしはいまもよく覚えている。

　心さんも、壱彦くんのことが好きなのだ──わたしと、同じように。

　──なんで、アタシに声をかけなかったんだよ!?　アタシじゃ不満だってのか!?

　──そんなわけないって。けどお前、忙いそがしいだろ？

　そんなやり取りのあとで、絶句していた心さんの姿が、いまでも目に焼き付いている。

　壱彦くんは、優しい──けど、時々、その優しさは残ざん酷こくにもなる。

　封印班の技術を磨みがくために数多くの仕事を抱かかえたがゆえに、壱彦くんは心さんに気を遣つかった。

　けど──心さんは、もっと頼ってほしかったんだ。どんなに忙しくても、どんなに大変でも、壱彦くんの頼みなら、どんなことでもやり遂とげる。それだけの気き概がいを感じた。

　だけど、壱彦くんは限度を超こえた頼みはしないし、強制もしない。さっきも、わたしに増殖グラフの封印を頼んだときはどこか遠えん慮りよがちで、わたしが無理だといえばそれ以上は頼もうとしなかった。

　それが悪いことだとは言わないけど──限度を超えた仕事をさせないということは、成長を妨さまたげるのと同義でもあると思う。むやみやたらに限度を超えた仕事をさせるというのもどうかとは思うけど。

　ただ、だからこそ、心さんはあの日怒おこったのだろう。それも、涙が出るほどに。

　言外に、そんなに無理しなくてもいいじゃないかって言われてるようなものだから。

　誰のために、そんなに頑がん張ばったのか──それを考えもしない、優しさだったから。

　そして最後に、彼女はわたしに言ったのだ。

　──封印班として、てめーにだけは絶対負けねーかんな、怨敵。おい壱彦、アタシをチームに誘わなかったこと、絶対、ぜぇーったい後こう悔かいさせてやるかんな！

　それからというもの、顔を合わせたりする度に凄すごまれたりしてるわけだけど──わたしだって、より早く、より正確に描けるように、努力し始めた。遅おそかったぐらいかもしれないけど、あんな心さんを見てしまった以上、壱彦くんに選ばれた立場に胡坐あぐらをかいているなんて真似まねが、できるはずもなかったから。

　そんなやり取りがあったあとでも、心さんの気持ちにまるで気づいた様子のない壱彦くんも大たい概がい鈍どん感かんだけど……それ以来、壱彦くんとはともかく、わたしと心さんの仲はいいとは言えない状態が続いている。それだけに、このタイミングで通信が来る理由が分からなかった。

『いまからアタシは、あの増殖するグラフを封印しにかかる。どいつもこいつも手ぇ焼いてるみたいだかんな』

「……っ！」

　その発言を聞き、驚おどろくと同時に、焦あせる。

　わたしには無理だと思ったあのグラフを封印すると、堂々と言い切ったのだから。

「お姉ちゃん、新にい奈なだよ。封印するって──本体の当てがあるの？」

『必要ねえ』

　一言で言い切って、わたしたちを黙だまらせてから続ける。

『どれが本体かわかんねーってんなら、分身ごと本体を封印しちまえばいい。増殖した全体を一つの個体と見て完成させりゃそれで終しまいだ。まぁ、これは文章でグラフを封印する、文豪ワードシーラーのアタシだからこそ使える裏ワザみたいなもんだけどな──ああいうのは絵よりも文章のほうが相あい性しようがいいだろうし』

「心奈、お前そんなことできるのか？」

『ハァ？　ナメんじゃねーよバカ壱彦。アタシを誰だと思ってやがる？』

　怒っているような、それでいて嬉うれしそうな声こわ音ねで、彼女は宣言する。

『封印班筆頭の肩かた書がきは、伊達だてじゃねーんだよ』

「……そっか、さすが、俺の幼馴染だぜ！」

『べっ、別に褒ほめたって何も出ねーかんな!?』

　今度は対照的に焦ったような声。たぶん照れてるんだろうな。

『──で、おい怨敵。てめーさっきから黙りこくってっけどちゃんといるんだろうな？』

「ぃ、いるよ……っ！」

『じゃあいい。そんで、てめーは手が空くだろ？　だったら女王クイーンのスケッチしろ』

「ぃ……っ!?」

　わ、わたしが──今回の元げん凶きようを!?

『なに驚いてやがる、てめーは女王クイーンをかなり近い距きよ離りで見てんだろうが。どこが欠けてんのか分かってるお前がやる。不思議な流れでもなんでもねーし。つーか、女王クイーンの奴、硬こう化かするスライムを幕にしてっからイマイチ姿が摑つかみきれないんだよ。だからてめーがやれ』

　想定外の無茶ぶりに狼狽うろたえていると、壱彦くんが口を開く。

「お、おい心奈。さすがにそれは──」

『眠ねみぃこと言おうとしてんじゃねーぞ壱彦。絵を描くしか取とり柄えのない奴に他に何をやらせようってんだ？　グラフと戦わせるわけじゃねーんだ、何の問題があんだよ？』

　心さんは、壱彦くんに二の句を継がせない。

　──そうだ、わたしは……。

「でもお前、いきなりあんな大物を任せるって相当なトレジャーじゃないのか？」

「壱彦くん、プレッシャーね、トレジャーだと宝になっちゃうから。女王クイーンに懸けん賞しよう金かかってるみたいになっちゃうから」

『このバカてめーもう黙ってろ、まじめな雰ふん囲い気きをぶっ壊こわす気か』

　つーか、と心さんが仕切りなおすように言う。

『プレッシャーもクソもねぇ。どんな雑魚ざこだろうがどんな強敵が相手だろうが、封印班アタシたちがやることはグラフを完成させることだけ、普ふ段だんと何も変わらねぇ。アタシだって、昔一キロ級の、とんでもねえグラフを封印してっしな──大体壱彦、てめーそいつの顔見た上でそんなこと言ってんのか？』

　言われて、壱彦くんが私を見る。

　わたしは、壱彦くんを見返さずに。

　通信機へ、わたしなりに、はっきりと告げた。

「……心さん。わたし……やるよ」

　覚かく悟ごは、決まった。

　わたしだって、先へ進まなくちゃいけないんだ。

　女王クイーンの封印が、そのために超えなくちゃいけない壁かべだというなら。

「女王クイーンの、封印……わたしが、やる……！」

「っ、…………」

『はっ、どうだよ壱彦。なんも言えねーだろ？　本気で覚悟を決めた奴やつの顔見るとよ』

「……まったくだな」

　珍めずらしく、自じ嘲ちようするように壱彦くんが呟つぶやいた。

「心、さん……わたし……負けないよ」

『あぁ？　そりゃこっちの台詞せりふだっつーの……てめーにだけは、死んでも先へ行かせねぇかんな。封印の技術でも、……でも』

　はっきりとものを言う彼女にしては珍しく、最後の言葉はちょっとどころでなく聞きづらかった。壱彦くんが首を傾かしげてるぐらいだから、ほぼ言ってないようなものかな。

　ただ──わたしは、その言葉を、ちゃんと聞き取っていた。耳じゃなく、心で。

『じゃあバカ壱彦、それから新奈』

　心さんが、言う。まるで、大事な何かを託たくすように。

『そいつが描きあげるまでの間──絶対に邪魔させんじゃねぇぞ？』

「──任せろ！」

「分かった！」

　壱彦くんと平上さんが同時に返事をして、通信が切れた。

　すぅーっ、と息を吸い、ふぅーっと息を吐はく。集中力を、少しでも高める。

「……悪かったな、雪子さん」

　ふと、壱彦くんがそんなことを言ってきた。何に対しての『悪かった』なのかがわからなくて、首を傾げた。

「俺、雪子さんのこと見くびってたみたいだ──同じように、あいつのことも見くびってたのかもしんねー」

　それを聞き、そういうことか、って納なつ得とくした。

　わたしはふるふると首を振って、言う。

「……気に、しないで」

「壱彦くん、今度それ、ちゃんとお姉ちゃんにも言ってあげてね？」

　平上さんが、どこか嬉しそうに、微笑ほほえんだ。

「だな。まあ、そのためにはこの戦いで勝たなくちゃいけないから──」

　壱彦くんが、わたしに歩み寄ってきて──ぽんぽん、と、頭を、撫なでて、くれっ!?

「頑張れ、雪子さん。俺たち、全力で雪子さんを守るから」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!?」

　突とつ然ぜんの出来事に、集中力が飛んでっちゃうぐらいに、顔が熱くなった。

　その様子を見ていた平上さんといえば、「あーあー」と言いたげな顔でわたしたちを見ている。

　……こんなタイミングで、頭を……えへへ、えへへへへっ。

　嬉しくって、頰ほおが緩ゆるむ。だけど、飛んでっちゃった集中力は、ものすごい勢いで再構築される。

　いまのわたしは、過去最高のコンディションだ。単純だなぁ、なんて思うけどね。

　いまなら、何でもできそうだ……なんだか、ごめんね、心さん。

「壱、彦くん……っ！」

　声を、絞しぼり出だす。わたしにできる、目め一いつ杯ぱいで。

「わたしっ、がんっ……ばる、からっ！」

　そんなわたしを、平上さんと壱彦くんが、目を丸くして見たあと──二人とも、笑い返してくれる。

「頼たのむぜ、雪子さん！」

「絶対に、グラフに手出しはさせませんから！」

　バインダーに白しろ本ほんを構える。いつものように、ペンを手に取る。

　手の中で軽く回してから、わたしは胸の内で、天敵に──恋こい敵がたきに宣戦布告する。

　わたしだって、負けないもん！

　封ふう印いんの技術でも──恋れん愛あいでも！

　　　　◆◆◆

「はぁ……」

　銀くんが卵に飛び込んでいってから、ウチはちょっとこう……いままでにない、激しい自己嫌けん悪おに襲おそわれとった。

　何が理由って、そんなの──

「松葉さんは悪くないですよ」

　若じやつ干かん凹へこみ気味のウチにそう声をかけてきたんは、銀くんの秘書さん──髪かみをアップにまとめてスーツをピシッと着こなした、ウチと同じメガネ族の中なか滝たきさんやった。

「あの場面では、誰だれかがああ言うしかなかったのですから」

「……あはは、ありがとうございます」

　普段と比べて、かなり弱々しい返事をしてしまう。

　銀くんに、口原ちゃんを助けに行ったらダメだと言った。

　親友とも呼べる相手に、弟で子しを見捨てろと言ってしまった。

　本当は、迷うなって言ってあげたかった──いますぐ助けに行ってあげてって、言ってあげたかった。

　けどウチは、グラフィティを持ってない。戦場にすら立っていないウチが、誰より最初にそんな無責任なことを言っていいはずがなかったし。それにそれを差し引いたとしても、銀くんは戦場に残るべきやと思った。

　だったらせめて、銀くん一人には見捨てさせない、ウチも一いつ緒しよにワルモノになって、少しでも銀くんの心の負担を軽くしよう──なんて、思っていたのに。

「銀くん……いつの間にか、みんなに認められてたんやね」

　まさか、戦場にいるみんなが銀くんの背中を押すなんて、思いもせんかった。

　その点で喜ぶと同時に、イレイザーのみんなに対しての罪悪感もむくむくと立ち上ってくる。ウチは、彼らを信用してないと言ってしまったようなものやし──

「俯うつむいている場合ではありませんよ、松葉さん」

　イレイザーたちへの情報支し援えんが飛び交かう中、中滝さんがいつもの調子で言う。

「戦えない私たちには、彼らの戦いを最後まで見守る義務がある──たとえ勝とうと、負けようと、目を逸そらしてはいけません」

「……中滝さんは、かっこいいですねぇ」

　凜りんと立つ隣となりの才女は、ウチの言葉を聞いてくすりと笑う。

「あなたよりも、少しばかり年上ですから」

　俯いていた顔を上げて、正面の巨きよ大だいモニターを見る。戦っているイレイザーたちの姿を焼きつける。

　──あぁ、だけど。

　こんな時には、見守ることしか出来ないのが、少し悔くやしい。

　自分で選んだ道だったけど。この頭で、組織に貢こう献けんできるとは思っとったけど、それでも──

「──っ!?　しっ、支部上空！　グラフが突とつ如じよ出現しました！」

「!?」

　突然のオペレーターの警告に、観測室内の空気が一変する。

　映し出された上空映像には、斑まだら模様の翼つばさを持つ、脚あしの欠けた巨大な鳥が出現しとった。でっか──十メートルぐらいあるんじゃないがけ、あれ!?

　っていうか──しまった！　そういう作戦!?

「そんな──一体どこから!?」

「な、なんでここに!?　防衛ラインが破られたって報告はなかったはず!?」

　オペレーターたちの混乱を見てとってか、中滝さんが息を吸う。

「──静まりなさいっ!!」

　その一言で、それこそ水を打ったように室内が静まり返る。

「あのグラフが来るに至った経けい緯い・推測は後回しにしなさい。イレイザーは手が離はなせない以上、ここに留とどまるのは危険です。観測室を放ほう棄きする旨むねをイレイザーに伝え、ここにいる全員は訓練ホールへ移動！　急ぎなさい、あのグラフ──」

　映像の中で、上空のグラフが胸を反らす。

　まるで、獲え物ものをついばむような動きで。

「恐おそらく、ここを破は壊かいする気です！」

　直後、観測室に大きな揺ゆれが走る。天てん井じようからパラパラと、埃ほこりか何かが落ちてくる。

　二度、三度と揺れは続く。

「いっ、イレイザー各位へ連れん絡らく──富山支部がグラフの襲しゆう撃げきを受けたため、現時点をもって観測室を放棄！　申し訳ありませんが以降の情報支援は難しいと思われます！　では、ご武運を！」

　オペレーターさんが言い切るや否いなや、天井が抜けた。

　突つき破やぶられた天井から、一いつ瞬しゆん嘴くちばしが覗のぞき、すぐに引っ込む。

　騒さわがしさが復活した室内に、中滝さんが必死で声を張り上げる。

「焦あせらないで！　ここもそんなに柔やわじゃない！　崩ほう落らくに巻き込まれた人を急いで助け起こしなさい！」

　しかし画面の中で、巨鳥が新たな動きを見せる。

　一度羽ばたいたかと思うと、その翼から斑模様の羽が落ちてくる。

　次の瞬しゆん間かん──多数の爆ばく裂れつ音と共に、観測室が揺さぶられた。

　けど、爆ばく撃げきを受けたんがどうもこの真上ってわけじゃないらしい──支部全体をまんべんなく攻こう撃げきしたがかな？　だったら、まだ時間はある！

「──急いで、全員訓練ホールへ！」

　ウチも、中滝さん同様声を張る。

「それにしても──どこから来たんでしょうね、あのグラフ」

　喧けん騒そうの中、中滝さんがウチにそう言葉を向けてきた。

「推測は後回しじゃなかったがですか？」

「そういうことを考えでもしていないと、私とて冷静でいられなそうですから。それでどうです？　研究者の観点では」

「ふむ……そうですね。防衛ラインに引っかからず、かつ突然出現したって前提条件を考えるなら、可能性は瞬間移動テレポートか、迷彩ステルスのどっちかですね」

　しかし、瞬間移動テレポートなら初見の場所への転移は難しいと思われる。となると、迷彩ステルス能力の方が正解やろうね。

「なるほど。では、なぜここを狙ねらってきたと思いますか？」

「情報支援の阻そ害がい──っていう側面もなくはないと思いますけど、十中八九、イレイザーたちをかき乱すためでしょうね。こっちが襲われたとなれば、戦場にいるイレイザーが救きゆう援えんに向かうべきか、それとも戦い続けるべきかで迷いが生じる。戦場でその隙すきは、結構致ち命めい的てきやと思いますし──迷うことなくチームがいくつかこっちへ向かうなら、向こうにとってはそれも好都合。現状ただでさえギリギリのところで凌しのいでいる防衛ラインのバランスを、崩くずすことができますから……女王クイーンもいやらしいことしますねぇ」

　ウチの考えを聞いた中滝さんは、ほう、と感心したように息を漏もらした。

「さすがですね──やはり素人しろうと考えでは至りませんね、その発想は」

「中滝さんはどんな風に考えとったがですか？」

「いえ、てっきり新たなイレイザーが生み出されるのを防ぐためかと」

「あぁ、なるほど。でも、たぶんそれは考えとらんがんじゃないですかね？　入念に調べてきたとは言っても、敵さんも新しいイレイザーを生み出す条件みたいなのはさすがに、知らんと、思──」

　……イレイザーを、生み出す？

　──そうだ、それが、できるなら……っ！

「中滝さん、ちょっとウチ、行ってきます」

「は？　あの、この状じよう況きようでどこへ？」

　珍めずらしく目を丸くした中滝さんへ、短く返した。

「──禁きん書しよ管かん理り室しつへ！」

　　　　◇◇◇

　禁書を手に取る資格があるのは、本来半年にわたって訓練を受けた防衛室志望の団員のみ──それを知ってはおるけど、いまばっかりは許してほしい。

　ウチの従兄みたいに、支部にもグラフィティを持っとる人は数人残っとるけど、技術開発室と研究室に所属しとる、戦せん闘とうに慣れてない、あるいはできない人らばっかりやし。

　だからこそ──この支部を守るために、ウチがグラフィティを手に入れる！

　もちろん、戦闘に向いたグラフィティが手に入れられるとは限らんけど……っ！　大多数は、戦闘向きのグラフィティのはずやし！　藁わらにもすがる思いで、ウチはなけなしの体力を振ふり絞しぼって廊ろう下かを走る。

　爆ばく音おんと、振しん動どう。かなり近い場所で──さっきから際限なく、斑まだらの羽は降り続けとる。強化素材で建てられた訓練棟とうはちょっとやそっとじゃやられんとは思うけど、それ以外の棟むねが壊かい滅めつするんは時間の問題かもしれん。ウチが生いき埋うめにならんためにも、急がんと！

　と、その時──ウチが向かう方向から、とんでもない爆ばく発はつ音。生じた爆ばく風ふうで、思わずウチはよろけてしまった。

「っつつ……って、あぁっ!?」

　十メートルほど前方、天井が崩れて道が塞ふさがれとった。それは、禁書管理室へ行くための道が塞がれてしまったということ──瓦が礫れきをどけてる時間はないし、多少危険だけど外から回り込むしかない！

　意を決して、窓を開けて外に出る。一階に降りとってよかった……二階から飛び降りたら足折れとったかもしれんしね。

　斑の羽が降ってこないことを確かく認にんしながら、ウチは軒のき下したを走り抜ける。

　見つかるな、見つかるな、と祈いのりながら──どこかで生じる爆発音を聞きながら、とうとう禁書管理室へとたどり着き。

　──ウチは、目を疑った。

「……噓うそやろ……」

　禁書管理室は、既すでに崩れとった。

　──あのグラフが、意図的にこの場所を狙ったとは思えない。

　ということは、本当に偶ぐう然ぜんで、この場所が崩れて──

「そんな──そんな偶然が、あってたまっけよ！」

　思わず叫さけぶけど、頭を振って落ち着く。禁書は、あの瓦礫の中にある。

　なら、今度こそ瓦礫をどけるしかない！

　巨鳥に見つかる可能性の低そうな、上からは死角になる位地へと移動したあと、近くの瓦礫に手を伸のばすけど──

「ふっ……ん、ぎぎぃ……っ！」

　無情にも、瓦礫は重たいものばかり。研究が日課のウチの細ほそ腕うででは、一、二センチ持ち上げるのがやっと──これをずらすなんて、夢のまた夢のように思える。

　あんまり動き回りすぎると巨鳥に見つかる恐れもあるし、あんまりちょろちょろはできん。この辺の瓦礫を、なんっ、とかっ、ずらし……っ！

「──痛っ！」

　力が入りすぎて、指がすっぽ抜けた拍ひよう子しに瓦礫の端はしでガリッ、と削けずった。血が流れて、一瞬怯ひるむけど、それでも瓦礫に再び手を掛かける。

　ここまで来て、諦あきらめるぐらいなら！

　そもそもこんな行動、起こしとらんし……っ！

　腕が軋きしむ。指が痛い。体中が悲鳴を上げる。

　それでも踏ふん張ばるけど──瓦礫は、まったく動いてくれんかった。

「はぁ……はぁ……目の前に、ここを守れる可能性が、あるって言うがんに……！」

　──最終手段を取るしかない。

　見つかる危険を冒おかしてでも、もうちょっと中に入りやすそうな場所を──




（──そこの娘むすめよ。この声が聞こえるか）




　あまりに唐とう突とつに。

　その声は、ウチの耳に届いた。

（ほう、どうやら聞こえているようだ──戯たわむれのつもりであったが、これも何かの縁えんというやつか）

　どこ？　声は、右側から？

　瓦礫をどかす手を止め、右に顔を向ける。

　そこに──厚い革かわのカバーで覆おおわれた、一冊の本があった。

　あれは、まさか……禁書!?

　なんで？　禁書は瓦礫の下じゃ──いや、もしかして爆風で吹ふき飛とばされた？

　ウチの考察に構いもせずに、声は続けて語りかける。

（この場所を守りたいのか？）

　……そういえば、禁書管理室に入る直前、訓練生らは、こう言われるらしい。

　──自分を呼んでいる禁書を手に取ればいい、と。

　それは、こういうことなんやろうか。

「そりゃそうやちゃ──ここ、みんなが帰ってくる場所やし」

　一歩、禁書へと踏み出す。

（守りたいというなら、力を貸してやるのもやぶさかではない──と言うよりは、こちらには守る義理がある、と言った方が正しいか）

「義理？」

　訊たずねながら、さらに踏み出す。

（恩返し、と言ってもいいかもしれんが、な）

「恩返しって……なんの？」

（名を貰もらった恩だ──この場所は、彼女の所属する組織がある所なのだろう？　ならばこの場所は、守らなければなるまいよ。恩を返す、絶好の機会である）

「──その言葉、信用していいがやね？」

（無論だ──吾輩が力を貸した暁あかつきには、あのような斑の鳥など相手ではない）

　……どっちみち、迷っている時間はないか。

　ウチは覚かく悟ごを決め、その禁書を拾い上げた。

　禁書の革のカバーを指の血で汚よごしながら、訊ねる。

「最後に訊ききたいことがあるがやけど」

（ふむ？　言ってみるがいい）

「名を貰ったって言っとったやろ。なんて名前なん？」

（そうだな……では、そちらの名前から聞かせてもらおうか──名を訊ねる際には、自分から名乗るのが作法なのであろう？）

　どこでそんなことを聞いたんだか……そんな風に少し呆あきれつつ、ウチは名乗る。

「初めまして──ホワイトキャンバス研究室所属、松葉みよりやちゃ」

（ほう、まつば、みより──みより、か。変わった名前であるな）

「余計なお世話やちゃ。ほら、それでそっちは？」

（うむ）

　もったいぶった頷うなずきを聞きながら、ウチはとうとう禁書を開く。

　それと同時にその声は、実に嬉うれしそうに活いき活きと名乗った。




（──吾輩は首くび長なが竜りゆうである。名前は、ネス！）




　　　　◆◆◆

「──中滝さん！　やっぱり松葉さんは訓練ホールの中には……っ！」

　団員の訓練ホールへの移動を手伝ってくれたオペレーターの少女が、報告してくれた。

　──まったく、何をしているのかしら。

「仕方ないわね。私が捜さがしに行きます──みなさんは、ここで待機していてください」

　言って、私は走りにくい、踵かかとが高めの靴くつを脱ぬぎ捨すてて走り出す。

　観測室にいた団員のほとんどは訓練ホールへ誘ゆう導どうしたけど、突とつ然ぜん飛び出していった松葉さんは未いまだに訓練ホールに戻もどっていない。

　……行先は、禁書管理室で間ま違ちがいない。本人がそう言っていたのだから。

　狙ねらいはグラフィティを得て、上空のグラフを退けることでしょうけど──うまくいくかどうかは、五分五分といったところじゃないかしら。

　しかし、グラフィティを得る前に、崩ほう落らくに巻き込まれてしまっている可能性もある。

　どうなっているにせよ、急いで見つけないと安心もできない──

「っ……」

　禁書管理室へと向かう廊下に差し掛かり、進むのを躊躇ためらってしまう。

　天てん井じようが崩くずれ、床ゆかに瓦礫が山積みになっている。……まさか、この下に生き埋めになっていたりしないでしょうね……！

　さておき、ここの瓦礫全すべてをひっくり返している時間はない──ここを確認するのはこの先にいなかった場合にして、いまは禁書管理室へ向かう。

　けど、禁書管理室へ至る通路は、どうやら天井の崩落で塞がれてしまっているようだ──ならば、仕方がない。物もの陰かげから、上空を窺うかがう。富山支部にここまでの破は壊かいをもたらした張本人ならぬ鳥本人……いまの、ちょっとうまかったんじゃないかしら。

　じゃなくて。

　あのグラフは、上空を緩ゆるやかに旋せん回かいしていて──視線は訓練棟の方を向いている。どうやってあの建物壊こわそうか、と考えていそうで正直怖こわかった。

　──脳のう裏りにちらつくのは、初めてグラフが現れた日の、歪いびつな修道女。あれも巨鳥も翼つばさを持っているせいか、どうにもあの日のことが度々フラッシュバックする。

　心臓の鼓こ動どうは高まるばかり──まるで呼吸が落ち着かないわね。

　困ったものだわ、あの日のことをまだ怖がっているのかしら。

　けど。

　拭ぬぐいきれないあの日の絶望と、目の前の巨鳥を比べて、落ち着く。

　巨長の斑の羽の爆発は、確かに恐おそろしい。見つかってしまえば、私なんてあっという間に殺されるだろう。

　それでも、あの日の修道女に比べれば──ほんの一いつ瞬しゆん目を離はなした隙すきに町を丸ごと壊滅させたあのグラフに比べれば、なんてことないわ。

　この局面を、死ぬつもりで生き抜ぬく覚悟を決め、ルートを考察する。

　……見つかるリスクは高くなるけど、外を走っていくしかない。そもそも、靴も履はいていない状態で瓦礫の上を走り回るわけにもいかないし。

　壊れかけの窓から外へ躍おどり出でる。

　私のするべきことは、松葉さんの発見、場合によっては救出──そのあと、訓練ホールへ連れていくこと。

　さて、それじゃあ。グラフに見つかったら一巻の終わりだけど──

　一か八か、禁書管理室のある場所まで、走る！

　そして地面を蹴けった、直後。

「──あっ!?」

　思った以上の緊きん張ちようで足がもつれたのか、盛せい大だいに転んでしまった。

　すぐに立ち上がろうとして、

「きゃ……っ!?」

　ゴォッ、と風が吹く。

　最悪の状じよう況きようを想定して、閉じた目を開く。

　──目の前で、巨鳥が斑まだら模様の翼を羽ばたかせていた。

　しまった……っ！　よりにもよって、こんな大事な時に！

　巨鳥は、その嘴くちばしを私に向かって突つき出だす。

　くっ、避さけようにも、足がまだうまく動いてくれな──




「──〈灼華繚乱フアイアーワークス〉！」




　私が人生を諦めかけた直後。

　横合いから飛び込んできた赤い閃せん光こう──それが巨鳥と私の間で、炸さく裂れつした。強きよう烈れつな熱の余波に驚おどろいたのか、巨鳥が羽ばたき空中へ逃にげる。

　割り込んだ赤い閃光は、まるで花火のように一瞬で消え去ってしまったけど──

「あ、あっぶなぁ……！　間に合ってよかったです、中滝さん！」

　私が目を白黒させていると、閃光が飛んできた方から。

　捜し人──松葉さんが、腕に変わった何かを引っ付けたシルエットで走ってきた。

「松葉さん──あなた、まさか本当にグラフィティを？」

　腕に引っ付いているのは、デフォルメされたネッシーのような、首長竜の……ぬいぐるみ？　それに、背中には極ごく細ぼその翼が……ん？　あれ？　なんだかこの特とく徴ちよう、どこかで見たような……？　なんにせよ、これが彼女のグラフィティの象しよう徴ちようなのかしら。

「あはは、なんとか、手に入れました。銀くんにはちゃんと謝りますんで、一いつ緒しよに弁護してくださいね？」

　照れたように言う彼女が、空を羽ばたく巨鳥に視線を戻して。

「ネス！」

　ねす？　なにかのコードなのかしら、と思う間もなく、腕のぬいぐるみの翼から、赤い閃光が四本放たれる。

　それらがさっきのように空中で円形に炸裂──季節外れの花火に、空から舞まい降おりてきていた斑の羽が一いつ掃そうされた。

「すごい──もう、こんなに使いこなしているんですか？　本当にさっき手に入れたばかりですよね？」

「いやー……それがお恥はずかしい話、九割五分この子のおかげながですよ」

　ぴっ、と指さした先には、腕うでにくっついているぬいぐるみで──

『ふん、褒ほめても何も出ぬぞ？　宿主・みよりよ』

　ぬいぐるみが、首をちょろりと動かして、口をパクパクさせて、喋しやべった。

　……？　！　!?

「ぁっ……!?　しゃ、しゃべっ!?」

『何を驚くことがある、そこの女よ。聞けば、「英えい雄ゆう」とやらの能力も喋るのであろう？　ならば吾わが輩はいが喋ることに、一体なんの問題がある』

　目を剝むいて驚く私に、どこか馬ば鹿かにしたようにその首長竜は言ってくる。

『だが喋ることが出来たのは好都合と言うもの──これで、吾輩自らあの小さき姫ひめに直接礼を言えそうだ』

「あ、さっきのネスって──その、首長竜の名前ですか？」

『おお、吾輩としたことが申もうし遅おくれた。吾輩は首長竜である──名前は、ネス。義理あって宿主の側に付くことにした。以後よろしく頼たのむ』

　今度は誇ほこらしげに、堂々と口にする。

「そうやね、お礼を言ってあげるといいちゃ──雪子さん、えらい驚くと思うけど」

　くす、と笑った松葉さんが、上空を見る。

「まぁ──そのためにも、まずはあれを片付けんなんちゃ」

　羽ばたき、こちらを注意深く見る巨鳥に対して。

「好き放題暴れてくれたけど──これ以上は、もうやらせんよ。みんなの帰ってくる場所は、ウチが……ウチらが、必ず守ってみせる！」

『無論だ。かの鳥ごとき、我らが灼しやく熱ねつの華で肉も残らぬ炭に変えてやろう』

　新たなイレイザーとその相棒が、立ちはだかった。

　上空で巨鳥が羽ばたく。無数の斑の羽が舞う。

「──ネス！」

『応よ！』

「〈灼華繚乱フアイアーワークス〉！」

　松葉さんは首長竜──ネスのくっついている左ひだり腕うでを上空へ向ける。

　その直後、十を超こえる赤い茎くきの先で、灼熱の華が咲さき誇った。








第四章　願われた世界






「──琴こと音ねぇえええええええっ！　どこだぁああああああっ！」

　卵の中──つまりグラフが現れる『窓』の向こう側は、真っ暗な世界だった。

　上がなければ下もない──立とうと思えば立つことができ、歩こうと思えば歩くことができる。上を目指せば体が浮うき、下へ行こうと思えば際限なく体は沈しずんでいく。重力とかそういうものが、根本的に存在していなそうな世界だった。

　こんな世界じゃ、琴音がどこにいるのかまるで見当がつかない……ということは、実はなく。

　俺は、琴音は遥はるか下方に落ちていったんじゃないかと踏ふんでいる。

　──最近成長したとはいえ、根っこの部分はネガティブ気味な琴音のことだ。こんな真っ暗な世界に突とつ然ぜん放ほうり込まれたんなら、絶対に落ちていくイメージを浮かべる。

　だから俺も、下へ下へと向かっているわけだけど──

「キリがないってのはまさにこのことだな！」

　俺の頭の遥か上──真っ暗な世界の中、唯ゆい一いつ光が差し込んでいる楕だ円えん形の出口目指して、グラフが浮ふ上じようし続けてくる。その中の一体が、グラフの波に逆らっている俺を、邪じや魔まだと言わんばかりに嚙かみ砕くだこうと口を開く。

　対して俺は、瞬しゆん迅じん剣けんを閃ひらめかせる──口を開いた蛇へび型グラフが一瞬でバラバラになり、粒りゆう子しとなった直後に闇やみの中へと搔かき消える。

　これで何体目だ……軽く三十は超えるグラフを倒たおしたと思うけど──なんて思っていると、また次のグラフが上を目指して浮上してくる。

「あぁあ、鬱うつ陶とうしい！」

　グラフごときにかかずらってる暇ひまはこっちにはないってのに！

　これが全部女王クイーンに支配されたグラフだというなら、向こう側の世界にはいったいどれだけのグラフが──未完成の想像が蠢うごめいているのかと、考えずにはいられなかった。そんな場合じゃないんだけどな。

　──七聖剣を使って、ずっと先の奥底からこっちを目指すグラフごと、目の前のこいつらを消し飛ばしてやってもいいんだけど……琴音がどこにいるのかわからない以上、そんな危ない真似まねをするわけにもいかない。同じ理由で飛ひ翔しよう剣けんも使えない。

　だから俺にできることは、瞬迅剣と斬ざん裂れつ剣けんで敵を斬きり伏ふせながら、ときどき立ち止まって琴音がいないかを捜さがし、その名を叫さけぶぐらいだ。

　地道で、いつまでやんなきゃいけないのかは分からないけど──それ以外に方法はない。この中がこんな面めん倒どうくさい空間だって知ってれば、探知系のグラフィティ持ってるイレイザーを一人ぐらい連れてきたんだけどなぁ……。

　まあ、『窓』の向こう側に入った人間なんて初めてなんだ、仕方ない──が。

　暗くら闇やみの向こうで光る数々の目に、さすがにちょっとイラッとした。

「ほんっとうにさぁ……邪魔すんじゃねえよ。お前らの相手してる間に、琴音に何かあったらどうしてくれんだ」

　そういえば、前に叫んでから結構潜もぐったな。

　だったら、ここらで一発呼んどくか。

　瞬迅剣でグラフを刻み、斬裂剣でグラフを割りながら、俺は弟で子しの名前を叫ぶ。

「──琴音ぇえええええええええええっ！　返事しろぉおおおおおおおおおおおおっ！」

　暗闇の中から返ってくるのは。

　未いまだに、グラフの怒ど号ごうと悲鳴だけだ──

　　　　◆◆◆

　卵を超えた先──つまり、『窓』の向こう側の、真っ暗な世界とは打って変わって、真っ白な空間の中。

『──琴音ぇえええええええええええっ！　返事しろぉおおおおおおおおおおおおっ！』

「……あの」

「何かしら？」

　──剣を振ふり回しながら、あたしの名前を叫ぶ銀しろがね先せん輩ぱいの映像から目を逸そらしながら、真っ赤な顔をして、すぐそばに立つ彼女へ、言う。

「……この公開処しよ刑けい、いつまで続くんですか……？」

「気にしない、気にしない♪」

「気にしますよ！　なんか色々といたたまれないですし！　あたしも、銀先輩も！」

　──そう、あたし、口くち原はら琴音は生きていた。

　目の前に立つ、彼女が助けてくれたおかげで──

　　　　◇◇◇

　──時間は、五分ほど遡さかのぼる。

「……ん、ん……？」

　目に入り込んできたのは、真っ白な壁かべだった。体を起こして見覚えのない光景をひとしきり眺ながめた後、あたしは何があったのかを思い出す。

　──そうだ、あたし、女王クイーンに操あやつられて、卵の中に……っ!?

　思い出しはしたけど、その後の光景と、いまの光景が結びつかない。卵に入った直後は、真っ暗な世界と、出口から差す光が視界の全すべて。まるでゴミ箱に投げ込まれた紙くずのような気分だった。それからずぅっと落ちて、落ちて──記き憶おくが飛んで、いまに至ると。ということはここは、一番下なのかな？　そう思って天てん井じようを眺めるけど、そこに穴らしきものはなく、色だって黒じゃなくて純白だった。

「……もしかして、ここ、天国？　それとも地じ獄ごくの底なのかな……」

　自分はすでに死んでしまったんじゃないかと錯さつ覚かくする。自分に都合のいい解かい釈しやくを真っ先に否定するあたり、あたしは根本的な部分はあまり変わってないなあ、なんて思った──その時。

「安心していいわよ、天国でも地獄でもなくて、ここは現実だから」

「っ!?」

　突然かけられた声から、飛び退しさり──下ろしていた腰こしを持ち上げて、簡易兵装の剣を抜ぬき、体を構える。……バレットシェルはないから、戦うとなるとこれを使うしかない。

　……これが現実。あたしはまだ、生きている。

　だったら、早く向こう側へ帰らないと。まだ戦いは、続いているはずだから。

「あら、機き敏びんな動きね──でも、そんなに身構えなくてもいいじゃない、貴女あなたをここへ呼んだのは私なんだから」

　あたしに声をかけたのは、一人の女性だった。

　淡たん緑りよく色しよくの涼すずしげな浴衣ゆかたの上から、深ふか紫むらさきを基調とした星空模様の──重力を感じさせない、羽は衣ごろもとでも言うべきものを羽織っている。……何か違い和わ感かんがあると思ったら、羽衣と、ゆらゆら揺ゆれる帯に浮かぶ星の模様が、それぞれ不規則に瞬またたいている。まるで、本物の星空のように──神秘的だと、思わずにはいられなかった。

　背はあたしよりちょっと高いぐらい。大人と子供の中間ぐらいの、綺き麗れいな顔立ちをした、外見上は間ま違ちがいなく人だった。

　だけど──いつからあたしの後ろにいたの？　さっき目を覚まして、周りを確かく認にんした時にはいなかったはず……それに、この人、人かどうかもわからない。まさかグラフ？　でも、だったらなんであたしが目を覚ますまで待って──？　いや、そもそもここへ呼んだって何？　どういうことなの……？

　さらりと流れる黒くろ髪かみに髪かみ飾かざりを挿さしたその人は、くすりと笑う。

「ごめんなさいね。ほんのちょっと驚おどろかせるつもりだったの。こういう機会ってあまりないものだから」

　あっさりと謝って、困ったような顔で続ける。
















「それにしても……うーん……ねぇ、私は何から話すべきなのかしら？」

「それをあたしに訊きかれても……」

　彼女の神秘的な雰ふん囲い気きが、若じやつ干かん薄うすれた気がした。

「ごめんね、こんな風に普ふ通つうに話す機会も、私にはないものだから。あ……少なくとも、貴女に危害を加える気は全くないわ。だから、警けい戒かいを解いてくれないかしら」

「……そう言われても」

　初対面の、しかも人ですらないと自じ称しようする相手をどう信用しろと。

「あ、分かった。じゃあこれで信じてくれるかしら？」

　パチン、と彼女が指を鳴らした。すると背後に浮かぶ帯が、ぐるんぐるんと彼女の周囲を回転し──わずか二秒後には、ぐるぐる巻きになって地面に転がる、間違っても神秘的とは呼べない存在が完成した。そして彼女は這はいつくばった姿勢から、あたしを見上げてこう言うのだ。

「これで私は貴女に手出しできないわよ。どうかしら!?」

「どうかしらって……」

　なんでそんな自信満々なんだろう。どうしてそんなドヤ顔でこっちを見てるの？

　……はぁ。なんだか毒気を抜かれたあたしは剣を鞘さやに収め、肩かたの力を抜いて彼女の傍そばへいく。

「……分かりました。害意がないのは伝わりましたから、それ解いてもいいですよ」

「あら、ありがとう。信じてくれて嬉うれしいわ。どうやら、敵意がないことを伝えるにはこの方法で正解のようね？」

「いいえ結果的には正解かもしれないですけど、あたしに言わせれば大失敗です」

「あら、そうなの？　名も無き女じよ王おうに会ったときは、これで納なつ得とくしてもらえたのに」

「……え？」

　帯を解ほどき、立ち上がった彼女をあたしは茫ぼう然ぜんと見上げた。

「女王クイーンに、会ったんですか？」

「くいーん？　あぁ、彼女のことを貴女たちはそう呼んでいるのね」

　……どういう、ことだろう。

　この人──今回の女王クイーンの襲しゆう撃げきに、何らかの形で関かかわってるってこと？

　僅わずかに警戒心を引き上げたあたしに、彼女は訊たずねた。

「それで、何から話せばいいのかしら？」

　……訊きたいことは山ほどあるけど。

「じゃあまずは、名前を教えてください。あたしは口原琴音って言います」

「名前……そっか、呼び方が分からないと話が円えん滑かつに進まないものね」

　なるほどと納得したらしい彼女は、自分の胸に手を当てて。




「では──私のことは、オリヒメと呼んでちょうだい」




　ふんわりと笑って、あたしにそう名乗った。

　──オリヒメ、という名前を聞いて、真っ先に思おもい浮うかべたのは七夕だった。

　織おり姫ひめと彦ひこ星ぼし。一年の内で一日だけ──七月七日に天の川を越こえて逢おう瀬せを許される、日本で知らない人はいない有名な二人。

　星空模様の羽衣が──天の川のように漂ただよう帯が、そのイメージをさらに加速させる。

　そこまで思い浮かべて、あれ？　と疑問に思う。

　……たしか、セカンドハーフが初めて出現した日も……七月七日じゃ、なかったっけ？

　偶ぐう然ぜんと笑い飛ばすには、あまりにも──重なりすぎてる、よね。

　目の前の彼女──オリヒメは、女王クイーン案件どころか、二・五次元狭界セカンドハーフの根幹に関わっている存在だと、直感した。

　けど──

「ここへ呼んだのがオリヒメさんだっていうなら──あたしを、元いた場所へ帰してもらうことはできますか？」

　優先すべきは、そっちだ。戦いが続いているのなら、あたしだけがここでのうのうと喋しやべっていることなんてできない。

「できるわよ──そもそも、あっち側への扉とびらだって、開いているのは私だし」

　何か、いま聞き捨てならないことをさらりと彼女が言った気がしたけれど──

「ただ、まだ早いわね」

　追つい及きゆうする前に、彼女に言い切られてしまった。

「は、早いって言われても」

「心配しなくても、少しお話に付き合ってくれたら、ちゃんと帰してあげるわよ。もちろん、彼も一いつ緒しよにね」

「……彼？」

「そう、彼」

　ふわり、と帯が動き、空中で円を作る。その中に、徐じよ々じよに何かが映り始め──

「って、し、銀先輩？」

　そう。

　見覚えがある暗闇の中、あたしの身を案じて、剣けんを振り、無数のグラフを斬きりながら名前を叫さけぶ銀先輩の姿が、そこに映し出されていた。

　　　　◇◇◇

　卵の中へ飛び込んでいた銀先輩を見てまず驚き。

　あたしを捜さがして、必死に剣を振るう姿にときめいて。

　──その光景を一分ほど眺めたあたりから、色んな理由から顔が赤くなった。

　……いや、だってさ？　……こう、憎にくからず思っている人が、自分の身を案じて必死になっている姿をまざまざと見せつけられるというのは、こう……嬉しいのは確かだけど、は、恥はずかしいのも、確かなわけで。……まあ恥ずかしさを感じながらも、たっぷり三分目を離はなせなかったあたしが言うのもどうかとは思うけど。

　ここにいるのがあたしだけならともかく、そんな思わず顔を伏ふせてしまう光景を第三者にも眺められてるんだもん。とんだ公開処刑である。

　ひとしきり顔を赤くしたりぷるぷる震ふるえたり、文句を述べたりしてからあたしはオリヒメさんにお願いする。

「と、とにかく、この映像は消してもらえませんか？」

「あら、恥ずかしがらなくてもいいのに。素す直なおに喜んでもいいのよ？　こんなに大事に思われているんだもの、嬉しくないはずないでしょう？」

「……お願いですから映像は消してください……」

　サイドテールの先せん端たんを震わせながらお願いする。こんな映像を流しながらオリヒメさんとまともに話せる気がしない……けど。

　……この映像、録画して宝物にしたいとはさすがに言いだせない。これに関しては恥ずかしさ以前の、あたしの社会的地位としての話である。

「というか、銀先せん輩ぱいもここに呼べば──」

「それももうちょっとあとでね。なに、彼ほどの力があればしばらく放ほうっておいても問題ないわよ──さて、じゃあお話にちゃんと付き合ってもらうためにも、これは一いつ旦たん切っておきましょうか。これ映しっ放しだと、貴女の気が散っちゃうみたいだし」

　空中に円を作っていた帯が解けて、映像が搔かき消える。帯はふわりとひとりでに移動し、オリヒメさんの背後へ戻もどった。

　……ちょ、ちょっと残念とか、思ってないもん！

「さて──口原琴音さん。何か、訊きたいことはある？」

　……この人、本当に何から話せばいいかわかんないんだね……。自分から話に付き合ってほしいって言っておきながら、あたしに話してほしいことを訊ねるなんて……。

　あたしはいますぐ帰りたいとごねることは諦あきらめて、オリヒメさんとの話に付き合うことにした。正直、いまもまだ戦っているみんなには悪い気がするし、いますぐ戦場に取って返したくはあったけど、あたし一人でこの場所を抜ぬけ出す方法がない。

　……銀先輩には、別の意味でも悪い気がするけど。

　と、とにかく、話に付き合えば銀先輩と一緒に、あっちへ帰してくれると言っている。いまはその言葉を、信じるより他ほかにない。

　それに、だったらこの機会に、全すべてを知っておいたほうがいい気がするし。

「じゃあ……そもそも、この空間ってなんなんですか？」

　ぺた、と壁かべに手を当てながら訊いてみる。

「あなたたちが、セカンドハーフと呼ぶ世界、その最さい奥おうね」

「最奥……じゃあ、あたしってそんな深いとこまで落ちちゃったんですか？」

　女王クイーンに突つき飛とばされ、真っ逆さまに落ちていった記き憶おくが頭をよぎり、背筋が震えた。

「あ、ええと……ごめんなさい、私の言い方がややこしかったわね。最奥とは言ったけど、物理的な意味じゃないの。ここは次元的な意味での最奥……グラフが生まれる世界と、グラフが通る世界の、ちょうど切れ目に位置しているの……伝わったかしら？」

「ええっと……なんとなく、ニュアンスは伝わりました」

　本当になんとなくでしかないけど。

「でも、なんでそんなところに、こんな部屋が？」

「──私が二つの世界の目付役で、ここをねぐらにしているからよ」

「目付役？」

「目付役が通じにくいなら、バランサーでもいいかもしれないわね。三次元あつちの世界と──二次元こつちの世界の、均きん衡こうを守る役目を担になっているわ。時々、グラフが通る扉を開いたりしてね」

「そうだ──さっきも、そう言ってましたね。グラフを向こうへ送っているのも私だ、って。っていうこと、は……えっと……」

　言葉を続けようとして、あたしは口ごもり、代わりにオリヒメさんがそれを口にする。

「私が、全ての元げん凶きようじゃないかって？」

「……す、すいません」

「気にしないで、そう思うのは自然だもの。理由はどうあれ、結果を見ればそうなるわ」

　少し困ったように微笑ほほえむオリヒメさん。

「あの……っていうことは、扉……あたしたちは『窓』って呼んでますけど、それを開く理由があるってことですか？」

「あら、嬉しい解かい釈しやく──そして正解よ。そうね……端たん的てきに言えば、容量が足りないの」

「……容量？」

「うん。容量──例えば、三次元の世界にも色々と容量はあるでしょう？」

　それは、もちろんあると頷うなずく。身近なところじゃコップとか、ペットボトルとか……。

「住める人の容量だって、あるわよね」

「それを容量と言うのは、ちょっと違い和わ感かんがありますけど──ありますね」

　答えつつ、あたしにはなんとなく読めてきた。

　オリヒメさんが、何を言いたいのか。

「──グラフのいられる場所が、足りてないんですか？」

「正解」

　オリヒメさんが、嬉しそうに頷く。

「グラフが貴女あなたたち──人の想像から生まれるものであることは知ってる？」

「一応は──中でも、細部の詰つめが甘い、未完成な想像がグラフと化す、っていう話は聞いていますけど」

　中ちゆう途と半はん端ぱに練られて使われなかったネタから、机の端はしの落書きまで。

　ありとあらゆる、未完成品、不完全なもの──それらが動き出したものが、グラフ。

「うんうん、そんな感じ。けどね、人の想像力って無限大に近いのよ」

　ほとほと困ったと言わんばかりに、頰ほおに手を当て遠くを眺ながめる。

「生まれたグラフが最初に降り立つ世界──二次元側にも、当然容量があったのよ。決して、そこが狭せまいわけじゃないのよ？　ただ、次から次へと生み出されるグラフたちに、徐々に世界が、容量が、圧あつ迫ぱくされてきちゃってね」

「……あまり聞きたくはないですけど、グラフの容量を超えちゃったら……一体、どうなるんですか？」

「二次元あつちの世界が滅ほろびるんじゃないかしら。イメージとしては風船かな。ぱーん、って破は裂れつするみたいな。ただ、既すでに密接に関係している世界の、片方が壊こわれちゃうとなると……三次元側への悪あく影えい響きようは計り知れないわね。一番ありそうなのは、二次元側に生まれるはずのグラフがそのまま三次元に生まれちゃうとかかしら」

　話を聞いて、あたしは──例え方はあれだけど、ゴミ袋ぶくろみたいなものかな、と解釈。

　未完成品を捨てるゴミ袋がある。けどそのゴミ袋の容量を超えるゴミを詰め込んじゃった結果、ゴミ袋に穴が空いてしまう。本来分わけられるはずのゴミが、その穴から漏もれてしまって──分けられなく、なってしまうということ。

　グラフが跋ばつ扈こする世界──そんな、危ない世界になってしまうということ。

「まあ、だからそうならないための私──目付役ね」

「……グラフの抜け道である『窓』を出現させることで、二次元側にいるグラフの数を減らしていたってことですか？」

「あら──聡そう明めいね、口原さん。その通りよ」

　出来のいい生徒を見るようにそう言われて、ちょっと嬉うれしかった……けど。

「あれ？　でも、撃げき退たいしたら二次元側に戻っちゃうから、意味ないんじゃ──」

「その場合は、復活するまで薄うすっぺらくなってるから、どっちみち場所は稼かせげるのよ。まあ、確かに根本的な解決にはならないけどね」

　オリヒメさんが、肩かたを竦すくめる。

「じゃあ、最近やたらとセカンドハーフの数が増えていたのは──」

「結構危ないところまで来てたから、ペースを上げていたのよ──でも、初期に比べれば大だい丈じよう夫ぶだと信じていたわ」

　くすり、と笑ったオリヒメさんに、こう訊きくのもどうかとは思うけど、訊たずねる。

「あの──グラフって、なんで三次元側を目指すんですか？」

　完成するため──と一口に言うけど、それを目指すなら他にもやり方があったんじゃないのかな、と侵しん略りやくされる側からすれば思わざるを得ない。

　それに対してオリヒメさんは真ま面じ目めな顔で──

「……グラフも、あんなのでも生き物みたいなものだから、本能的に考えるのよ。消えたくない、忘れられたくない──不完全なままで、いたくないって。まず、それが一つ」

　そしてもう一つ──と、静かに口にした。

「それが、グラフに求められた願いだからよ」

「……願い？」

「グラフに限った話じゃないわね──グラフの生まれる二次元側の世界だって、セカンドハーフだって、全てはたった一つの、純じゆん粋すいな願いから生まれたものだもの」

　どういうことなんだろう……願いから生まれた？　誰だれの？　どうして？

　考え込むあたしに、オリヒメさんはヒントを与あたえる。

「──私の名前、そして服。あなたはさっき、それを思い浮うかべたんじゃないかしら」

　──オリヒメという名前。星空模様の羽は衣ごろも、天の川を思わせる帯。

　────セカンドハーフが出現した日。

　──────七月、七日。七夕。

　そして、願い？　七夕の……願いご、と？

「ま、さか──」

「誰かが、それを願ったのよ──あの日の夜に、小さな短冊に願いを込めて、星の空へと

　祈いのりを捧ささげた」

　ある考えに至り、目を見開いたあたしに、オリヒメさんは答えを告げる。




「──『そうぞうしたものが、ほんものになりますように』ってね」




　　　　◇◇◇

　七夕の夜に、短冊に願いを書き、ひもを通して笹ささの枝に括くくりつける──日本の伝統行事だし、あたしも昔は確かによくやったけど。

「そんな──そんなことが、あるんですか!?　七夕に願いが叶かなえられるなんて、おとぎ話とかおまじないみたいなものじゃ……」

「さぁ──何十年かに一度、星が本当の力を発揮する位置条件とかが整ったとか、そんな感じじゃないかしら？　私だって証しよう拠ことかはないし、否定されたら何も言えないけどね」

　……だったら、いったんそれはそれとして納なつ得とくするしかない。

「まあ、そんな誰かの願いを本気で叶えようとして、神様だかお星様だかは分からないけど、世界に新しい法則を練りこんだのね」

　──それが、グラフの生まれるシステム。そして、セカンドハーフ。

「グラフが三次元を目指すのは、『ほんものになりますように』って願いの結果生まれているからよ。そして全てが、彼らを現実化するために用意されていった。その過程で、この立ち位置に選ばれたのが私、オリヒメよ──元々は、私もグラフだったんだけどね」

　最後の一言に、少なからずあたしは驚おどろく──欠けている部分なんて、見られないけど。

「欠けている部分がなくなっているのは、選ばれたときに与えられた力に、強制的に埋うめられたからよ。この空間の創成能力や現状の世界に至るまでの雑な経けい緯い、そしてその他諸もろ々もろ。それらの象しよう徴ちようが、多分この羽衣と帯ね。グラフだった頃ころは、こんなもの無かったもの」

　ふわり、と浮かんでいる帯を指でなぞりながら言う。

「ちなみに、扉とびらを創る能力は自前よ。案外、そのあたりが選ばれた理由かもしれないわ」

　それでね、とノってきたように続けるオリヒメさん。すごく楽しそうだ……。

「選ばれた直後に、まずやらなきゃいけなかったのが、人の側に、グラフに対たい抗こうしうる力を与えることだったの。じゃないとバランスが取れないからね。そこで一体の高い知能を持つグラフをここに連れてきて、話をしたのよ。人の側についてほしい、ってね」

「話……通じたんですか？　グラフって、てっきり暴れるばかりだと思ってました」

「人間だって、暴力的な人ばかりじゃないでしょう？　そんな人類の想像から生まれる存在だもの、グラフだって同じことよ。結果、彼はあれこれ言いながらも引き受けてくれたわ。それから、彼の他、知能を持たない七体のグラフとともに、あちら側へ送りこんだというわけ」

　じゃあ、『英えい雄ゆう』の〈禁術教典マビノギオン〉、それの基になってるグラフが、オリヒメさんの言う彼なのかな？

　ともあれ──あの七夕の日の衝しよう撃げきの真実を聞いてしまい、頭がオーバーヒートを起こしそうだ。そんな様子のあたしを見てか、オリヒメさんが焦あせったように口にする。

「あ……訊かれてもないことをぺらぺらと喋しやべっちゃったわね。ごめんなさいね、まともに話ができる機会ってあんまりないから」

「い、いえ……確かに衝撃の連続ではありましたけど」

　まさか根幹に関かかわる話をあたしが聞くことになろうとは夢にも思わなかったからね。

「……そうだ、女王クイーンに会ったって言ってましたよね。じゃあオリヒメさんも、今回の襲しゆう撃げきに一枚嚙かんでるんですか？」

　あたしは彼女にそう訊ねる。あの普ふ段だんと違ちがうセカンドハーフは、彼女が何かをしたからじゃないかと思って。

「そりゃあね。むしろ話を持ち掛かけたのは私の方だし」

　悪びれた風もなく、彼女はしれっと答えた。

「……そうだったんですか？」

「そうなの。グラフがほんっとうに容量ギリギリのところまで来ててね──それこそ、小出しにしてちゃ間に合わないぐらいに。だから普段は顔を出さないんだけど、向こう側へ大量のグラフを引き連れていく気はないか、って直接女じよ王おうに打だ診しんしたのよ。そうするなら、扉を少し変質させて、あっちへ直じかに出してあげるから、ってね」

　おかげで、かなり場所が取れたわ──とほくほく顔である。

「……あ、怒おこっちゃった？」

「い、いえ──仕方がないとは思います」

　それで三次元側にグラフが直で出ちゃうようになっても大変だし。

「ありがと。って言っても、まあ、バランスを保つためなら、私は割と何でもするんだけどね」

　さらりと恐おそろしいことを言ってから。

「それに──そろそろ、頃ころ合あいだとも思ったしね」

「頃合い？」

「ええ」

　ふわり、と空中で再び帯が円を描えがく。そこに映し出されたのは、人とグラフが鎬しのぎを削けずる、三次元側の戦せん闘とう映像──

「──彼女の軍勢がそっちを襲おそったとしても、貴女あなたたちならきっと大丈夫。そう信じていたからこそ、私は彼女に話を持ち掛けたんだから」

　　　　◆◆◆

　第二次防衛ラインの、外周近くで。

「──水みな瀬せ！」

「分かっている！」

　呼びかけた籠かご目めに私はそう返し、〈天水創造レイニーワークス〉で増ぞう殖しよくグラフを殲せん滅めつしていく。しかし──やはり、厄やつ介かいな相手だな。数を減らすことは出来るものの、少し蠢うごめくとその穴が修復される。減った感じが微み塵じんもしないあたり、腹立たしい。

　支部の方も襲われたそうだが、向こうは向こうでなんとか凌しのいでもらう他ほかない。さすがにいまは手が足りん──

「もー、キリないよね？」

「ぼやいたってしゃーねぇだろ。まあ、あの連中がイレイザーの妨ぼう害がいしかしてないってのがせめてもの救いだけどな──増殖グラフがラインの外に出ちまったら収拾つかねぇぞ」

　基もと羽ばねさんがそう言った直後、全員の通信機から呼び出し音がかかった。

『聞こえるかてめーら、封ふう印いん班の心こころ明日香あすかだ』

　これは意外なものだな──封印班筆頭の心明日香からとは。

『その増殖グラフ、封印の準備は完かん了りようした。つっても、本体を見つける必要はねぇ──障しよう壁へきやら結界やら張れる奴やつらは全員張れ。その後、全員せーのの範はん囲い攻こう撃げきで一気に数を減らすんだ。その大量の状態をベースに完成させたから、数を減らせばダメージ扱あつかいになる！　あとでアタシが合図を出すから、準備急げよ！』

　私に指図するとは、何様のつもりだ──と、思わなくもなかったが、この局面をひっくり返せるというのなら是ぜ非ひもない。

「──いいだろう！　籠目、私は一いつ斉せい射しや撃げきの準備に入る。グラフに邪じや魔まをさせるなよ」

「分かったよ。君を守っておけばいいんだろ──っと、言った傍そばから！」

　グズグズになった防衛ラインを突とつ破ぱしてきた、体長三メートルはあろうかというグラフ──片耳と脇わき腹ばらの欠けた巨きよ狼ろうが、私たちへと向かってきた。

　籠目が簡易兵装の剣けんを抜ぬき放はなつのを横目に見ながら、私は雲の生成に入る。

「〈禁糸雀カナリエル〉！」

　叫さけぶや否いなや、金色の小鳥が五羽、籠目の周囲に出現──うち三羽が、巨狼を囲い込むように旋せん回かいし、接近する。

　籠目のグラフィティ〈禁糸雀カナリエル〉──羽と尾おから糸の伸のびた小鳥を生み出す。その真価は、糸に触ふれた相手の能力を封印するもの。

　封印系の能力は数が少ないが──私が知る限り、その中でも籠目のグラフィティは最も弱いと言えるだろう。糸が触れる前に小鳥が潰つぶされればそれまで、糸を巻き付けたとしても強度はなく、軽いから、払はらわれてしまえばそれまでだ。

　自分へ向かう小鳥を見た巨狼が、動きを見せた。一いつ瞬しゆんで尾の先せん端たんが鎌かまのように鋭するどくなり、鞭むちのように振ふるわれる。三羽の小鳥は、その糸を届かせることなく斬きり払われた。

「ふっ──」

　しかし籠目は怯ひるむことなく、巨狼へ向かって走り出す。敵を認にん識しきした巨狼は、頭を低くし、腰こしを持ち上げた体勢から、籠目へと再び尾を振るう。

「……っ！」

　横よこ薙なぎの一いち撃げき。まともに喰くらえば体が上と下に切断されるような一撃──だが籠目は、剣を構えながら跳とぶことで、金属音を鳴らしながらその回かい避ひに成功する。剣で鞭を受け流しつつ、それを軸じくにして鞭を飛とび越こえたのだ。ふむ、身体能力・土ど壇たん場ばでそれをやってのける胆たん力りよくは、認めざるを得んな。

　着地した籠目が、再び巨狼へ足を踏ふみ出す。巨狼はもう一発、とばかりに身構えるが──鞭は、振るわれない。

　身を硬かたくする巨狼の前でさらなる変化──籠目の姿が搔かき消えた。

　標的を見失い、警けい戒かいするように巨狼が唸うなり声ごえを上げるが、巨狼の右前足が斬り飛ばされる。瞬またたく間まに、左の前足も斬り飛ばされた。

　そして一瞬の間を置いて──

「──はぁあっ！」

　空中からの裂れつ帛ぱくの気合と共に、体勢を崩くずした巨狼の首が刎はね飛ばされた。程ほどなくして、巨狼の体が粒りゆう子しとなって卵の方向へと飛んでいく。

「ふぅ……よし」

　虚こ空くうから現れた金の小鳥、その真下に籠目が現れる。

「お疲つかれさん、籠目。ナイスだったぜ」

「いや、基羽さんの〈海月龍インビジブル〉あってこそです」

「純じゆんちゃん、やったねーっ！」

　少し離はなれた場所から、〈擬心暗鬼グラジエーター〉でグラフと戦っている織おり倉くらが賞賛の言葉を飛ばした。

　基羽さんのグラフィティ〈海月龍インビジブル〉は、透とう明めい化のグラフィティ──触れたものと、触れたものに触れたものをも透明化する能力だそうだ。

　──最初の巨狼の一撃を躱かわした直後に、基羽さんのグラフィティ〈海月龍インビジブル〉で姿を消していた〈禁糸雀カナリエル〉が、巨狼に糸を巻き付ける。能力を封ふうじられたことに気付いて狼ろう狽ばいした巨狼の隙すきを突ついて、透明な状態で糸を巻き付け終わった〈禁糸雀カナリエル〉が籠目に接せつ触しよく──姿を消した籠目が接近、剣で巨狼を仕留めた、とそんなところか。

　なるほど、コンビネーションはなかなかだ。力がなくとも、戦い方はある──か。笹ささ宮みやの奴が言いそうなことを、ふと思おもい浮うかべた。

　しかし、合図はまだか？　私はもうとっくに準備ができて──

『そろそろか。てめーら、準備は出来てんな？』

　などと思っていると、柄がらの悪い声が通信機から響ひびいてくる。私はそれを聞いて笑えみを深め、織倉・籠目・基羽さんの三人は、私の作った雲の下から逃のがれるように距きよ離りを置く。

『それじゃあ行くぞ──せぇーのぉっ！』

「──〈天水創造レイニーワークス〉！」

　声かけと共に、空の雲から雨を降らせる。範囲内にイレイザーがいることも考こう慮りよに入れ、威い力りよくは中程度──並の防ぼう御ぎよ法があれば防げる程度の威力だ。

　それでも、増殖グラフの数は見る見るうちに減っていく。

　私の雨の音に混じり、他方からも爆ばく音おんやら何かが崩ほう落らくする音やらが響いてくる。各おの々おの、攻撃を行っているのだろう。

　程なくして──攻撃を逃れ、生き残っていた増殖グラフが動きを止める。

　奴らの体が一いつ斉せいに光の粒子となり、空へ向かって立ち上る──それらは、一点目がけて飛んでいく。心の持つ禁書の下へと向かったのだろう。

『っし、お疲れー……でも邪魔がなくなっただけだ、まだ油断すんじゃねーぞ？　グラフはまだ、わんさか出てきてるみたいだかんな！』

　心の通信が、それで終しゆう了りようして──直後に、別の一斉通信が入った。

『イ……イザー各……すか、イレイ……各位、聞こえますか』

　途と切ぎれ途切れだった音声が、徐じよ々じよに聞こえるようになっていく。

『こちら支部。イレイザー各位、聞こえますか』

　その声は、中なか滝たきさんのものだった──支部？　支部の観測室は放ほう棄きしたんじゃなかったのか？　という疑問を他所よそに、中滝さんは喋しやべり続ける。

『支部を襲っていたグラフを撃げき退たいしました──機器が破損しているため情報支し援えんは変わらずできませんが、こちらのことは気にせず、戦闘を続けてください！』

「!?」

　それを聞き、私は素す直なおに驚おどろいた──支部を襲っていたグラフが、撃退された？　戦えるイレイザーなど支部には残っていないと思っていたが……誰だれかがグラフィティを得て始末したのか？　ズブの素人しろうとがグラフに勝てるぐらいだというのなら、相当強力なグラフィティを得たのだろう。

　驚き、推測する私をよそに、織倉なんぞは「すごいすごい！」とはしゃいでいる。それにところどころから聞こえる鬨ときの声こえ……イレイザー側の士気が、多少上がったか？

　さらに、立て続けに一斉通信が入る。今度は誰だ？

『あー、もしもし……一級イレイザーの八や神がみ春はる真まだけど』

　それを聞いた全員が、頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべる。こんなタイミングでなんだ？

　私は通信機を操作し、疑問を口にする。

「かの『英えい雄ゆう』がこんな時に何の用だ？　こっちはいま忙いそがしいんだがな」

「バッ……!?」

　籠目が黙だまってろと言わんばかりに目を剝むく。何をそんなに慌あわてている──用を訊たずねただけだろうに。

『ハハッ、手厳しいねェ……そう邪じや険けんにしてくれんなヨ、手助けしようってんダ』

　返ってきた声は、『英雄』ではなくグラフィティ──〈禁術教典マビノギオン〉のもの。どことなく耳みみ障ざわりで、私はこいつの声が嫌きらいだったりする。

「手助けだと？」

『ああ……遅おそくなって悪かったな。なにぶん距離があるもんだからさ──』

　と、その時。

　ジェット機が接近するような音がして──突とつ然ぜんの突とつ風ぷうに、私の髪かみがたなびいた。見上げれば、巨きよ大だいな蝙蝠こうもりのような翼つばさを広げた竜りゆうが上空を通過し、やや減速しながら防衛ラインの中間上を旋回する。

　和歌山本部には竜を呼び出すイレイザーがいると聞いたことがあったが──まさか、あれがそうか。上空を旋回する竜の背から、等とう間かん隔かくでいくつかの人ひと影かげが飛び降りる。




『遅おくればせながら、おれたちもこっちの戦いに加勢させてもらうよ』




　最後に飛び降りたその男は、跳はねの酷ひどい癖くせっ毛と、どこかのんきな表情で、大きな本を脇わきに抱かかえてやってきた。

　その男は、人類初のイレイザー──通つう称しよう『英雄』、八神春真！

「ふん、加勢とは言うが──本部の方はいいのか？」

『ハッハァ、あっちにゃ誰がいると思ってんダ？』

『グラフの殲滅だけなら、千ち尋ひろ一人がいれば問題ないからねぇ……』

　しみじみと『英雄』が呟つぶやいた。

　千尋──柊ひいらぎ千尋。見たもの全すべてをガラスに変える『魔ま女じよ』。確かに、奴がいれば問題ないだろうな。

『それに、ほら。そもそもの元げん凶きようである女王クイーンがこっちに来てんなら、戦力をこっちに集中させるのは自然だろ？』

　って感じで、と『英雄』が言う。

『女王クイーンの軍勢、一気に片付けにかかろうかね。銀を差し置いて指揮するのもどうかとは思うから、おれは逐ちく一いち情報を流す。みんなには、それを基にグラフに対応してほしい』

『さぁおめェら気張ってけヨ？　こっから一気に盛り返してこうゼェ！』

　戦場の各所から、再び鬨の声が上がる。

　こちらの士気が、どんどん高まっていく──

　　　　◆◆◆

「──ね、大だい丈じよう夫ぶそうでしょ？」

　映し出された映像を見てオリヒメさんが笑うけど、あたしは笑えなかった。

「戻もどらなきゃ」

　みんなが戦ってる姿を見て、あたしは──思わず、そう呟いていた。

「お願い、オリヒメさん。あたしと銀先せん輩ぱいを、あっちへ帰してください」

「あら──戦意に火を着けちゃったかしら？」

　まっすぐに目を見るあたしに、彼女は笑いかける。

　──あたしが戻ったからって言って、戦せん況きようが劇的に変化するわけじゃない。銀先輩が戻れば、そりゃ戦力差はひっくり返ると思うけど。

　それでも、ここでただ話をしているだけなんて、誰かが許してくれてもあたしが許せない。

　だから。

「──そうね、そろそろ……あっちも頃ころ合あいかしら」

　映像の向こうに映る女王クイーンを意味深に眺ながめたあとで、彼女は右手を持ち上げて、何かを摑つかんで引っ張るような動きを見せる。

　なんだろう？　と思っていると──オリヒメさんは、にやぁっと笑った。……嫌いやな予感しかしない──あれ、絶対悪いこと考えてる顔だよ。

「それじゃあ、お待ちかね──お迎むかえの王子様を呼んであげるわ」

　直後。

「!?」

　扉とびらどころか窓すらない真っ白な壁かべから、銀先輩が現れた。

　　　　◆◆◆

「──は？」

　グラフだらけの空間を潜くぐり続けていたら、突然真っ白な空間に引っ張りこまれた。あまりに急激な環かん境きようの変化に思わず間ま抜ぬけな声を上げたけど。

「し、銀先輩!?」

　──ずっと捜さがし続けていた奴やつの姿を見て、その辺の疑問も吹ふき飛とんだ。

「琴音!?　琴音だな!?　大丈夫か!?」

　言いながら詰つめ寄より、琴音を観察した。傷らしい傷は……ないな!?

「え、えぇと……は、はい、大丈夫……ですっ!?」

　……？　琴音の驚く声が耳元で聞こえて、少し遅れて腕うでとか体とかがなんかあったかいことに疑問を感じ。

「……し……しろが、ね、せん……ぱい？」

　──俺が琴音を抱だきしめていることに気付いたのは、その二秒後のことだった。

「──あっ……わ、悪い！」

「……ぃ……いぇ……」

　ぱっ、と腕を離して、琴音から一歩離れる。琴音は、顔をなんの比ひ喩ゆでもなくリンゴのように赤くして、目をぐるぐると渦うず巻まかせている。口元なんかあわあわさせちゃってるし……なんか可愛かわいいな。じゃなくて。

　……俺ってば何やっちゃってんの？　……琴音が大した怪け我がもなく生きてて、嬉うれしかったんだろうか。やらかしてしまったことに対して、あとからあとから恥はずかしさが頭に昇のぼってきて、俺も少し照れる。

「あらあら、そんなに照れなくてもいいのに」

　そんな俺たちの微び妙みような空気に割り込んだ声。

　そこに立っていたのは、浴衣ゆかたの上に星空模様の羽は衣ごろもを着ている、女だった。

　……なぜか、ものっすごいニヤニヤしているんだが。これはあれだぞ、萌もえの対象を見つけた時のみよりさんと同じような表情だぞ。いかん、警けい戒かい心しんより先に羞しゆう恥ち心しんが立ってきた。恥ずかしさを紛まぎらすために琴音に訊ねる。

「……琴音、あれ誰だ？」

「あ、えと……オリヒメさんって言って……その、敵とかではないです。あたしをここへ呼んでくれた人ですから」

　俺の顔を見ないままに、琴音はそう教えてくれた。恥ずかしさがあとを引いているのかもしれない。そうであってほしい。助けに来たと思ったらいきなりセクハラかましてきた変態とか思われてたら、俺は泣かないまでもこの先三年ぐらい引きずりそうだから。

　それはさておき──あんまりさておきたくないけど、さておき。

「ってことは、俺をここへ連れ込んだのもあんたか？」

「そうよ──あぁ、でもちょっと待って。問答が始まると長くなっちゃうからね」

　口を開こうとした俺の機先を制して彼女は言う。

「あなたが気になることは、大体口原さんに話したわ。全部終わったあとにでも、ゆっくり聞くといいけど──いまは向こうに帰った方がいいわ。彼女にだって、奥の手がないわけじゃないんだから」

「彼女？」

　すぃ、とオリヒメとやらが指さした先には、星空模様の帯が作った円──その中に映る、女王クイーンの姿。これ──三次元向こう側の映像か？　本当になんなんだ、こいつ？

「簡単に言うと、私は向こうへの扉……貴方あなたたちが言うところの『窓』を開くことができるの。いまから一つ作ってあげるから、それを通っていけばグラフに遭あわずに戦場へ帰れるわ」

「……琴音、信じていいんだな？」

　……出会って間もない、謎なぞの存在の言葉を鵜う吞のみにするわけにはいかないけど。

　──琴音の言葉なら、俺は信じられる。

　果たして、琴音の返事は──

「は……はい。たぶん、大丈夫だと思います」

「……ん、そっか。じゃあ、よろしく頼たのむ」

「あらあら、口原さんの一言であっさりと……随ずい分ぶん信しん頼らいしてるのね」

「まぁ、俺のかわ……」

　可愛い一番弟で子し。そう言おうとして、なぜか言葉に詰まってしまった。

　いや、なぜかって言うか……単に、恥ずかしくなったからだ。本当、何だってんだ。ついこの間まで普ふ通つうに詰まらずに言えてたろうが。

　とはいえ、変に詰まったままなのもあれだな……よし。

「可愛い、一番弟子だしな」

　言い切った途と端たん、ぼっ、と琴音の方から聞こえた気がした。いつも人に可愛い一番弟子って紹しよう介かいすると決まって琴音は顔を赤くするし、最近ではその様子を楽しむ余よ裕ゆうもあったはずなんだけど、なんだろう。いまは琴音の赤くなった顔を直視できない。

　さっき、抱きしめちまったせいだろうか。

「……ふふっ、見せつけてくれるわね」

「からかわないでくれ……ああ、それと……」

　俺は、オリヒメへ頭を下げる。

「ごめん、礼が遅れた──琴音を助けてくれて、ありがとう」

「……ふふふっ、本当に大事にされてるのね、口原さん？」

「ひぇっ!?　あ、えと……うぅ……」

　琴音が顔を赤くしたまま、俺をちらちらと見てくる──と、そこで気づいたように琴音が声を上げる。

「し、銀先輩!?　銀先輩の方こそあちこち傷だらけじゃないですか!?」

　琴音の言う通り──俺の制服はあちこちが擦すり切れていたり破れたりしていた。

「あぁ……途と中ちゆうでやたら強いのが邪じや魔ましてきてな。お前を巻き込むかもって思ったら七聖剣けんも使えないし──まあ、いつもの六本だけで倒たおしてきたけど」

「だ、大丈夫なんですか？」

「へーきへーき。かすり傷みたいなのばっかりだからさ」

　……その六本でも、無傷で勝つことは……いまにして思えば、出来たんだろう。ただ、やっぱ琴音がヤバいって焦あせってたんだろうな──ああ、やれやれ。俺もまだまだだね。

「それに──あ、いや、やっぱいまのなしな」

「？」

　それに、琴音を救うためなら、このぐらいどうってことないとは、さすがに言えなかった。口にするにはちと恥ずかしすぎるし。

「──オリヒメ、扉はできたか？」

「ええ、ちょうど完成よ」

　真っ白な壁に、虹にじ色いろの楕だ円えんが現れる。グラフが出現するセカンドハーフ内で見られている、『窓』──まさかこれの中に飛び込んだ上に、『窓』で帰る日がこようとはな。

「よし──行くぞ、琴音」

「は、はい！」

「あ、ちょっと待って」

　扉に足を踏ふみ入れようとした俺たちを、オリヒメが呼び止めた。

「──口原さん、ありがとう。おかげで随ずい分ぶん楽しい時間を過ごせたわ」

「いえ……こちらこそ、助けてくれて、ありがとうございました」

　どういたしまして、と返してから、オリヒメは指を一本立てて続ける。

「今回の女王クイーンの件のお詫わびがてら、お話に付き合ってくれたお礼に──一つ、貴女あなたにプレゼントをあげるわ」

　プレゼント？　と怪け訝げんな表情を浮うかべた俺たちに、彼女は言う。

　とっておきのサプライズを用意した、少女のような満面の笑えみで、琴音の手を取って。




「女じよ王おうだけに力を貸すなんて、さすがにフェアじゃないものね」








第五章　『絶剣の銀皇オーバーロード』と『絶対領域』






　──ふむ。

　妾わらわは卵の真上で宙に浮かびながら、大おお雑ざつ把ぱな戦せん況きようと空気を眺め、読む。

　どうやら、門番側が優位に立ってきたようだの──かの増ぞう殖しよく術を持つ同胞はらからが封ふうじられた以上、彼奴きやつらが調子を取とり戻もどすのは時間の問題とは想定しておったが。

　しかし──彼奴らの拠きよ点てんを潰つぶしきれなかったのは、想定外であった。よもや、あちらにも戦える者を残しておったとはな。

　さらに、他ほかの場所から援えん軍ぐんまで来たようだの……既すでに飛び去ってしまったが、先刻の援軍を運うん搬ぱんしてきた竜りゆう、あれは良いものだ──妾専用の乗り物にしたいぐらいだ。妾の配下には、斯か様ように完かん璧ぺきな姿を持つ者などおらんのでな。実に羨うらやましい。

　門番どもは、妾たちに対して優位に立った気でいる。邪じや魔ま者ものが消え、拠きよ点てん襲しゆう撃げきという憂うれいが消え、そして想定外にやってきた援軍。これで士気が上がらぬはずがない。

　つまり、そろそろ頃合いということだな。

　──ん？

　死角から何かが迫せまっている──そう気付いた直後、妾に付き従う同胞、液状の盾たてが広がり、それを防いだ。

　炎ほのおのようなものであったらしく、一いつ瞬しゆん空気に熱が混じる。

「何者だ？」

　盾がしゅるん、と液状に戻ったあと──見下ろした先に立つ人ひと影かげへと問う。

「やぁ。あんたが女王クイーンだね」

　妾が問うておるというのに、その不届き者は無視しおった。

　見るからに腑ふ抜ぬけておる顔をした男で、手に巨きよ大だいな書を持っている。

　そうか、こやつが──噂うわさに聞いた、『英えい雄ゆう』とやらか。この地にはおらんと聞いておったから、先の援軍の中の一人と見るのが妥だ当とうか。一人で来たのは、仲間が支配されるのを避さけるためであろうな。

『わざわざ訊たずねるまでもねェだろうガ、ハルマ』

　そして本から流れる声。創造主どもに余計な知ち恵えを吹き込んだ、裏切者。

「そうだね。見るからに王族、って恰かつ好こうしてるもんな、クロウ」

『オレが言ってんのァ事前に写真見たから知ってんだろって話だったんだガ……』

　……しかし、『英雄』などという通つう称しようから来るイメージとは、随分かけ離はなれた会話だ。

「『英雄』などという通り名を聞いておったから、どんな精せい悍かんな男かと思えば──これはとんだ道どう化けだったの」

「あっはっは、ご期待に添そえず申し訳ないね……自分で名乗ったわけじゃないんだから許してほしいもんだけど」

『ケッ、それよりもテメェいまの状じよう況きよう理解できてんのかヨ？　支配能力除けば大した戦せん闘とう力も持ってねェくせして随ずい分ぶん余よ裕ゆうじゃねェカ』

「裏切者がよぅ喋しやべるわ──妾は生まれついての女じよ王おうぞ。支配力以外に何がいる？」

　妾は顎あごを上げ、彼奴らを見下し。

「妾相手に一人で来たその蛮ばん勇ゆう──いまに後こう悔かいさせてやろう」

　妾は、配下に指示を出す。

「だが──どうだ？　先ほど其方そなたらを乗せて現れた竜、あれを使い手ごと差し出すというなら、極きよつ刑けいは許してやらんでもないが？」

　半ば本気で訊ねてみた。御ぎよ者しや付きの竜、妾が乗るに実に相応ふさわしい。

「……女王サマも面おも白しろい冗じよう談だんを口にするんだね」

　だが『英雄』は、押し殺したような口調で言う。

「──まさか、おれが仲間を売るとでも思ってんのかな？」

　同時、『英雄』が持つ書がパラパラとひとりでに捲めくれ、静止したかと思うと、奴やつの周囲をいくつもの炎の矢が舞まい始める。先の攻こう撃げきは、これだったか。

「ふん──交こう渉しよう決けつ裂れつか。ならば仕方ない、汝なんじを仕留めたあとで竜の御者は妾が直じき々じきに迎むかえに行ってやるとしよう」

「行かせるとでも──」

『──思ってんのカァ!?』

　書を持たぬ右手を『英雄』が振ふるうと、周囲の火の矢が、蜂はちのように複雑な動きを見せながら八方より迫りくる。

　盾が広がり、迫る順に矢を防いでいく。しかしそれを防ぎきる前に、上で光が弾はじける──空気に轟とどろくこの音からして、雷かみなりでも落としたか。

　だが、紫し電でんの蛇へびが妾を吞のむより早く、盾が妾の上部へ回り込み、雷を退ける。かと思えば、次は下から地面が隆りゆう起きし、鈍にび色いろの尖せん塔とうが妾を貫つらぬこうと迫る。

　やれやれ、輪を飛ばす隙すきもないな。全方位を囲ませて防ぼう御ぎよするのも容易たやすいが──相手の姿が見えん状態では何を仕し掛かけられるか分かったものではない。相手が透とう明めいでもない限りは、安易に防御に走るのは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。

　盾が下方へ移動──コンクリートの尖塔を防いだ。

「はぁー……やっぱ簡単には倒れてくれないね」

『ったりめぇだろうガ。戦闘力自体は皆かい無むだが、セカハンだったら一キロ級だゼ？』

「ふん、其方らごときが妾を評価しようというのか？　無礼千せん万ばんである」

『つぅか、面めん倒どうなのは盾の方だろがヨ。女王クイーンはほとんど動いちゃいねェゾ』

「じゃあ、まずは盾の方から行こうか！」

　妾の言葉を無視して、どう攻せめるかを決めたらしい。

　つくづく、無礼な奴らよの──む？

「ふぅ──」

　短く息を吐はいた『英雄』の周囲を、今度は風が取り巻いていく。

　その風が止やんだかと思うと、妾へ向かって弾だん丸がんのような何かが飛んでくる──それが何かを確かく認にんする前に盾が視界を遮さえぎるが、着ちやく弾だん直後に風が吹ふき荒あれた。風を圧縮した弾丸か。

　次いで下から迫るのは、先刻防いだ火の矢。まさかこの程度で妾がやられるとでも思うておるのか──と、盾が回り込む瞬しゆん間かんに、妾は見た。

　火の玉へ向かって、横から風の弾丸が衝しよう突とつしたのを──そして。

　先刻までとは桁けた違ちがいの爆ばく発はつが発生したのを、盾たて越ごしに衝しよう撃げきで感じ取った。

　炎えん熱ねつが盾を回り込んでなお届くほどの威い力りよく──明らかに、さっきまでとは違ちがう。

「ただの相乗効果──にしては、規模が大きすぎるの」

　つまり、彼奴の術式にはそういう効果があるということか。

　特定の術同士を組み合わせることで、威力が引き上げられていく。

「──なるほど、道化だけあって多芸なことよ！」

「別に道化だって言った覚えはないけど──喋ってるなんて余よ裕ゆうだな。次の一手で、その盾消し飛ばすぞ？」

　本から光が溢あふれ、『英雄』の周りに浮かぶ複数の水球。

　それが左右に分かれ、妾を挟はさみ撃うちする軌き道どうを描えがいたが、威力があろうとただの水球──妾の盾に防がれて、飛び散る。が──先の経験から、次の手に注意を払はらう。

　先刻から、奴は一いち撃げきごとに方向を変えてきておる──ならば次は？

　──妾の真下で、地面がメキ、と音を立てる。

「下か！」

　瞬間、飛び出す尖塔。先と違い、石の塔とうではなく土の塔だったが。あの程度ならば盾で防ぐことも容易い。

　しかし、先に防ぎ、飛び散った水が土の尖塔に触ふれ、吸収される。

　途と端たん、土の塔の伸のびる速度が上じよう昇しよう、さらに先せん端たんが無数に枝分かれした。色も暗あん褐かつ色しよくになり、明らかに威力が増しているのが分かる。

「ちっ！」

　舌打ち一つ残して、盾の後ろから抜ぬける。

　案の定──雨女の攻撃以来破られていなかった盾が、威力を増した土の矛ほこに貫き通された。あのまま盾の後ろにいたならば、妾も串くし刺ざしになっておったろうな。

　だが、その盾は液状にもなる──硬こう化かした状態であれだけ串刺しにされたのだ、少なからずダメージもあろうが、まだ盾としては機能す──

「まだまだ！」

　妾の思考を遮る『英雄』の声。即そく座ざに、空に閃ひらめく光──雷が落とされる。

　ただし、妾ではなく。

　盾を貫いた、土の矛にである。

　避ひ雷らい針しんに落ちるように、雷が土の矛に接せつ触しよくしたその瞬間──土の塔から莫ばく大だいな量の雷が溢れ出した。それはとどまるところを知らず、天まで立ち上る柱となって、ようやく光を収めた。……中の水に反応したのか？　連れん鎖さするごとに強くなると見るのが妥当か。

　抜け出す間もなく雷の柱に巻き込まれた盾は、どうやら消しよう滅めつしてしまったらしい──近くの卵へと、光の粒りゆう子しが吸いこまれていった。

　ふん、何が一手だ──三回攻撃しておるではないか。

「さぁ──これで盾はなくなった！」

『詰つみってやつだゼ、女王クイーン！』

　そして妾へと、火の矢と水の球を放ってくる。なるほど、あれが直ちよく撃げきすれば確かに妾とて危険であろうな。

　だが。

「詰み、だと？　言動まで道化を演じるとは、随ずい分ぶん愉ゆ快かいな戯たわけ者よの」

　冷ややかに妾は言い放つ。

　直後、妾の眼前に張られた五角形の障しよう壁へきが、火の矢と水の球を防ぎ──跳はね返した。

「……!?」

『反射!?　避けロ、ハルマ！』

「ごめん、間に合わないから迎げい撃げき！」

　跳ね返した数と全く同じ攻撃を生み出し、相そう殺さいさせることで、彼奴はそれを防いだ。

　ふん──遅おそかったの。

「……いま、何が起こったわけ？」

『……おい、ハルマ』

「……クロウの声のトーンがマズい時のやつだ……何さ」

『マズいことになった』

「それは分かってるっての！　何が起き、て……あぁ……そういう……」

　裏切者と話していた『英雄』が、卵の方を見て、そして手元の書に浮うかんだ文字を見て──顔を引きつらせた。

　卵からは、妾わらわの命に従って五体の配下が姿を現した。

　杖つえに布を被かぶせたような者。猛もう禽きん類るいの翼つばさに竜りゆうの体を持つ、頭無き者。陽かげ炎ろうのように揺ゆらめいている者。氷の甲こう羅らを背負う者。体が細かく分解する者。

　いままで出てきていた有う象ぞう無象とは違い──一体一体が、重厚かつ鮮せん烈れつなまでの威い圧あつ感かんを放って。

「答えよ、『英雄』。其方、随ずい分ぶん信しん頼らいされているようだが──自分が倒たおされた時、兵隊どもがどう思うのかは、考えておらんかったのか？」

　妾の言葉にはやはり答えず、腕うで輪わに向かって彼奴きやつは叫さけんだ。




「──みんな、気を付けろ！　一キロ級のグラフが五体出現した！」




　　　　◆◆◆

「──ねえ水みな瀬せちゃん、ほんとに中心に向かってていいの？」

　走る〈擬心暗鬼グラジエーター〉の背中にいる織おり倉くらが、右みぎ腕うでに抱かかえられている私に訊たずねてきた。

「構わん。防衛ラインは持ち直したし、さらに本部からの援えん軍ぐんまで来たのだ。防衛ラインを越えそうなグラフを始末するという仕事は終しゆう了りようしたに等しい」

　──私たち四人はいま、中心部へと向かっている。

　その理由は──

「本当に、外周を離れて大だい丈じよう夫ぶだったのかい？」

　やや不安げな声で、織倉の隣となりにいる籠かご目めが、キャスケット帽ぼうを押さえながら言う。

「どういう意味だ？　さっきも言っただろう」

「……ここに来るまでの間に微び妙みように感じ取ったけど、士気が少しぐらついているような気がしたんだが」

　──それに関しては、異論はない。

「それはそうだろう。一キロ級グラフ五体が出現したという話を聞けば、そこらの凡ぼん人じんどもはぐらつきもするだろうな」

「言い方が悪いよ水瀬……」

　──本部の防衛室『室長』、八や神がみ春はる真まからの、いまのところ最後の一いつ斉せい通信により知らされた、一キロ級グラフの増ぞう援えん。

　しかもそれが五体ときた。全く、あの女王クイーンめ──やってくれる。

「防衛ラインが機能していれば、グラフが外側へ出ることはない。多少士気がぐらつこうが、それでもグラフとの戦力差は圧あつ倒とう的てきだ──そしてその戦力差よりも圧倒的な戦力が、いま中心部にいる」

　私は正面を見み据すえて、言う。

「遊ゆう撃げき担当の私たちは、むしろ中心へ向かうべきだ。いま『英えい雄ゆう』が女王クイーン、および五体の一キロ級と戦っているはずだが、勝ち目はあると思うか？」

「ねェだろうなぁ。いくら『英雄』っつっても、実力はそこらの一級以上特級未満だろ？　時間を稼かせげるだけでも奇き跡せき的だと思うぞ」

　答えたのは、煙草たばこを咥くわえて鬼の左ひだり腕うでに抱えられた基もと羽ばねさん。

「うーん、でも本当に戦ってるのかな、『英雄』さん。そんなにひどい戦力差なら、逃にげちゃってもありだと思うけど」

「馬ば鹿か者もの。いかな戦力差があったとしても、奴だけはそれをしてはならんのだ。本部からの援軍である『英雄』が敵前逃とう亡ぼうなどと──それこそ士気がガタ落ちだろうが。女王クイーンはなかなかに狡こう猾かつだぞ、そんなことを『英雄』がしていればすぐに言いふらしているはずだ」

　先ほど、笹ささ宮みやと松まつ葉ばの奴も似たような会話をしていたがな。

「倒されちゃっても同じだと思うけどなー」

　私の言葉に、織倉が不満そうに返した。まあ、確かにそうだがな。

「だから、倒されないようにサポートするため、私たちがいま向かっているのだろうが。勝てなくとも、笹宮が帰ってくるまで時間を稼げればそれでいい。いいから鬼を急いで走らせろ」

　もうぜんそくりょくだよー、という織倉の声は風に流れた。

「……意外だ」

「は？　何がだ」

「君の口からサポートとか、笹宮を頼たよりにするような言葉が出てくるなんて」

「？　何もおかしなことは言ってないだろう」

「いやぁ……お前が笹宮の奴やつを当てにしてるってのが既すでに意外なんだがな」

　基羽さんが話に割り込んできた。

「この場にいない、いつ帰ってくるかも分からねェ奴を当てにしてんのが驚おどろきなんだよ。お前、そんな不確定要素に頼るタイプだったか？」

「ならば逆に問うがな、基羽さん。いまこの戦場に、女王クイーンはさておき、一キロ級五体を同時に相手取って、かつ勝ち目がありそうな者がいるか？」

「……いねェな」

「だろう？　無数の兵隊がわらわらと出てくるだけだったさっきまでとは、状じよう況きようが変わった。少なくともいまこの場を乗り切るには、奴の力が──〈七式セブンス・アクター〉が必要不可欠だ。どれだけ笹宮が帰ってくる可能性が低かろうが、奴が帰ってこないのであれば、私たちに全ぜん滅めつ以外の道はない」

「……ま、確かにそりゃそうだわな」

「……暴れることしか頭になさそうだった君が、随ずい分ぶん変わったものだね」

「誰だれが戦せん闘とう狂きようだ──しかしまあ、実際この数か月で考え方は変わっているのだろうな」

　主に笹宮に絡からむようになったせいだろうか。

「いまの君なら、案外チームも組めそうな気がするけどね」

「冗じよう談だん抜ぬかせ。なぜ私が足あし手で纏まといを増やさなくてはならんのだ」

「……前言撤てつ回かい。その言動も変わらないことには君はチームを組めそうにないね」

　呆あきれたように籠目が呟つぶやいた。

「っと、お前ら。そろそろ近いぜ」

　第一次防衛ラインで戦うイレイザーの姿を見て、基羽さんが注意喚かん起き──中心部まで、あと少し。

「俺たちにとっても女王クイーンにとっても、本部からの援軍ってのは想定外だったが──案外、女王クイーンの奴はラッキーぐらいに思ってっかもな。流れを摑つかむ恰かつ好こうの獲え物ものだし」

「だったら、逃げてくれた方がまだありがたいかもしれないですね。戦力としては残っていてもらったほうが助かりますし」

「まあ確かにな」

　籠目の発言に、それでも、と基羽さんは言う。

「絶対逃げないだろうな、あの男はよ」

「なんでそう言い切れるんですか？　円えん治じさん」

「考えてもみろよ、籠目。あいつは人類初のイレイザーで──相棒がいたとはいえ、全国各地で暴れてた七体のグラフを、ボロボロになりながらもたった一人で全部相手にした『英雄』だぞ？」

　呆れたように、だけどどこか敵かなわないといった具合に笑いながら、彼は言う。

「目の前の敵を逃がせば誰かが危機に陥おちいる。そんな状況で逃げるようなら、奴はそもそも『英雄』なんて呼ばれてねェよ」

「じゃあ、もっと急がないといけな──」

　織倉の言葉を遮さえぎって、盛せい大だいな爆ばく発はつ音がボロボロの町に響ひびき渡わたる。

「……そろそろ到とう着ちやくか」

「んじゃ、姿消すぞ？　んで、そのまま接近して、『英雄』の手助けってことで」

「あいあいさー！」

　織倉の返事と同時に、まず鬼の姿が消え、次いで鬼に触ふれている私たちの姿も消える。

　基羽さんの〈海月龍インビジブル〉の効果は見事に発揮されたが──自分の姿が見えないというのは、違い和わ感かんが半はん端ぱではないな。

　五秒後に、とうとう中心部の戦場へ到とう達たつする。

　そこには、頭のない竜のようなグラフの背に乗った女王クイーンと、それに付き従う四体のグラフ。そして、それと対たい峙じする、ボロボロな恰好の『英雄』の姿が──

　隠かくれて様子を見ている場合じゃないな。

「〈天水創造レイニーワークス〉！」

　私は鬼から離はなれ、敵勢へ向けて水の弾だん丸がんを放つが──奴らの前に現れた五角形の障壁が、水の弾丸を跳ね返してきた。ちっ──反射能力か。

　私は即そく座ざに目の前に雲を生み出す。私の雲は水を放つ他ほか、水を吸収する能力も持っているのだ。それと同時に、透とう明めい化の効力が切れ、私の姿が現れる。

「雨女か。このあと其方そなたを捕とらえに行こうと思っておったところだが──そちらから来てくれるとは、手間が省けたな」

　カバーするように『英雄』の前に立った私を、首なし竜の背から見下ろして女王クイーンが言う。

「ふん、生あい憎にくだが捕らえられる気はないぞ。私は後ろの『英雄』をサポートしに来ただけだからな──私が来たからには、貴様らの思い通りにはさせん」

「相変わらずよう動く口よ。多少数が増えたからと言って、どうにかなるとでも？」

「貴様はともかく、後ろの五体のグラフは確かに厄やつ介かいだがな──」

「──水瀬、後ろっ!?」

　籠目に掛かけられた言葉の意味を考える間もなく。

　──私の背中を、突とつ然ぜんの高熱と衝しよう撃げきが襲おそった。

「っ、づぁ!?」

　堪こらえ切きれずに口から苦く悶もんの声が漏もれ、地面に膝ひざをつく。

「アッ、ハハッ！　アハハハハハハハッ！　どうした雨女！　翼を捥もがれた雛ひな鳥どりの如ごとく、随分いい表情をしているではないか!?」

　顔を歪ゆがめる私を見て、女王クイーンが高笑いする。

　なんだ──グラフが動いた様子はなかったはず……！

　それとも、あの中に自然発火の能力を持つグラフでもいたのか？　──いや、籠目は後ろと言ったか？　後ろ？　──まさか!?

　背中の熱から逃のがれるように、グラフたちから離れて、織倉たちの傍そばへと転がり込む。

「──っ、どういうつもりだオイ、『英雄』！」

　──結構まともに喰くらったが……思ったほどのダメージはなさそうだ。少々、背中が服ごと焼けたか。

　顔を歪めながら、グラフと『英雄』を──周囲に、私を襲ったであろう炎ほのおの球を従えている『英雄』を、睨にらみつけて、そして。

　まるっきり意思を感じられない目を見て──考えうる限り、最悪の可能性に思い至った。

「そういう、ことか……っ！」

「水瀬ちゃん！　大丈夫!?」

「……問題ない。それより、一いつ旦たんこの場を離れるぞ」

　織倉が頷うなずき、即座に〈擬心暗鬼グラジエーター〉が私たち全員を抱え、姿を消して中心部から離れる。

　鬼に揺ゆられながら、透明になった通信機を、いつもの感覚で操作する。これで一斉通信モードになったはず──露ろ骨こつに位置がバレない程度の声で、私は告げる。

「──全員、聞け。『英雄』が女王クイーンの支配下に落ちた。見かけた際は不意打ちを喰らわないように注意しろ」

　返事は聞かないうちに通信を切った。理由だなんだと喚わめかれて私たちが見つかっては元も子もないからな。

「……なぁ水瀬、それ言っちまってよかったのか？　それこそ士気がぐらつきそうなもんだが」

「何も知らないままに不意打ちを喰らうよりはマシだろう。仲間だと疑わない相手に突とつ然ぜん攻こう撃げきされるほうが衝撃はでかいはずだ。織倉、あの校庭でいったん止まれ──平ひら上かみたちが戦っている」

「あいあいさー」

　透明化の効力が切れ──織倉の鬼おにが着地ついでに一体のグラフを踏ふみつぶし、私たちはどこかの学校の校庭に到着する。

　それを見た平上が、口くち原はらの傘かさを片手に持って駆かけ寄よってきた。

「あ、ふぅ先せん輩ぱい！　さっきの通信って──って、どうしたんですか、その背中!?」

「質問はあとだ、少し離れていろ」

　私は頭上に小さな雨雲を生み出し、そこから雨を降らせ、被かぶる。

「んっ……くぅっ！」

　水の冷たさと、背中の傷に水が滲しみた痛みに、思わず声が出た。が、まあ背中の火傷やけどの応急処置はこれでいいだろう。服が癒ゆ着ちやくしていなければいいが。

「……ふ、う。さて、何から話したものか」

「話す前にこれ着てください、ふぅ先輩」

　水を適当に拭ぬぐい、濡ぬれた髪かみを搔かき上げた私に、平上が自分のジャケットを差し出してくる。

「なぜだ？　別にこれでも構わんが」

「服の背中が焼け落ちて、結構肌が出ちゃってるんですよ」

「私は一向に構わんが」

「ダメです。着てください」

「仕方ないな……」

　こうなったときの平上は意外と頑がん固こなのだ。おとなしく白のジャケットを脱ぬぎ捨すて、躊ちゆう躇ちよなく下のブラウスも脱ぎ捨てる。うーむ……この時季、しかも濡れている状態で上半身が下着だけというのはさすがに冷えるな。

「!?　ふぅ先輩なんてことしてるんですか！　基羽さんはあっち向いててください！」

　平上が叫さけび、基羽さんが気まずそうにそっぽを向く。

「？　ブラウスだけが濡れているなど気持ち悪いじゃないか」

「いやあのですね……男子の前で躊躇なく下着姿になっちゃダメですよ！　貞てい操そう観念ゆるゆるなんですか!?　羞しゆう恥ち心しんどこに捨ててきたんですか！」

「馬ば鹿か言え、羞恥心ぐらい持っているぞ？　だがいまは別に恥はずかしいとは思わんが」

「ふぅ先輩それ以上喋しやべっちゃダメ！　早くこれ着てください！」

「まあ、確かにそんなところで論争している場合でもないな。急がねば奴やつらもここまで来るかもしれない」

「くっ……ふぅ先輩の納なつ得とくの仕方になんか納得いかない……！」

　珍めずらしく、平上が負けたような表情を浮うかべていた。何だと言うんだ、まったく。

「お前が傷を負うなんて珍しいな、水瀬」

　私が平上のジャケットを身に着けたあと、グラフを片付け、雪ゆき子こさんと共にこちらへ寄ってきた飛鳥あすかさんが言う。

「……『英えい雄ゆう』に後ろから刺さされたんだ。仕方あるまい」

「ってことは、本当に支配されちゃったんですね」

「大方、五体の一キロ級にこっぴどくやられたのだろう。ボロカスにやられて、まともに動けなくなったところでリングをくぐらされたといったところじゃないのか」

「一キロ級五体の上に、さらに『英雄』まで敵に回っちまったか。女王印クイーン封ふう印いんの作業自体はもうすぐ済みそうなんだけどな──な、雪子さん？」

　飛鳥さんに話を振ふられた雪子さんが、ペンを走らせながらフードの下でこくりと頷く。

「ということは、女王クイーンをどう倒たおすか考えなくてはいけないね。私の〈禁糸雀カナリエル〉なら、一キロ級が相手でも隙すきを作ることは出来るけど」

「──いや、待て」

　私は話し合いを一旦止める。

「何か、気にかかったことでもあったかい？」

「女王クイーンを優先して倒すのは、得策ではない」

「……どういうことだい？」

「考えてもみろ。いまでこそあの一キロ級グラフたちは女王クイーンの指示に従っているが──それがなくなれば、どうなる？」

「どうなるって──あっ」

「どうなるんだ？」

「ぜんぜんわかんないですよー」

　馬鹿二人が声を揃そろえてそう言ったので、仕方なしと言いたげに基羽さんが口を開く。

「女王クイーンに支配されてる連中が、女王クイーンの支配から逃れたときにどう動くか想像がつかねえってこと。暴れられたら手に負えねェのが五体いるんだぞ？　女王クイーンだけを何とかしたところで、日本の危機は変わらねェよ」

「あ……なるほど、確かにそうですねー」

「よく考えてんなー、水瀬」

「壱いち彦ひこくんが考えてないだけだよ」

　平上がバッサリ言ったあとに、だったら、と籠目が口にする。

「どうするんだい？　まさかこのまま黙だまって蹂じゆう躙りんされているなどとは言わないだろうね？」

「女王クイーンの能力を封ふうじろ」

　迷わず返答したら、籠目が困こん惑わくした表情を見せた。

「能力を封じるって……そんなことしたら、グラフたちの支配が解けるぞ？　いま君が自分で言ったじゃないか。それは得策じゃないって──」

「女王クイーンを消せと言っているわけじゃない。女王クイーンの能力を封じるだけだ。そうすれば奴は焦あせって一キロ級たちを再び支配しにかかるだろうから、時間を稼かせげる」

　奴自身、自分の目の前で一キロ級に暴れられるのは都合が悪いはずだ。それでなくとも、あれだけの連中だ──操あやつられていることを、快く思っているはずがない。むしろ支配が解ければ、真っ先に女王クイーンを消しにかかるんじゃないか。それはさすがにこちらに都合がよ過ぎる想像だから口にはしないが、可能性は十分に高いと見ていいだろう。

「さらに『英雄』の支配も解ける──一石二鳥だ」

　加えて、防衛ラインで戦せん闘とう中のグラフは、支配されていようといまいと大して変わらんだろうからな。

「……あれ？　ふぅ先輩、時間を稼ぐって言いました？　何の時間ですか？　グラフを倒す時間……じゃないですよね？」

　平上が不思議そうに言ってきたので、またか、と辟へき易えきしながら私は答える。

「笹宮が帰ってくるまでの時間に決まっているだろう」

「えっ？」

　平上が目を丸くして私を見てくる。そう、ちょうどさっきの基羽さんや籠目もこんな顔をしていたな。

「……何だ、どいつもこいつも。私が笹宮を当てにするのがそんなに意外か？」

「……意外かどうかと言われれば、それはもう。ふぅ先輩、変わりましたね」

　飛鳥さんが頷き、平上が笑う。何なんだ、まったく。変わった変わったとどいつもこいつも──戦力差を見み極きわめて策を練るぐらい、前からやっていただろう。

「こんな追おい詰つめられた状じよう況きようでそれができてるから、変わったなぁって思ったんですよ、ふぅ先輩」

「……ふん。私のことはルンちゃんと呼べと言っているだろう、平上」

「それはお断りです」

　……こいつめ……こんな時ぐらい言ってくれてもいいだろうに……やはり私には笹宮しかいないのか。

「じゃあ籠目と基羽さんにゃあ女王クイーンの隙を窺うかがっててもらったほうがいいな。俺と水瀬と織倉と新にい奈なちゃんでグラフに攻撃仕し掛かけるってことでオーケー？」

「んー、壱彦くんは雪子さん守っててよ。生身で突つっ込こむ壱彦くんは危険すぎるから」

「私もそうするべきだと思うがな。鬼が消えてもダメージを受けない織倉とは違ちがうんだ。グラフたちの能力もよく分かっていないし、少なくとも最初は──」

　と。

　そこで、私は言葉を区切った。

　こちらへ少しずつ進軍してくる、女王クイーンの軍勢に気づいたからだ──女王クイーンと『英雄』を除いてもたった五体しかいないのに、軍勢と言うのもどうかとは思うが、それだけの威い圧あつ感かんを放っていたということだ。

　……奴め、まさかわざわざ私を狙ねらってきたのか？　ちょっと挑ちよう発はつしただけだというのに……まったく、誰だれかを思い出すな。数か月前の自分を連想して、鼻で笑った。

「──籠目、隙を逃すなよ！」

「分かった。そっちも、隙を作るのはいいけど気をつけて」

「それからあの中の一体、攻撃を反射する障しよう壁へきを張ってくる。頭に入れておけ」

「わかりました」

「あいよ」

　距きよ離りが近づくにつれ、地面の揺ゆれが大きくなっていく。

　さて、どれだけ時間を稼げるものかな……笹宮の奴が遅おくれれば遅れるだけ、死者は増えそうな気もするが。

　だがまあ、少なくとも私は、ここで死んでやる気はさらさらないのだがな。

　私は各所に雨雲を少しずつ張はり巡めぐらせて────────おや？

　視界に違い和わ感かんが生じる。日の光が雲に遮さえぎられたように、目の前の光景が薄うす暗ぐらくなる。

　だが、雲の遮り方じゃない。これは──

　女王クイーンらが目の前に迫せまっているというのに、目だけで空を見上げてしまう。

「──な、に？」

　その呟つぶやきは。

　私のものでも、籠目たちの中の誰かでも、飛鳥さんたちの中の誰かでもなく。

　進軍を止めさせ、空を見上げた──女王クイーンの、呟きだった。

　私に至っては、驚おどろきで声も出なかった。

　なぜなら、空に浮かんでいたのは──巨きよ大だいな虹にじ色いろの、楕だ円えんだったから。

　まさか。その意味を考え、私は思わず口の端はしを吊つり上げる。

　……なんでそんなところから帰ってくるんだ、と思わなくはないが。

　その楕円の中心を、見ながら。

　通信機を一いつ斉せい通信モードに操作し、奴へと言い放つ。

「なんだ──もう帰ってきたのか、笹宮？」

『もうってことはないだろ、ルンちゃん──みんな、待たせた！　まずは、状況を教えてもらえるか？』

　楕円の中心から現れ、口原を両りよう腕うでで抱かかえた笹宮が、一斉通信でそう返してきた。

　　　　◆◆◆

　──馬鹿な!?

　空から宝ほう剣けんの使い手が、弟で子しを抱えて戻もどってきたのを見て、妾わらわは愕がく然ぜんとする──いくらなんでも早すぎるというのもそうだが、彼奴きやつが出てきたあの楕円の扉とびら。普ふ通つうに帰ってくるならあの卵からというのが自然。だというのに──

　斯か様ような扉を創つくれる者など、妾は一人しか知らぬ。

　星空模様の羽は衣ごろもを脳のう裏りに浮かべ、ギリ、と歯ぎしりを鳴らさずにはいられなかった。

「おのれ……目付役め、余計な真似まねを！」

　傘かさを使っていた弟子が五体満足なのを見ると、恐おそらく向こう側に放ほうり込んで間もなく、目付役に保護されたのであろう。妾の想定では、宝剣の使い手はこちらを制圧するまでは帰って来ないと踏ふんでいたというのに──

　折れかかっていた門番どもの士気も、いくらか持ち直してしまうな──宝剣の使い手がいない状態でこれら五体の配下を投入することで、形勢を一気にこちらへと持ってこようとしたが……ほぼ失敗したと見るべきだろう。

　むしろ、絶望的な状況から、彼奴の弟子まで救って帰ってきたのだ。向こう側の士気は上がりこそすれ、下がることなど──ん？

　くんっ、と首が引っ張られたような感覚、が──……っ!?

　直後、配下を支配していたという感覚が、一気に引き千切られた。それこそ、蜘蛛くもの巣すでも突き破やぶるように、容易たやすく！

「──おのれ、何をした!?」

「……まさか、こんなに早く隙すきができるとは思わなかったよ」

　妾が睨にらんだ先で、帽ぼう子しを被かぶった門番の一人が呟くと同時──妾を取り巻いておる同胞はらからたちから、不ふ穏おんな空気が立ち上る。

　……っ、いかん！　いまは、こやつらを支配し直す方が先決だ！

　直前に違和感のあった首を搔かき毟むしると、指先に蜘蛛の糸のような軽い何かが引っかかり、すぐに指先に金色の糸が現れた。次いで視界の端に、羽と尾おから糸を流している金の小鳥を捉とらえた──あれの仕し業わざか！

　急いでそれを振ふり払はらうと同時、再び支配をする際の感覚が戻る。

　即そく座ざに背後の輪を広げ、まずは足元の、頭のない竜りゆうを支配しにかかる──！

　　　　◆◆◆

「──なるほどね。状況は大体理解した」

　空から結界伝いに地上へと移動しながら、主に水瀬から俺がいない間の情報を受け取り、戦せん況きよう・女王クイーンを取り巻く五体のグラフ、女王印クイーン封ふう印いんの用意などについて把は握あくする。

「八神さんが来てくれてるとは思わなかったな……つってもさすがに一キロ級五体の相手はしんどいか」

『だろうな。だが、さっき籠目が女王クイーンの支配を全解除させた隙に連れ出した。いまは気を失っているようだが』

「短時間とはいえ、一キロ級五体を足止めしたんだからな……さすが八神さん」

　視線の下で、氷の甲こう羅らを持つ、体長二十メートルはあろうかという巨大な亀かめ型グラフと、五メートルぐらいの人にん形ぎようが対たい峙じしていた。人形の方の体が独りでに崩くずれて──細かく、細かく、分解されていく。途と端たんにそれらが渦うずを巻き、氷こおり亀がめを竜たつ巻まきの内側に捕とらえる──あの見るからに頑がん強きようそうな氷柱つららの甲羅が、少しずつではあるが、削けずられているようだ。ただの竜巻じゃなさそうだな。

　が、そう思った瞬しゆん間かん、空気が吸い込まれるような音がして、微び粒りゆう子しの渦ともども氷亀の周囲が氷結した。近くの校舎も巻き込んで、直径五十メートルほどの、巨大な氷の王おう冠かんのようなものができあがる。

　おいおい、なんつー規模で戦ってくれてやがんだ……一キロ級同士に暴れられたら、それだけで周囲の町が吹ふっ飛とびそうだ。だが見た感じ、どうやら女王クイーンが支配し直そうとしているのは、あの氷亀一体だけみたいだな。

「もうすぐそっちに着くし、通信切るぞ」

　通信を切ってから、琴こと音ねといくらか作戦の詰めを確かく認にんしたあとで、くくっ、と笑う。

「まさか一キロ級を五体も連れてくるなんてな。本当、やってくれやがるぜ、女王クイーンの奴やつ」

「……危機感ないですね、銀しろがね先せん輩ぱい」

　俺の腕うでの中で、赤い顔をしながらも大人しくしている琴音が言う。琴音をこうやって抱だきかかえるのは……三回目か。ははは、なんだろ、お姫ひめ様抱っこに妙みような縁えんでもあんのかな、俺ら。

「そりゃそうだろ──だって琴音を助けられたんだし、それ以上危機に思うことなんてないからさ」

「[image: ～][image: ～]っ、銀先輩、からかってますよね？　そうなんですよね？」

　恨うらめしげに俺を見てくるが、俺は平静を装よそおって返す。

「俺は本気のつもりだぞ？」

「あぅあぅあぅ……」

　……ふむ。どうしたことだろう。歯が浮うくような台詞せりふをぽんぽん投げかけられて、赤面する琴音を滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいく感じてしまう。

　あの白い部屋を抜ぬけてからこっちに帰ってくるまでの会話で、ちょっと吹っ切れちゃったせいかな。

　さて──通信機を一斉通信モードに操作。

「指示を出す、みんな聞いてほしい。第一次防衛ラインで戦せん闘とう中のチームは、いったん戦闘を放ほう棄きして、飛鳥さんたちのいる場所へ集まってほしい。学校と校庭が目印だ。第二次防衛ラインに立ってる人たちにはちょっと負担が大きくなるけど、できるだけ持ちこたえてくれ。全部片付いたら俺が援えん護ごに行くから」

　言いながら、結界伝いに、空中から地面へと近づいていく。

「それで、第一次のみんなに頼たのみたいことは何かって言うと──各おの々おののグラフィティを駆く使しして、壁かべを造ってほしいんだ。とにかく巨大で、隙すき間まのない壁を。それから、グラフィティによっては壁を造るのに参加できない人もいるだろうから、その人たちには壁の建造を邪じや魔まされないように、周囲のグラフの撃げき退たいをお願いしたい──俺は、その壁ができるまでの間、女王クイーンと一キロ級五体を止めておくから」

『──笹宮。壁を造れと言うが、一体何のためにだ？』

　水瀬からの返信──まあ、ごもっともな質問だ。

「そんなもん決まってるだろ──俺たちが、勝つためにだよ！」

　水瀬に限らず、団員全員に向かってそう叫さけぶ。

「そろそろ女王クイーンも連中を支配し直しそうだし──ってわけで全員、行動を開始！　壁の完成度合いの進しん捗ちよくは、琴音に伝えてくれ！」

『『『了りよう解かい！』』』

　──かなり強ごう引いんに頼んだけど、返事はしてくれたから大だい丈じよう夫ぶだろう。

「琴ちゃん！」

「あ、新奈わぷっ!?」

　地上に降り立ち、琴音を降ろした途端、走り寄ってきた平上が琴音に跳とびついた。琴音はそれをなんとか抱き留める。

「よかった、本当によかったよ、琴ちゃん！」

「あ、はは……ごめんね、心配かけちゃって」

「いやー、お疲つかれさんって感じだな、笹宮」

「いやいや、まだ終わってないですよ飛鳥さん」

　瞬しゆん迅じん剣けんと結界剣を構え直し、俺はそろそろ落ち着いてきた女王クイーンの軍勢の方を向くが、

「笹宮。私の質問に貴様はまだ答えていないだろう──勝つために壁を造るのは別に構わんが、どう使うのかぐらい説明していけ」

　水瀬の声に、俺は足を止める。

　まあ、それは当然の疑問だけど──

「悪いな、細かに説明してる時間と根こん拠きよがないんだ──でも、この策なら必ず連中を全ぜん滅めつさせられる。俺のこと、信じてくれないか？　ルンちゃん」

「──まったく、貴様という奴は！　それで私が納なつ得とくするとでも思ったか！　だがまあ、確かに時間はないのだろう。ならば仕方がない、貴様の策とやらに乗ってやろう！」

　さっきまでの懐かい疑ぎ的な雰ふん囲い気きはどこへやら、水瀬は満面の笑えみを浮かべて納得してくれた。ちょろいぞ！　分かってたことだけどちょろすぎるぞ水瀬！　それでいいのか！

「──確か一級の中に氷結能力の使い手がいたな。奴の手は借りねばなるまい」

「じゃあわたしは壁の一部に〈十球儀イクスフイア〉を提供しようかな。バランス考えるとあんまり大きくは広げられないけど」

「俺は向かってくるグラフが邪魔しねえようにしといた方がいいか……と、思ったが。雪子さんがスケッチ終えるまでは、俺はここにいるかな」

「…………」

「円治さん、気絶してる『英えい雄ゆう』はここに置いといて、私たちはグラフの撃退に行きましょうか」

「だね！　わたしたちじゃ壁なんて造れないし！　腕が鳴るよーっ！」

「あ、ちょっと待ってください──基羽さんに、お願いしたいことがあるんです」

「珍めずらしいこと言うな、口原。俺に何を透とう明めいにさせようってんだ、オイ？」

　全員がそれぞれに、やることを決め始めた。もう行っても大丈夫そうだな。

「じゃあ、俺はあっちに行くんで──壁とその防衛、よろしく」

　そう言ってから、琴音とアイコンタクトを交かわして、お互たがい頷うなずき。

　コートの裾すそを翻ひるがえした俺は、今度こそ女王クイーンのいる方へと足を向けた。

　　　　◆◆◆

　──みんなが各々にばらけていく中、わたしは女王クイーンのスケッチにずっと集中していた。

　……よし。色はいまからだけど、女王クイーンのスケッチを終えたので一息ついて……あれ？

「……口原さん……？」

　卵の向こうに行っちゃってた彼女は、いつの間に帰ってきたんだろう。

「お、雪子さん、やっと気づいたか？　すげえ集中してたもんな」

「……ごめんね……」

「いやいや、それだけ頑がん張ばってたってことだろ。口原に、なんか伝えることあるか？」

「……おかえりって、伝えてもらえる……？」

「了解。口原！　雪子さんがおかえりだってさ！」

「あ、は、はいっ！　心配かけました、ありがとうございます、雪子さん。……あ、それって女王クイーンの封印用の？」

「うん……色々あって、わたしがやってるの」

　覗のぞき込んできた口原さんに、白しろ本ほんの中を見せてあげた。傲ごう慢まんそうな表情に豪ごう奢しやなドレスとティアラ。顔が欠けているせいで斜ななめになっているティアラも、絵の中ではちゃんとつけている。欠けている顔の部分には半分に割れた仮面を被せてあり、まるで仮面舞ぶ踏とう会の参加者のようだ。もちろん、背後には二つの輪っかが浮かんでいる。

「すごい……まだ色ついてないのに、綺き麗れい」

　素す直なおな賞賛の言葉に、わたしは小さな声でお礼を言って、再び集中力を高めていく。

　さて、あとは着色だ。

　腰こしのホルダーへペンをしまい、代わりに色いろ鉛えん筆ぴつを数種類取り出した。まずはドレスから着色しよう。二、三色組み合わせて、赤色に深みを出さないと。わたしは集中して、色鉛筆を動かしていく──

　ちょっと気になることがあったとすれば、他ほかの場所にいるはずのイレイザーが集まってきてたことだけど、いまのわたしには、そんなことは些さ細さいなことだった。

　傍そばに壱彦くんがいてくれるなら──わたしは、勇気百倍だから。

　　　　◆◆◆

　琴音たちから五十メートルほどの距きよ離りで停止し、近場の建物の屋上に立つ。

　そこから、ちょうど五体のグラフを支配し直した女王クイーンへと、叫んだ。

「──よう、女王クイーン！　まだ生きてたか！」

　俺より低い位置にいる女王クイーンが、忌いま々いましそうに俺を見上げる。

「其方そなたこその、宝ほう剣けんの使い手。あの中から、生きて帰ってくるとは思わなんだわ……それも、弟で子し共々五体満足とはの」

「生あい憎にく、手に入れた能力が強すぎてね。そう簡単には死ねないんだよ」

「ほざけ。貴様らが帰って来られたのは目付役の功績であろう」

　その言葉には返さないでいると、ふぅ、と珍しく女王クイーンがため息をつき──だが、と再度、口を開く。

「其方は確かに厄やつ介かいではあるが、過ぎた力が、時には枷かせになることもあろう。この場では、まさか其方も奥の手は使えまい？」

　──七聖剣のことを言ってんだろうなあ。本当、よく調べてやがるよ。滅めつ多たに使わない秘中の秘だっつーのに、まったく。支配したグラフから情報を引っ張りだしたか？

「まあ、確かにな。建物だけならまだしも、下手へたに撃うてば仲間たちまで巻き込んじまう」

「ふん──その状じよう況きようで、妾わらわたち全員を一人で相手にする気か？」

　それに対して、俺は肩かたを竦すくめながら、精せい一いつ杯ぱいの挑ちよう発はつ的な口調で返した。

「ハンデはそれで十分か？　俺が来たからには、こっから先へは進ませないぜ」

「──ならば、其方を討うち滅ほろぼし、罷まかり通とおるまでよ！」

　女王クイーンの宣言に同調し、再度支配された氷こおり亀がめが低く吠ほえ、空気が吸い込まれるような音。

　俺は即そく座ざに結界剣から転身剣へ持ち替かえ、上部三十メートルへ瞬しゆん間かん移動──俺の真下で、巨きよ大だいな氷柱が出来上がる。

　さっきも見たけど──あの亀の能力は瞬間凍とう結けつってところか。じわじわと広がっていくタイプじゃなくて、これと定めた範はん囲いを、ノータイムで凍こおらせる力。人なんかは一いつ瞬しゆんでも捕つかまればアウトだな。範囲内にいる時点で、肉も骨も血すらも氷結する。壊え死し以前の話だ。

　その氷柱に転身剣を突つき刺さし、バランスを取ってから飛ひ翔しよう剣けんに持ち替え、斬撃を飛ばす──が、それらは女王クイーンたちの前に現れた五角形の障しよう壁へきに阻はばまれ、俺の方へと跳はね返ってくる。水瀬が言ってた反射障壁か。

　跳ね返ってきた斬撃に新たな斬撃をぶつけて相そう殺さいさせながら、観察する──障壁を張っているのはあいつかな……てるてる坊ぼう主ずの、体の部分をきゅっと絞しぼったらあんな見た目になりそうだなってやつ。足とかは見当たらないけど、浮いてるだけなのか欠けてる部分なのか……判別は、ちょっとつかなかった。

「ん……？　あ、やべっ」

　着地後、視界に黄色の何かがうっすらと漂ただよいだしたのに気づき、俺は息を止めた。

　微び細さいな、砂すな埃ぼこりのような何か──これも、さっき見た。あの亀の動きを止めていた、体を分解させるグラフ。

　この手の能力で、俺が考える一番エグい戦い方は、体内に侵しん入にゆうして内側から傷つけて殺すってやり方だ──それを警けい戒かいして息を止めたけど、鼻から入って来られちゃ意味がない。というか、体内云うん々ぬん以前に普ふ通つうに外側から削けずられる可能性もあるしな。コートの襟えりを引き上げ、気休め程度に口元をカバーする。

　さてどうする？　時間はあんまり──あ、そうだ。

　あまり出番のない、こいつが一番有効かな──飛翔剣を手放して、瞬迅剣じゃない方の、二本目の日本刀を手に取った。途と端たん、刀身にうっすらと水すい滴てきが浮うかぶ。

　融ゆう解かい剣けん──刀身に触ふれたものを液状化する能力の剣。それがたとえ、土であれ、空気であれ、炎ほのおであれ──グラフであれ、効果は変わらない。

　俺は融解剣を、瞬迅剣で引き上げられた速度で振ふるう──俺の周囲を、三百六十度隙間なく。

　瞬しゆん間かん、俺の視界を、黄色の液体が埋うめ尽つくした。

　それを被かぶらないように持ち替えた転身剣で真上へ移動──直後にべしゃりと、地面に黄色の液体がぶちまけられる音。その黄色い液体が、ぐじゅぐじゅと蠢うごめいている。きもっ。

　融解剣はあくまで液状化するだけで、決して息の根を止めるわけじゃない。ダメージは皆かい無むだし、むしろ液状化してからは物理攻こう撃げきがほぼ意味をなさなくなるんだけど──まあ、そもそもあいつは斬撃が通じたかも怪あやしい相手だし、問題ないだろ。

　次いで、空中にいる俺に向かってきたのは、女王クイーンを降ろした頭の無い竜りゆう。大おお鷲わしのような猛もう禽きん類るいの翼つばさを羽ばたかせ、一直線に俺へと突っ込んでくる。それも、衝撃波ソニツクブームが起こるほどの凄すさまじい速度で。

　融解剣を斬ざん裂れつ剣けんに持ち替え、真正面から来る相手へ振り抜ぬこうとするが、俺の目の前でそいつの姿がブレた。

「──こっ、ち!?」

　すんでのところで気付き、振り抜きかけていた斬裂剣を右にスライドさせる。

　コンマ数秒前まで正面にいたはずの竜が、真横から斬裂剣の腹に衝しよう突とつしてきた。その衝突により発生した衝しよう撃げきで、若じやつ干かん頭が痛くなった。

　──っぶねぇ！　瞬迅剣持ってなかったら間に合わなかっ、た……!?

「……こいつっ……！」

　まるで鍔つば迫ぜり合あいをするかのように、竜の首を押さえつけている斬裂剣の刀身がカタカタと揺ゆれ──空中で踏ふん張ばることのできない俺が、地面へ向かってぶっ飛ばされた。

　空中で転身剣に持ち替え、地面衝突寸前でほんの少し瞬間移動、地面に着地。

　上の竜を見上げて、俺は思わず笑みを浮かべる。

　おいおいマジか──斬裂剣持ってる間は俺の力も引き上げられるんだぞ？　それをあの野や郎ろう、互ご角かくどころか俺を吹ふっ飛とばしやがった！

「あいつの能力はシンプルだな……〈七式セブンス・アクター〉に匹ひつ敵てきするか、それ以上の力と速さ！」

　あと能力が割れてないのは一体だけ──と思った途端、空気を吸い込むような音。

　やべっ──亀のいる方向と逆の方へ駆かけ出だし、かつ瞬間移動を使ってできる限り離はなれる。背後で、氷の塊かたまりが顕けん現げんする。うひゃあ、怖こわい怖い──って!?

「おわっ!?」

　──逃にげた先の建物の陰かげで、無数のコンクリート片へんが俺に向かって飛んできた。

　瞬迅剣と転身剣を振るい、全すべてのコンクリート片を斬きり落とし──

「……っ!?」

　そして瞬間、体の自由が奪うばわれたのを悟さとる。実に滑なめらかに、俺の腕うでが、その手に握にぎる瞬迅剣を首へ滑すべらせようとして──

「っはぁっ！　……あっぶねぇ……なんだ、あいつ」

　転身剣でその場を逃のがれてから、いままでで一番の死の危機に思わず止めていた呼吸を再開し、さっきまで自分がいた建物の陰を見る。

　そこにある、薄うす暗ぐらいはずの影かげが、夕焼けに照らされたように真っ赤になっていた。

　その赤い影の端はしで、陽かげ炎ろうのように揺らめく一体のグラフを見つける。

　体を半ばまで影に潜もぐり込ませているから、地面から生えてるようになっていた。

「……女王クイーンとは違ちがったタイプの支配・操作系能力か……あの赤い影があいつの能力が及およぶ領域か？」

　……あいつの息がかかった影に触れた奴やつか、あるいはその上にあるもの全てを操あやつる能力ってところか、コンクリート片が飛んできたところを見ると。ただし、グラフィティには効果を発揮しないらしい──それができるなら、瞬迅剣を持っていた俺は、あの一いつ瞬しゆんで細切れになっていた。あっぶねー……。

　洞どう窟くつとか、影だらけの場所があったら無敵じゃねえか……やだやだ、王道から搦からめ手てまで、どいつもこいつも面めん倒どうくさいのばっかりだな。さすがは一キロ級のグラフたちだ。

　ついでに飛翔剣に持ち替え、陽炎グラフに向かって斬撃を飛ばすが──すり抜けて、背後の建物を切きり崩くずすにとどまった。

　……なに、あのグラフ物理攻撃まで効かないタイプ？　……え、どうやって倒たおそう。

　液状化した方は別にどうとでもなるけど……また融解剣で液状化するか？　いや、待てよ。物理攻撃が効かないってことは『斬る』ってことすらできないわけで……液状化もマーキングもできないってことか？　えー、どうすっかな、あいつ。

　……ま、あいつは後回しだな。影に入りさえしなきゃ、言うほど害はなさそうだし。

「──ふん、まったく以もつて忌々しい奴よ」

　頭上から女王クイーンの声と、頭のない竜が翼を羽ばたかせる音が降ってくる。

「こやつらの攻撃を全て見た上で、生き残るどころか傷もろくに負わんとはの」

「いやぁ、結構危なかったぜ？　さすがに七聖剣──お前が言うとこの奥の手なしに全ぜん滅めつさせるのは難しそうだ」

「なんだ、いまさら降こう伏ふくする気にでもなったと抜かすか？」

「冗じよう談だんやめろよ女じよ王おうサマ。お前の下もとで働くなんてごめんだね」

「はっ、其方ほどの使い手ならば部下にしてやらんでもなかったと言うに──む？」

　言葉の途と中ちゆうで、女王クイーンが怪け訝げんそうな顔で、俺の背後へ目をやった。

「……何なのだ、あれは？」

「──おい、女王クイーン！」

　俺は地面を蹴けり、空にいる竜との距離を詰つめ、転身剣で斬りかかる。しかし竜の反応速度も大したもので、俺の剣をその頭のない首で受け止めやがった。

　それでも剣と、鱗うろこがあるとはいえ生身だ──転身剣の刃はが、やや食い込んでいる。ちっ、斬裂剣にしとけばこいつは仕留められたか。ま、しょうがない。

　その状態のまま、距離が縮まった女王クイーンへと俺は言う。

「余所よそ見みするとはえらく余よ裕ゆうだな──部下が優ゆう秀しゆうだからって舐なめてると痛い目見るぞ？」

「ふん──戯たわけたことを！」

　女王クイーンが俺を見て、竜が暴れ始める──よしよし。

　──こいつの注意は、俺ができるだけ引いておかないとな。

　琴音たちが造っている、特大の壁かべが完成するまでは。

　　　　◆◆◆

「うっわぁ、ねえ純ちゃん、ささみーって凄すごいね！　一キロ級五体を抑おさえてるよ！」

「うん、いや……凄いというかあれはもう……次元が違うよね、香かおり」

　第一次防衛ラインで戦っていたイレイザーが集合し、壁を建築する作業に急ピッチで取り掛かかっている中──私と香の二人は、その壁の端に来ていた。目的は、壁の内側へ入ろうとするグラフの撃げき退たいだ。円治さんは、口原にやってほしいことがあるから貸してほしいと頼たのまれた──まあ、支障ないだろうということで、私と香はそれを了りよう承しよう、いまに至る。

「それにしても、壮そう観かんだね。精せい鋭えいのチームが総出で壁の建築とは」

　各々のグラフィティを用いて壁を高くしていくイレイザーたちを見て、言った。

　土を盛り上げたり、障壁を壁に組み込んだり──中でも一番大きな働きをしているのは、意外にも水瀬だったりする。

　水瀬の〈天水創造レイニーワークス〉で生み出した水を、氷の能力を持つ一級イレイザーが凍とう結けつさせているのだ。見る見るうちに、壁が広がっていく。加えてほんの少しの隙すき間まを埋めたり、壁が倒れないように補強なども同時に行っているらしい。これは、案外完成するのも早いかもしれないな。

　壁の横よこ幅はばは約二百メートルと、現場である学校のグラウンドをいくらかはみ出している。柵さくやらネットやらも多少壊こわしているが、こればかりは多めに見てもらいたいものだ。

　高さは、中心部のそれを参考にするなら、恐おそらく約二十メートルほどになるのだろう。

　壁の両りよう端はじは、口原の注文でやや外側──女王クイーンたちの側に反った造りになっている。

　それにしても、笹宮は本当に何を企たくらんでいるのやら──

「──そういえばさ、そろそろ純ちゃんの〈禁糸雀カナリエル〉もあっちに着くころなんじゃない？　ちゃんと仕事してるかな？」

「ああ、もう着いているはずだが……どれだけ敵の足を引っ張ってくれるかだね。この距きよ離りじゃ目視するにもちょっと遠いから、あの子たちに任せるしかないんだけど」

　──少しでも笹宮の助けになればと思って〈禁糸雀カナリエル〉を七羽、『敵の能力を封ふうじろ』とシンプルな命令だけを伝えて飛ばしたのがここへ到とう着ちやくしてすぐの話。笹宮の訓練のおかげで、いまの私が命令できる上限は十羽。残る三羽はここでの迎げい撃げき役だ。笹宮が向こうへ向かった〈禁糸雀カナリエル〉に気づかず、糸に引っかかって能力を封じられなければいいが……まあ、大だい丈じよう夫ぶだろう。そこまであいつは間ま抜ぬけじゃないだろうし、金色の体は目立つし。

　……それは敵にも見つかりやすいということでもあるのだけれど、まあ、注意を引ければそれでいい。

「──っと。ここが、ようやく壁の端なのかね？」

　突とつ然ぜんの背後からの問いに振り向けば、そこに立っていたのは巨きよ大だいな書を抱かかえて、どこか吞のん気きな雰ふん囲い気きを漂わせた、満まん身しん創そう痍いの青年。

「あなたは──目が覚めたんですか？」

「あっ、『英えい雄ゆう』さん？　こんなところでどうしたんです？」

　本部の防衛室『室長』、八神春真さんが立っていた。気絶していた彼は、円治さんたちの所へ置いてきたはずだけど。

「ああ、ほら、おれの気絶の原因って、外傷じゃなくて、女王クイーンの支配が途と切ぎれたのが原因だったからさ」

『ま、ズタボロなのは間ま違ちがいねェがナ。情けねェ話だぜ、まったク』

　本からも、どこかやさぐれたような声が聞こえる。噂うわさに聞く、〈禁術教典マビノギオン〉か。

「で、こんなところでどうしたって言ってたな──いや、壁の向こう側にちょっと用事があったんだけど、さすがに壁の上から飛んでいくと変な注目を集めそうだったもんでね。こっちまで走ってきたってわけだよ」

「え、でもあっち側へ行くんですか？　危険というか、口原は壁の向こう側には行くなと言っていたようですが」

「大丈夫、さすがに邪じや魔まになるようなことはしない。ただ、一体だけ──おれたちが始末しなきゃいけない奴がいるみたいでね」

『シロガネと──野郎の弟で子しがなんか企たくらんでるみてェなのは分かってんだガ、物理的な力が効かねェ敵はあんにゃろうでもどうしようもねェだロ。だから、オレたちが行くのサ』

「──それに」

　ふっ、と笑って、『英雄』が言う。

　吞気な笑え顔がおの瞳ひとみに、僅わずかな戦意の光を灯ともして。

「一体ぐらいは、なんとかしないとね──『英雄』って名前に固こ執しゆうする気はないけど、援えん軍ぐんとしてやってきた防衛室『室長』として、ちょっと示しがつかないだろう」

『んじゃマ、オレらはそろそろ行くゼ──じゃあナ、おふたりサン！』

　バララララ、とページが捲めくれて、八神さんの体が浮うかび──戦場へと飛んでいった。

「えっと……止める間もなく行ってしまったけど、いいのかな？」

「いーんじゃない？　だって『英雄』だもん」

「……やれやれ、言い訳するには便利な二つ名だね」

　香の返事に、私は肩かたを竦すくめて『英雄』の後ろ姿を見送った。

　　　　◆◆◆

「は──あああっ！」

　ゴキィッ！　っという鈍にぶい音と共に、氷こおり亀がめの水すい晶しようのような甲こう羅らに、俺は転身剣を突つき立たてた。くっそ、硬かたいなやっぱ！

　空気を吸い込むような音がしたので、転身剣を使って瞬しゆん間かん移動。

　少し離はなれた場所から見た氷亀の甲羅の上では、水晶の塔とうみたいな氷の塊かたまりができていた。

「ふん──一いち撃げき当てては逃げるを繰くり返かえすとは、臆おく病びよう風かぜに吹ふかれたか？」

「そう言ってくれるなよ──こっちは一撃でも喰くらえばアウトなんだからさ。頑がん丈じようでちょっと体を切り落としても死なないお前らと違ってさ」

　竜りゆうの背に立つ女王クイーンへ言い返す。

　──よし、俺の攻こう撃げきの意図は悟られてないな？

　さっきの亀で、あの物理攻撃の通じないグラフ以外は全員マーキングが終わった。亀の甲羅、反射障しよう壁へきを生むグラフが被かぶっている布の端、竜の首、女王クイーンのドレスの端……元・塵ちりグラフだけがちょっと気がかりだけど、まあ、問題ないだろう。刀身は突っ込んだし。

　これで、いつ壁が完成しても大丈夫だ──そう思った矢先に鳴りだした通信機。

　すわ口原たちの準備が出来たかと身構える俺だったが、

『──銀、聞こえてるか？』

　聞こえてきたのは意外にも、さっきまで操られてたらしい『英雄』の声だった。

「や、八神さん？　目が覚めたんですか？」

『おかげさまでね。ああ、前後したけど、よく帰ってきたな。それより、物理攻撃が効かないグラフがいただろ？』

「ああ、いましたね──ちょうどどうしようかと思ってたトコですけど」

『あれは、おれたちが仕留めるよ』

「そりゃ助かりますけど──何か、手があるんですか？」

『なかったらこんなこと言いださないって。こっちは先せん輩ぱいに任せとけって』

「──じゃあ、お願いします。作戦のことは聞いてますか？」

『聞いてないけど、知ったよ』

「……はは、じゃあ、そんな感じでお願いします」

　知りたい情報を知るグラフィティ〈禁術教典マビノギオン〉──場合によっちゃ〈七式セブンス・アクター〉よりも反則だよなぁ。

『ああ。そっちも頑がん張ばってくれ』

　通信が終しゆう了りようと同時、背後から迫せまっていた女王クイーンの輪を弾はじき飛ばす。

「ちっ──相変わらずいい反応速度よの」

「忘れたころに使えば支配できると思ったか？　甘いぜ、女王クイーン」

「ならば──行け！」

　女王クイーンが背から跳とび、頭のない竜に指示を出す──まさか！

　竜の姿がブレる。狙ねらいは俺じゃなくて壁の方か！

「行かせるかよ！」

　転身剣フランベルジユを地面へ向け、発動──マーキングを施ほどこされた竜が、頭……というか首を地面に向けた状態で、俺の足元へ瞬間移動してくる。そして奴やつはそのまま地面へ激げき突とつ──するかと思ったが、地面すれすれの場所で止まりやがった。いい勘かんしてるぜ、本当。

　それよりも──ちょっと面めん倒どうなことになってきたか？

「ほう……あの壁、破は壊かいされるのは其方そなたにとって都合の悪いことであるらしいな？」

　さて──俺も、こいつらから壁を死守するか。

　　　　◆◆◆

『おいハルマ、そろそろだゼ』

「了りよう解かい、クロウ──携けい帯たいの準備もしておかないとね」

　おれ──八神春真は、戦場となったせいでボロボロの建物の間を、滑すべるように低空飛行している。向かう先は、あの陽かげ炎ろうのように揺ゆらめくグラフ。

　物理攻撃が通じない敵はかなり珍めずらしい。それだけでも厄やつ介かいなのに、影かげに踏ふみ入った相手を操作する能力──正確には、あいつが支配している赤い影に、影が重なった相手を操作する能力を持っている。影が重なっていれば、相手が人でも瓦が礫れきでも関係ないそうだ。日の差し方によっては、あいつの赤い影に踏み入らなくても操作されるわけだ──抜ばつ粋すいはもちろん〈禁術教典マビノギオン〉。超ちよう便利。

　もちろん、おれだって物理攻撃の効かない相手に通じる攻撃を持ってるわけじゃない。

　けど──おれには心強い仲間がいるからね。

　陽炎グラフがいる一歩手前で停止して、電話。向こうの準備が整ったことを確かく認にんして、陰かげから飛び出す。

「じゃ──行くよ！」

『影にゃ気をつけろヨ！』

　分かってるって──一面赤い影に染まった風景に、影が重ならないように注意しながら、おれはその最さい奥おうに立つ陽炎グラフへと炎ほのおの矢と風の弾だん丸がんを飛ばした。

　おれのグラフィティは、威い力りよくはそうでもないけど色々なことができる。あの女王クイーンをして多芸と言わしめた程度には。

　かつ、組み合わせ次し第だいで威力が引き上がる──おれの炎と風は、同時にぶつけることで威力が飛ひ躍やく的に上がる。速度も割と速いし、当たればかなりのダメージが期待できる。

　けど、あいつはそれを見ても動く様子がない──効かないと分かっているから、舐なめきっているんだろう。さっきだって使ったけど、まるっきりダメージ入んなかったしな。

　けど──おれだって、意味のない攻こう撃げき繰くり返すほど頭悪くないんだよ！

　携けい帯たい電でん話わのカメラに陽炎グラフを映しながら、叫さけぶ。

「頼たのんだ──千尋！」

『ん──』

　短い返答が、携帯電話のスピーカーから流れて。

　揺らめいていた陽炎グラフの体が、硬こう質しつな──ガラスの塊かたまりに、変へん貌ぼうした。

　直後に、俺が放った炎の球と風の球が同時に着ちやく弾だん──大爆ばく発はつを引き起こし、物理攻撃の通じなかったあいつの体が、粉々に砕くだけ散ちる。

　かなり呆あつ気けなく仕留めたけど、あの陽炎グラフは基本的に攻撃が通じないから、攻撃されたときの防ぼう御ぎよ方法を持っていなかったんだろう。

　そして、ガラスの破は片へんから立ち上る光の粒りゆう子し──卵の方に向かってるみたいだな。欲よくを言えば封ふう印いんしたかったけど、まあ、仕方ないか。撃げき退たいできただけでも良しとしよう。

「ありがとうな──忙いそがしいところなのに悪かった、千ち尋ひろ」

『……別に。あんたでも手に余るグラフなら、眼を貸さないわけにはいかないでしょ』

　電話の向こうから、むくれたような声──本部所属の特級イレイザー、柊ひいらぎ千尋の声だ。

　物理攻撃が通じないなら、固めてしまえばいいっていうのがおれの発想で──そのために、千尋の〈硝子の蛇眼ストーンアイズ〉の力を貸してもらったわけだ。

　直接見なくても、カメラを使えば能力は通るからな。この間の……俺が寝ね過すごした臨時会議でも、紀き乃ののみかんを固めてたらしいし。

　とは言っても、千尋はほぼ一人でグラフたちと戦っているようなものだし──一いつ瞬しゆんとはいえ、そのメインウェポンである眼を貸してくれなんて、かなり無茶な頼みをしたと思ってる。できることなら残りの一キロ級も固めちまいたいところだけど、そこまではさすがに頼めない。

『ま、室長として示しがつかねェとか言っときながラ、一番重要なトコはチヒロに任せるってのもどうかたァ思うがな』

「ちゃんとおれたちって言ってたじゃん──頼たよれる仲間がいるんだから、おれは頼ることに躊躇ためらわないよ。けどまあ、確かに今回のこれは千尋のおかげだな」

『な、なによ。褒ほめたってなにも出ないわよ』

「いやいや、なんで千尋が何か出すって話になってんだよ──むしろ出すなら俺の方だろ。今度飯でも奢おごるよ。一いつ緒しよに行こうぜ」

『ご飯？　一緒に？　……それってまるで……デー……まっ、まあ、しょうがないわね！　あんたがそんな風に言うなら付き合ってあげてもいいけど──あっ、もちろんご飯によ！　べ、別に楽しみになんてしてないけどね！』

　なんか、妙みようにテンションの上がった千尋の声がスピーカー越ごしに響ひびいた。

「？　そりゃそうだろ、飯の話してんだから」

　千尋とは高校の時からの付き合いだけど、たまによくわからんことを言いだす。綾斗くんみたいな自称天才ではない、本当の天才ゆえの紙かみ一ひと重えな馬ば鹿かの部分が出ているんだろうか。あるいは、奢ってもらえることが嬉うれしいのか……まあ、千尋と一緒にホワキャンを作ってからは大体こんな感じだから、もうあんまり気にしてないけどね。

『……鈍どん感かんにもほどがあンだロ……チヒロもチヒロだがナ』

「？　クロウ、いまなんて言った？」

　電話を終了した後で、クロウがなにやらぶつぶつ言っていたのだけど、声量が小さくてよく聞き取れなかった。

『いや、おめェのそういう部分に辟へき易えきしてたとこダ──それより、急いでここを離れるぞ。もうさすがに、そろそろだろうしナ』

「確かにそうだな」

　クロウの言い方に何か引っかかるものがあったけど、ここを離れなきゃいけない、っていうのには素す直なおに同調した。

　なぜなら──

「──ここにいたら、七聖剣の巻まき添ぞえにされちゃいそうだしな」

　　　　◆◆◆

　琴音たちが造る壁かべを背にして──

『銀くん、例の陽炎グラフは片付けた』

「さっすが、『英えい雄ゆう』っ！　ありがとっ、ござ、ます！」

　右手に瞬迅剣、左手に結界剣を握にぎりながら、頭のない竜と、空中十メートルほどの場所で接近戦をしている最中の通信に、俺は半ば叫ぶように返した。

　翼つばさを斬きり落とそうと振ふるった瞬迅剣は、横合いからの尾おの一撃で軌き道どうを逸そらされる。そのまま体を捻ひねってもう一度翼つばさ狙ねらいで振るうけど、合わせて竜も体を旋せん回かいさせたので刃はが届かない。その旋回した勢いを乗せて俺に迫る、竜の体たい軀くに比べれば小さな腕うで。小さいとはいえ、その先せん端たんの爪つめは人一人を抉えぐり殺すには十分な鋭するどさを持っていた。それを結界で防御して、さらに三枚の結界を竜の体擦すれ擦れの位置に張り、竜の動きを制限する。

　足場として張った結界を蹴けって、竜の背後へとジャンプ──空中で結界剣を斬裂剣に持ち替かえ、その背中に突つき立たてようとした、その時。

「んぎっ……!?」

　五角形の障壁が、斬裂剣の一撃を阻はばみ──一瞬だけ拮きつ抗こうしてから、俺の体は空中に弾き飛ばされた。

　……全すべてを斬る斬裂剣と、杖つえに布被かぶせたみたいなグラフの反射障しよう壁へき。矛む盾じゆんが発生しそうな二つの激突の軍配は、障壁の方に上がったみたいだ──反射することに特化した障壁と、能力を分割された中の一つである斬裂剣とじゃ、やっぱ差があるってことか。

　と思ったとき、町中で建物が崩ほう壊かいした──何事かと目を向ければ、そこには黄色く蠢うごめく液体が。

「ちっ──無む駄だに町を壊こわしやがって。液状化しても厄介な奴だな！」

　ぐじゅぐじゅとしたあの元・塵ちりグラフは、触ふれた建物を少しずつ崩くずしている──氷こおり亀がめの硬かたい甲こう羅らも削けずってたところをみると、あいつの能力は『分解』か。自身の体に触ふれたものを、片かたっ端ぱしから分解していく。先に液状化しといて正解だったな──あんなもん空気中に漂ただよってたら戦うどころの話じゃないし。とはいっても、範はん囲いが狭せまくなっただけであいつ自身も十分ヤバい。溶よう岩がんっつーか、王水……超強力な酸の塊みたいなもんか。あいつが壁に辿たどりつくと面倒なことになりそうだな──

　と、余所よそ見みをしていたら、視界が翳かげる。何かと思って上を見……げ、ヤバい！　頭のない竜りゆうが、上から俺へと、それこそ隕いん石せきのように突っ込んできやがった！

　この速度、この威い圧あつ感かん──結界だけじゃ防げない！

　結界を前方に張りつつ、瞬迅剣を手放して斬裂剣へ持ち替えたが、振り抜ぬくほどの余よ裕ゆうはなく──思った通り、派手な破は砕さい音とともに結界が破られた。

　そして次の瞬しゆん間かん、ぎりぎり構えた斬裂剣の腹に、竜の首が激突してくる。

「こんっ、のぉっ！」

　斬裂剣の力のおかげで、足場にしている結界とこの竜にサンドイッチされることは防いだが──結界ぶち破ってまだこんだけの力か、なんかちょっと既き視し感かんあるな……っ！

　いや、しかしこの竜はなかなか厄介だ。

　あいつの助けがなかったら、意外とマズかったかもしれないな、と竜の首を押し返しながら、下へと目をやる。そこには──

「──おのれ、鬱うつ陶とうしい真似まねを！」

　壁から約三十メートルほどの場所に立つ氷亀のそばで、支配するための輪を振り回し、氷亀の足から金色の糸を払はらいながら激げき昂こうする女王クイーンがいた。

　──そう、金色の糸。

　氷亀の周辺に飛び回る、籠目の〈禁糸雀カナリエル〉の糸である──あいつが氷亀の能力を封ふうじてくれたおかげで、あいつは氷による壁の破壊が出来ない。

　あのまま突とつ進しんして壊そうとしても、瞬間移動させて壁から引ひき離はなすから問題ない。

　おかげで俺は、この頭のない竜に大体集中することができる。

　女王クイーン自身、あの糸には触れられないから慎しん重ちように払っていかざるを得ない。その間に、飛び交かう〈禁糸雀カナリエル〉は亀の別の場所へと糸を巻き付ける。無限ループだ。

　さらに、氷亀は大きいが、その分動きが鈍のろいから、あの凍とう結けつ能力なしでは細かく飛び回る〈禁糸雀カナリエル〉を仕留めることもできない──戦せん闘とうの相あい性しようは抜ばつ群ぐんだな！

「負けて、らんねえなっ！」

　ぐっ、と力を入れなおして、全力で竜の首を押し返す。負けじと竜も力を強めてくるが、そのタイミングで俺は剣けんを引き、剣の腹を斜ななめ上に向ける。押してダメなら引いてみろとはよく言ったもんだ──突とつ然ぜん引かれて体勢を崩し、俺の真上に来た竜の腹へ、真下から蹴りを叩たたき込んだ。鱗うろこ越ごしとはいえ、斬裂剣で強化された脚きやく力りよくでの蹴りだ──竜の体はやや曲がり、真上へと舞まい上がった。

　と──再び、通信機が鳴る。

『銀先せん輩ぱい！』

　その声を聞き、俺は思わず口の端はしを吊つり上げる。

「琴音！　壁が完成したんだな!?」

『はいっ！　いつでもいけます！』

　背後の壁を、ほんの一いつ瞬しゆん眺ながめる。大部分は氷だが、透とう明めいだったり、土だったり岩だったり炎ほのおだったりよくわからないものだったり──イレイザーたちがそのグラフィティを結集して造った……というには、ちょっと見た目が継つぎ接はぎすぎるし、でこぼこすぎるが。

　けど、隙すき間まがなければそれでいい！

　瞬迅剣と結界剣を使い、女王クイーンたちの正面に移動──壁を背にし、女王クイーンたちと対たい峙じした俺は、持ち替えた斬裂剣を空へと突きつける。

「さて──じゃあ女王クイーン、そろそろ決着付けようか！」

　その斬裂剣の周囲を、他ほかの五本の剣が旋回し──眩まばゆい銀色の光を放つ。

「ぬっ……!?　馬鹿な、それは!?」

　その光の意味に気付いてか、珍めずらしく女王クイーンが狼ろう狽ばいしたような声を上げる。

「俺の全力で──お前ら全員、卵の向こうに叩き返してやるよ！」

　光が収まり、俺の右手に握られていたのは、刀身に北ほく斗と七しち星せいを思わせる点が打たれた、両もろ刃はの剣つるぎ。

〈七式セブンス・アクター〉第七なな式しき、七聖剣！

　銀に輝かがやくこの剣を見た女王クイーンが──俺の奥の手を見た女王クイーンが、焦あせるように言う。

「其方そなた──それは何のハッタリだ!?」

「残念ながら本気だぜ──お祭まつり騒さわぎもそろそろ締しめだ」

「……っ！　妾わらわごとこの町を滅めつする気か？」

「町一つでお前の支配を逃のがれられるんだから、仕方ないよな──最終的な大損害を避さけるために、多少の損害に目を瞑つぶる。見上げた将の器うつわ、だろ？」

　両手で柄つかを握る俺に、女王クイーンがぞっとした表情を見せる。俺が本気だって悟さとったんだろう。

「防げるもんなら、防いでみろ！」

　俺が剣を振りかぶると同時、女王クイーンもまた右手を振り上げる。

「言われるまでもない──其方の全力の一いち撃げきを跳はね返し、壁の後ろの門番共々、消し去ってくれる！　これに障壁を！」

　女王クイーンたちの前に現れた、巨きよ大だいな五角形の障壁へ向けて、俺は全力で七聖剣を振るう、その直前。

「──やるぞ、琴音！」

　通信機へと、そう叫さけんだ。

　　　　◆◆◆

　──銀先輩から、合図が入った！

「基羽さん、お願いします！」

「あいよ」

　壁のすぐ傍そばに立つあたしは、隣となりに立つ基羽さんに、能力の使用を要よう請せい──様々な材質の壁に基羽さんが触れた直後、〈海月龍インビジブル〉によって壁の全てが透明になる。

　そして、壁の向こうでは──

『はぁあああああああああっ！』

　通信機から聞こえる裂れつ帛ぱくの気合とともに、銀先輩が女王クイーンへ向けて、七聖剣を振り下ろしていた。

　立ち上った、爆ばく発はつ的てきな銀色の光が、町の地面を抉りながら女王クイーンへ向かう。

「えっ──ちょ、琴ちゃん！　あれ大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「あれって前に増ぞう殖しよくグラフ消し飛ばした奴やつだよな──反射されたらまずいんじゃねえか？」

　銀色の滅光が真っ直すぐに、女王クイーンを守る五角形の反射障壁へ向かうのを見て、新奈や壱彦先輩がいつもよりも慌あわてた調子であたしに訊たずね、

「……ぁん、せぃ……ふぅ」

　女王クイーンの封ふう印いん準備が完かん了りようしたらしい雪子さんは状じよう況きように気付いていないらしく、満足気にため息いきを漏もらしていた。

「──口原！　笹宮の奴、本当になにか策はあるのだろうな!?　笹宮のあの光が反射されるにせよされないにせよ、このままでは町に甚じん大だいな被ひ害がいが出るぞ！」

「えっ、笹宮の奴そんなヤバい攻こう撃げきしてんのか、いま？」

　水瀬先輩の言い方に、七聖剣の攻撃を見たことのない基羽さんがぎょっとしていた。そして、徐じよ々じよにその驚おどろきは後ろのイレイザーたちにも伝でん播ぱしていく。

　──水瀬先輩の言う通り、反射された場合は言わずもがな、あたしたちをあの光が襲おそうことになる。けど、反射障壁を破ったら破ったで、女王クイーンもろとも後ろの町が滅ほろぶ。

　女王クイーンを守る障壁へ、銀先輩の放った光が激げき突とつ──さすがと言うべきか、七聖剣での攻撃はすぐに反射されることはなく、光と障壁の間で[image: ]ほとばしるエネルギーが、行き場をなくして周囲の建物を少しずつ削っていく。

　イレイザーの疑問の声が高まる前に、あたしは先んじて通信機へ叫ぶ。

「──絶対に！　壁の外へは出ないでください！」

　せめぎ合う光の向こうで、障壁にヒビが入る。

「たとえ銀先輩の攻撃が反射されたとしても、絶対に！」

　その光景から目を離さないままに、叫ぶ。

「なぜだ、口原？　貴様は私たちに死ねと言うのか？」

　静かな水瀬先輩の言葉に、あたしは答えた。やはり、後ろは見ないままで。

「この壁かべの内側にいる限りは──」

　前に手を突つき出だし、その瞬間を待つ。

「あたしが全員を、守ることができるからです！」

　──そう言い切った瞬間。

　銀先輩の光が、女王クイーンの障壁に跳ね返された。

　全てを塵へと刻み伏ふせる、破は滅めつの光の矛ほこ先さきが、あたしたちへと向けられて──!!

　　　　◆◆◆

「アッハハハハハハハハハハ！　妾たちの勝利だ！　宝ほう剣けんの使い手よ！」

　迫せまる光の向こうから、女王クイーンの哄こう笑しようが飛んでくる。

　それを見て、俺はふぅ、とため息をつき──

「跳ね返してくれなかったら、どうしようかと思ったぜ」

　俺の呟つぶやきは、女王クイーンには届かない。

　だから、これも聞こえないんだろうな──などと思いつつ、七聖剣を解除。そして、ポケットから傷のついた小石を取りだした。




「この勝負──俺たちの、勝ちだ！」




　　　　◆◆◆

「守るって──琴ちゃん、まさかあれを防ぐつもりなの!?」

「そうだよ」

「だ、だって琴ちゃんの〈三弾銃アブソリユート・ロア〉は、弾はじける面積は直径三メートルが限度じゃ──」

「大丈夫」

　新奈の疑問をその一言で抑おさえて、あたしは意識を集中する。

　背後の喧けん騒そうも、どこか遠くへ。

「騒ぐな貴様ら──いまさらどこへも逃にげられん！　口原に懸けていろ！」

　水瀬先輩の言葉も、はるか遠くから聞こえる。

「──ここはあたしの絶対領域だ」

　自分への自己暗示のように、呟く。

「たとえ何が相手でも──絶対に防いでみせる！」

　　　　◆◆◆

「アッハハハ──は？」

「よう、女じよ王おうサマ」

　突然目の前に現れた俺に、笑っていた女王クイーンが呆ほうけた声を発した。

　──まあ、正確には。

　俺の目の前に女王クイーンが飛ばされた、なんだけどな。

「なっ、な──!?」

　しかも、女王クイーンだけじゃない。反射障しよう壁へきのグラフ、氷こおり亀がめ、頭のない竜りゆう、液状化した元・塵ちりグラフも、全部ここに連れてきた──転身剣の、能力によって。

　マーキングしたものの場所へ瞬しゆん間かん移動することができるほか、マーキングしたものを俺の近くへ瞬間移動させる能力。

　跳ね返された七聖剣の一撃が迫るこの場所に突然連れてこられて、女王クイーンは混乱の極きわみに陥おちいっている。このタイミングなら、もう障壁も間に合わないし。その間に俺は、転身剣で傷つけた石を、斬裂剣を持った状態で真上へとぶん投げた。

　強化された力で投げられた石は、一いつ瞬しゆんで相当な高度にまで達する──そして。

「じゃあな、女王クイーン！」

　その石の場所へ──間ま違ちがっても七聖剣の光が届かない場所まで、瞬間移動。

　これで俺の抜ぬけ出しは完了っと──

「さて──あとはお前の仕事だぜ、琴音！」

　　　　◆◆◆

『おのれおのれおのれおのれぇえええええええええっ！　嵌はめおったな、宝剣の、使い手がぁああっ！』

　透とう明めいになった壁の向こう側に破滅の光が迫る中、女王クイーンが喚わめき声ごえを上げる。

　突とつ然ぜん現れた一キロ級グラフたちに後ろは騒そう然ぜんとしているようだけど──関係ない。

　ふぅっ、と短く息を吐はき──いつもバレットシェルを使うときのように、集中する。

　──何度も、何度も、やってきた。透明になった壁の目印も、地面に付けてある。

　幾いく度どとなく練習してきた感覚と、距きよ離りを測る目を、頼たよりにして。

　瞬まばたきはしない。目を離はなさない。瞳ひとみを灼やく銀の光を、完かん璧ぺきなタイミングで阻はばむために。

　──────氷亀の甲こう羅らの端はしに、銀の光が触ふれる。まだ。

　────氷亀と、竜の体が半分吞のまれる。黄色い液体が蒸発する。まだ。

　──そして、怒いかりに顔を歪ゆがめた女王クイーンが迫る光を見て一転、恐きよう怖ふに顔を歪めた。

　ここだっ！

「──〈三弾銃アブソリユート・ロア〉!!」

　銀先せん輩ぱいの全力の攻撃が、女王クイーンたち全てを吞みこんで。

　それが透明な壁に直ちよく撃げきするかしないかの、絶ぜつ妙みようなタイミングで。

　あたしは、壁全体に──〈三弾銃アブソリユート・ロア〉を使用した。
















　ズズッ、と重たいものを無理やり動かしたような音が響ひびく。その一瞬の間に、迫ってきていた光の奔ほん流りゆうは、激しい音とともに侵しん攻こうを壁に阻まれて──上部へと、軌き道どうを変えた。少し反った両りよう端はじのおかげで、横から流れていきもせずに。

　上へ、上へ、遥はるか彼方かなたへと飛んでいき──空に、銀色が花火のように弾けた。

　誰だれもが上を見上げて、静せい寂じやくが場を支配する中。

「……っ、は、ぁあ～……っ！」

　銀先輩との作戦がうまくいったことを悟って。

　あたしは張はり詰つめていた息を吐き、その場にすとん、と尻しり餅もちをついてしまった。

　　　　◇◇◇

　──あの、白い部屋を抜ける直前。

　オリヒメさんは、あたしの手を握にぎって、こう言った。

『女王クイーンにだけ力を貸すなんて、フェアじゃないものね──いまから一度だけ、貴女あなたの能力の上限を一つ、拡張する権利をあげるわ。使いたいと思ったときに使えるけど、一回しか使えないから気をつけてね？』

　そしてあたしの手を取っていたオリヒメさんの右手が光り、すぐにそれは収まった。

　──なんでも、目付役であるオリヒメさんは、グラフの能力に多少、干かん渉しようする権限を持っているそうだ。

　動かせる距離は三センチのみ、効果が及およぶ範はん囲いはあたしを中心とした半径三メートル円内、弾ける最大面積は直径三メートル、二か所の同時使用は不可能──それが、あたしのグラフィティ〈三弾銃アブソリユート・ロア〉の能力上限。

　だけど、一回限定で、それらの上限を一つだけ、拡張することができる──三センチのみって上限を外せば、どこまでも突き抜ける無む双そうの矛ほこになる。一度限りならそれもいいかと思ったけど──結局、あたしが選んだのは絶対の盾たてだった。

　きっかけは、あたしたちが出る直前まで映し出されていたこちら側の映像──女王クイーンが五体のグラフを呼びだした時の、オリヒメさんの言葉だ。

『あら、もう奥の手を出したのね──あの五体、貴方あなたたちの基準で言うところの、一キロ級よ』

　目を剝むいたあたしと銀先輩は、最後にお礼を一つ残して、あの白い部屋を後にした。

　その道中で、あれだけのグラフを始末するには、七聖剣の力が必要という話になった。

　けど、今回の戦場は二・五次元セカンドハーフではなく三次元の町──七聖剣で一キロ級たちを消し飛ばすのは難しくないけど、町と、そこで戦っている団員も巻まき添ぞえにしてしまう。

　そこで、あたしは提案した──『大きな壁をイレイザーたちに造ってもらって、弾ける最大面積の上限を拡張したあたしが、壁を弾いて銀先輩の攻撃を防ぐ』って作戦を。

　そして、こっちに戻もどってきてから、一キロ級のグラフの能力を知り、銀先輩と作戦を微び調ちよう整せいして──七聖剣の攻撃を跳はね返させて、油断させると同時に、あたしが壁で銀先輩の攻撃を防ぐっていう作戦にして。

　そして、その結果が──

　　　　◇◇◇

　できるとは思ってたけど……うまくいって、よかったぁ……！　尻餅をついたままに、あたしは安あん堵どした。いまさらながらに、鼓こ動どうがどくんどくんと高鳴りだす。集中しすぎたせいか、ちょっと頭がぼうっとするなぁ……。それに、目がすごくチカチカする。

　目の前には、狭い範囲とはいえ七聖剣の光が通ったせいで何も残っていない道と、さっきまでグラフたちがいたのが噓うそみたいな、無人街ゴーストタウンみたいになっちゃった町並みが広がっていた。

　透明化の効果が消え、壁が再びその姿を現したあとで……あれ？　と未いまだに静まり返っている背後に気付き、恐おそる恐る振ふり返かえってみる。ひっ!?

　全員の視線が、あたしに集中していた。思わずびくっ、てなったけど──その視線が、不意に上の方へ逸それる。夥おびただしい量の光の粒りゆう子しが、空へと立ち上っていた。やがて、それらは三つの方向に分かれて動き始める。

　その内一つがあたしたちの方へ降ってきて、飛鳥さんの傍にいた、雪子さんの持つ本に収束していく。残る二つは……一つは卵の方だけど、もう一つは誰かが封ふう印いんしてたってことなのかな？

「……ぁっ」

　そしてしばらくぽーっとしていた雪子さんだったけど、粒子の収束が終わると、革かわのカバーを取り出して、手慣れた手つきで掛かけていく。ちらっと見えたカバーに書かれたタイトルは──『女王クイーン・マリオネット』。

　あはは……支配し、操あやつる能力を持っていた女王クイーンに、その名前はまんますぎるよ、と思ったけど──どうやら、女王クイーンの封印は、できたようだ。

「……えと……」

　けど、それでもなんだか妙みような空気が払ふつ拭しよくされなくて。全員揃そろって信じられないものを見ていたような、そんな空気。

　ど、どうしよう──と思ったその時。

「──よっし、みんなお疲つかれ様さま！」

　不意に、上からそんな声が掛けられた──全員が目を向けた先にいたのは、結界に乗った銀先輩だった。逃げた先から、壁かべを越こえてきたみたい。

「女王クイーンの封印は完かん了りようしたな──けど、まだ終わってないぞ！　第一次防衛ラインをすぐに作り直すんだ！　第二次のみんなに大分負担かけてるから、急げよ！」

　銀先輩の指示を聞き、みんな夢から醒さめたみたいにはっとして、動き始める。

「でも、朗報だ──卵は少しずつ小さくなってる！　山は越えたから、あとは消化試合だ！　残ったグラフを殲せん滅めつして、耐たえ切って！　全員で、帰るぞ！」

『──了りよう解かい！』

　壁に、みんなの声が反はん響きようした。

　あたしたちは元々このあたり担当だから、動く必要はないんだけど──って痛っ!?

　誰かに突然背中を叩たたかれて、振り返る──水瀬先せん輩ぱいがそこに立っていた。

「ふん、こういうことだったか、口原。よくもまあ、宣言通りに守り切ったものだな」

「い、いえ──今回のは、ちょっと特別ですから」

「まあ、貴様のグラフィティに何かあったのは分かるが──いま追つい及きゆうすることでもないのだろうな。ではな、口原。訊ききたくなった時にまた訊くとする」

　最後に、ふっ、と笑って、水瀬先輩はあたしに背を向けた。基羽さんの首根っこを摑つかんで──籠目先輩たちと合流しに行くのかな？

　って、あれ？　み、水瀬先輩……あたしに、笑いかけた？

「琴音、水瀬に何言われてたんだ？」

　地上に降りた銀先輩が訊たずねてくる。

「あ、いえ……なんだか、普ふ通つうに褒ほめられちゃったみたいです」

「そりゃ……また珍めずらしいな。それはともかく、サンキューな。お前のおかげで早めにケリをつけられたし──町とか団員とかにも、余計な被ひ害がいを出さずに済んだ」

「い、いえっ……」

　なんの裏もなく褒められて、あたしは思わず俯うつむくけど──

「……琴音、こっち見てみ」

「は、はいっ!?」

　慌あわてて顔を上に向けると、銀先輩が片手を上げていた。ど、どうしたんだろう？

「……ハイタッチ、な」

「あっ……は、はいっ！」

　意図を読み取れていなかったことに焦あせって、慌ててあたしも右手を上げた。パンッ、と小気味いい音が、あたしと銀先輩の手から鳴る。

　ハイタッチを終え、嬉うれしそうに笑った銀先輩が、直刀と日本刀を構えて、壁に向く。

「っし──じゃあ、俺はこの壁だけ適当に解体して、第二次防衛ラインの援えん護ごに行くわ。お前も、グラフとの戦せん闘とう気をつけてな」

「はっ、は──」

「あっれぇ、笹宮室長？　琴ちゃんのチームメイトのわたしたちには何もなしですか？」

　あたしの返事を遮さえぎって、銀先せん輩ぱいの背中に物もの凄すごく含ふくみのある言い方でそう声をかけたのは、新奈だった。

「え、に、新奈？」

「いやあ、笹宮室長ってばわたしたちのことなんて眼中に無いみたいですもんね」

「い、いや、決してそんなことはないぞ？　平上たちも、よく持ちこたえてくれ──」

「あーいいですいいです、そんな取って付けたような評価の言葉なんて」

「おいおい、新奈ちゃん──そう苛いじめてやるなよ」

　なおも言葉を続けようとした新奈を止めたのは壱彦先輩だ。

「そりゃ口原のことは多少なり特とく別べつ扱あつかいもするだろうに。なんせ一番弟で子しだからな──どんだけ手を出してきたか、新奈ちゃんだって見てきたろ？」

　ごふっ、とあたしは思わずむせた。い、壱彦先輩、なんて言い間ま違ちがいの仕方を……これは、また新奈が切れ味鋭するどくツッコむ流れ──

「……琴ちゃん、そんなに笹宮室長に手を出されちゃったの？」

「い、壱彦先輩の言い間違いに乗っからないでよ!?　手にかけてきたとかの間違いだって分かってるでしょぉ!?」

　これは想定外。珍しく、壱彦先輩の間違いに悪乗りして、真顔で訊ねてきた新奈に、思わず裏声でそう叫さけび返した。

「……ぉ、……ちゃっ……の？」

「えっと、手を出されちゃったの？　だってさ」

「ゆっ、雪子さんまで!?　し、銀先輩！　銀先輩からも何か言って──」

「……ふむ、確かに手を出したと言えなくもないな」

「しっ!?」

　唯ゆい一いつ味方だと思っていた銀先輩まであっち側に回ってしまった。真ま面じ目めくさった顔して、銀先輩までなんてことを言いだすのか。

　というか、手を出したって。なに、どのことを指してそんなことを言ってるの？　じょ、冗じよう談だんで言ってるんだよね──などと考えつつ、顔が徐じよ々じよに赤くなっていく。

　そんなあたしを見ながら、笑いをこらえている銀先輩の顔を見て──あれ？　と思う。なんか、いつもと笑い方が違う……？　なんだか、ちょっと、にやけてる？

　ちょっと不思議に思ったけど、それを訊ねる前に銀先輩が動き始めた。

「さて──そろそろ仕事に戻るか。壁かべ壊こわすから、注意しろよ」

　呟つぶやいた銀先輩が、目にも留まらない速度で動き始め、目の前の巨きよ大だいな壁があっという間にバラバラになる。そして直刀をフランベルジュに持ち替かえた銀先輩が、壁の塊かたまりを次々に地面の上に瞬しゆん間かん移動させていく。

「〈十球儀イクスフイア〉」

　それを見上げるあたしたちを、半はん透とう明めいの結界が覆おおった。細かい破は片へんが、新奈の〈十球儀イクスフイア〉に当たってパラパラと音を立てる。

『じゃあ、俺は第二次防衛ラインの方の援護に行ってくるから。こっち、頼たのんだぜ！』

　壁をあらかた分解し終わった段階で、銀先輩が通信機越ごしにそう言って、レイピアと日本刀を握にぎり、卵の反対方向へと走っていった。

「ま、向こうで何があったのかは、全部終わってからじっくり教えてもらおうかな？」

　銀先輩が走り去ってから、同じ結界の中で新奈がそんな怖こわいことを言う。

「じ、じっくりとって。別に変なこと起こってないけど」

　……銀先輩に抱だき締しめられたことだけは絶対に言わないようにしなきゃ……。

「……へえ？　わたし、変なことなんて一言も言ってないけど……あの壁を弾はじけられた理由とかがあるんだろうから、それを教えてもらおうって話だったんだけどなー？」

「あうっ!?」

　し、しまった！　また墓穴を掘ほっちゃった!?

「それで、どんな変なことがあったの？　何かおかしなこと言われたり、言ったりしなかったの？　もしかして告白でもしちゃった？」

「な、ないから！　変なことなんてないし告白してもいないから！」

　……可愛かわいい一番弟子って言われたけど。可愛いって言われたけど！

「そうは言うけど、琴ちゃんには前科があるから信しん憑ぴよう性せいがないんだよね。勢いに任せてとんでもないこと言っちゃうタイプだし」

「うぅ……」

　銀先輩に『体を委ゆだねます』とか、『どんなことでも言ってください』とかって言ったときのことだろう。いま思い出しても赤面しちゃうなあ……。

　……で、でも、今回は！　今回ばっかりは、そんな変な台詞せりふなんて言ってない……はず、だよ、ね？　向こうにいた時からこっちへ帰ってくるまでの会話を思い出し──

「さあ、気合入れろよ！　グラフが来たぞ！」

　壱彦先輩の注意喚かん起きと同時、〈十球儀イクスフイア〉が解かれた。

　……いったん、会話を思い出すのは中断だね。

　呼吸を整え、集中を高めて。

　こちらへ迫せまるグラフたちへと、バレットシェルを構えて──三、二、一、いま！

「──〈三弾銃アブソリユート・ロア〉！」

　　　　◆◆◆

　──あぁ、やっぱダメみたいだな。

　第二次防衛ラインに向かう間に、誰だれに告げるでもなく心中でぼやく。

　琴音が可愛いと思ったことはいままでに少なからずあったけど、いまはそう感じる度合いが半はん端ぱじゃない。

　あいつがからかわれて顔を赤くする場面でも普通に笑えていたはずだけど、いまは笑え顔がおって言うか、顔がにやける方が先にくる。なんでこうなった。

　……やっぱ、あれかな。あの白い部屋を抜ぬけてから、こっちへ来るまでの作戦会議でやられちゃったのかな。ぼんやりと、思い出に浸ひたるように思いだす。

　　　　◇◇◇

『──銀先輩。あたしなら、他のイレイザーのみんなに壁を造ってもらえば、銀先輩の七聖剣の一いち撃げきでも防げるかもしれません』

　女王クイーンと、一キロ級五体を倒たおすには七聖剣の力が必要不可欠──その結論に至った段階で、俺に抱かかえられた琴音がそう提案してきた。

『ああ、例の上限解除で、弾ける面積の上限を取とっ払ぱらうのか──でもいいのか？　それ、万が一にも失敗したら、町もそうだけど団員みんな、巻まき添ぞえで死んじまうぞ？』

　俺は、敢あえて試ためすように口にした。

　言外に、イレイザーや封ふう印いん班たちの命を、背負う覚かく悟ごがあるのかと。

　しかし、琴音は怯おびえることなく、口を開いた。

『銀先輩は、あたしのことが信じられませんか？』

　あの琴音が言うようになったな──と、かつてポンコツと呼ばれて泣きだした琴音の姿を思い出しながら、言い返した。

『信じてないわけないだろ。誰がお前を育てたと思ってんだ』

『……ありがとうございます』

　はにかみながら礼を述べた琴音は、続けてこう言った。

『絶対に、みんなのことは守ってみせます。だから、遠えん慮りよなくやっちゃってください』

　確かな自信をその目に宿して。

『あたしが銀先輩の全すべてを、受け止めてみせますから！』

　　　　◇◇◇

　──あの台詞は反則だぜ、と照れ混じりに笑いを浮うかべる。

　毎度毎度、あの一番弟子はやってくれるぜ……全てってお前、『攻こう撃げき』って単語を抜いたらダメだろ。琴音が真ま面じ目めに言ってるとわかっちゃいるが、普通に誤解するわあんなん。

　おかげで、なんかいろんなことにトドメを刺さされた気分になった。主に、俺の気持ちとか、そういう面で。

　薄うす々うす、分かってはいたんだけどな。

　俺は、琴音のことが──

　それを最後まで考える前に、第二次防衛ラインのイレイザーが手こずっているであろうグラフに目を付け、足場にしていた結界を蹴けり。

「──はぁああああああっ！」

　気き恥はずかしさを誤ご魔ま化かすように、全力でグラフに斬きりかかった──

　　　　◇◇◇

　──三月十七日、午後四時三十七分に、各地で卵の消しよう滅めつが確かく認にんされた。

　それから間もなく、実体化したグラフの殲せん滅めつが終しゆう了りよう。

　負傷者は多数、町への被ひ害がいも結構な規模になったものの、死者はゼロ──富山支部に現れた一キロ級グラフ五体は、その内二体を封印できた。女王クイーンの禁書含ふくめ、これら三冊の禁書は、その危険性を考こう慮りよして、本部の封印指定禁きん書しよ管かん理り室しつに保管されることが決定──富山支部へ援えん軍ぐんに来ていた八神さんの手に渡わたった。よっぽどのポカをやらかさない限り、俺の〈七式セブンス・アクター〉みたいなことにはならないだろう。

　こうして、ホワイトキャンバス創設以来最大の事件、『女王クイーン案件』は──その幕を、静かに下ろしたのだった。








終章　これから始まる二つの夢






　──女王クイーン案件に関する各種報告や手配、富と山やま支部の修しゆう繕ぜんやら町の復旧の協力など、嵐あらしのような日々が駆かけ抜け、女王クイーンの襲しゆう撃げきからあっという間に二週間が経たった。

　あれから、セカンドハーフが出現する頻ひん度どは以前よりも落ち着いた。琴こと音ねの話によれば、出現頻度が上がったのは、向こう側が容量ギリギリだったからってことだから……女王クイーンが大群を引き連れてきた今回の件で、向こうにはかなり余よ裕ゆうができたとか、そんな感じか。

　逆に言えば、またギリギリになったら女王クイーン案件みたいな事件が再来する可能性も十分に考えられるわけだ──つまり。

　戦力を引き上げるに越こしたことはないってことだよな！

「ようやく……ようやくこの日が来たな」

　俺は椅い子すの上で、笑いながら呟く。

　四月一日。カレンダーに花丸が付けられたこの日は、俺が待ち望んだ日。

「やっと始められるぜ──オーバーロード・プログラム！」

　長かった……本当に長かった！　足がけ三か月半、ようやく開かい催さいまでこぎつけた！

　俺考案、最底辺イレイザーたちを戦せん闘とうで使えるようにするための雑魚ざこ強化プログラム！

　……ま、結局サンプルは琴音と籠かご目めの二人しか捕つかまらなかったわけだけど。

「ええ、おめでとうございます。初回で大ポカをやらかさなければいいですが」

「さらっとおっそろしいこと言わないでくれないかな中なか滝たきさん……」

　こちらを見もせずに書類の山を切きり崩くずしている中滝さんに、げんなりと返す。

「というか、余計なことを言わなければ特に問題はないと思いますが」

「余計なことなんて言うわけないじゃん！　あーそれにしてもほんっと楽しみだ、どんなポンコツ連中が集まってんだろうなぁ……っ！」

「ほら言った傍そばから……。というか、楽しみも何も、参加者のデータは見ているんじゃないんですか？」

　机の上に、オーバーロードプログラムの参加希望者の書類は、確かに纏まとめられているし目を通した。でも──

「グラフィティの欄らんだけは見てないんだ。当日のお楽しみってことで」

「はぁ……まあ、それは笹ささ宮みや室長の自由ですが──」

　途と端たん、部屋に備え付けの電話が鳴る。

「はい、ホワイトキャンバス富山支部、中滝です──はい……はい、少々お待ちください。笹宮室長、愛え媛ひめ支部の、冠かぶら城ぎ紀き乃のさんからお電話が──」

『あー、あー、もっしもしー？　ギンちゃん聞こえとるー？』

　中滝さんの言葉を遮さえぎって、紀乃の声が室長室に響ひびき渡る。

　ちなみに音源は、中滝さんが受話器を握にぎる電話でも、俺のブレスレット型通信機でもなく──俺の机の上の、パソコンだった。

　中滝さんがため息をつきながら受話器を戻もどす隣となりで、俺は無言で机の引き出しからマイクを取り出し、ケーブルをパソコンに接続。

「……いや、まあ聞こえてんだけどさ……お前、電話掛かけてきたんじゃないのか？」

『きぃ、待たされるんは嫌きらいやけん。ハッキングしたった』

　そう言って、紀乃は、にひぃっと笑った。笑顔は可愛らしいのに、言動が可愛らしさからは程ほど遠とおかった。地球から冥めい王おう星せいぐらいまでの距きよ離り感かんがある。

　パソコンには、愛媛支部所属の特級イレイザー、『悪あく喰じき』の名を冠かんする暴食娘むすめ、冠城紀乃のライブ映像が映っていた。確かに支給されたパソコンには映像通信用のプログラムが入っていたが、一方的に開くことなんてできない。普ふ通つうは。

　紀乃が普通じゃない、というだけの話である。残念ながらな。

「ったく……で、どうしたんだ？　綾あや斗とさんにバイキングは奢おごってもらったのか？」

『うん！　美味おいしかったわ！　行ったホテルのご飯食べ尽つくしたったけど』

「食べ尽っ……」

　こともなげに言う紀乃に戦せん慄りつする……こいつ、食ったもんどこに行ってんだ？　胃い袋ぶくろの中で〈虹喰いの牙グラフイーター〉使ってんじゃねえだろうなマジで。

『って、そうじゃないんやて』

　画面の中で、ぶんぶんと紀乃が首を振ふる。

『きぃが今日連れん絡らくしたんは、ギンちゃんにお願いがあるからや』

　……げぇ。

　紀乃のお願いは、ロクなものであった試ためしがない。理り屈くつが通じない相手のため、下手へたに断ると面めん倒どうくさいことになるから、大たい概がいのことは渋々ながらも頷うなずくんだけど。

「……で、なんだよ、そのお願いって？」

　　　　◆◆◆

　──あたしが向こうで見聞きしたこと……オリヒメさんに教えてもらったことは、基本的に公開はされないことになった。

　ホワイトキャンバスの上層部と、あたしのチームメイト──壱いち彦ひこ先せん輩ぱい、新にい奈な、雪ゆき子こさんだけが、その情報を知っている。というか、実は上層部……長官と『英えい雄ゆう』、それと『魔ま女じよ』は、既すでにある程度の情報は知っていたらしい。『英雄』の相棒、〈禁術教典マビノギオン〉のクロウも、オリヒメさんに会っていたそうだから。

　ただそれを公開しない理由は、単に証しよう拠こが不十分なのと、余計な情報を流して市民を不安にさせないため、だそうだ。

　場合によっては二次元側の世界が崩ほう壊かいして、こっちの世界に直接グラフが現れるようになるっていう可能性もあるけど──それこそ、公開したところでいたずらに不安を煽あおるばかりだからなあ。人に想像をするなっていうのも、無茶な話だしね。

　この世界の真相を発見してしまったことに対する、優ゆう越えつ感的な喜びみたいなのもあったけど、それはもう一週間ぐらい前までの話。

　いまは喜びどころか──

「……緊きん張ちようするなぁ……」

　みよりさんの個人研究室で、緊張のあまり顔を青ざめさせる始末だ。

　──今日は、銀しろがね先輩考案・オーバーロードプログラムの開催日。

　あたしはそのサンプルというか、成功例というか……そんな形で紹しよう介かいしたいから、今日の開催式に出てほしいと銀先輩に頼たのまれたのだ。籠目先輩も頼まれているらしいから、笹宮室で合流することになるかな。

　時間になったら笹宮室に来てほしいって言われてるけど、それまでもうちょっと時間があるから、みよりさんの研究室にお邪じや魔ましている。

「まあまあ、琴ちゃん。そんなに緊張しなくてもいいじゃない」

　付つき添そいで一いつ緒しよに来た新奈が、緊張をほぐすように笑いかけ、それを見たみよりさんもまた、笑いながら口にする。

「あっはっは、まぁ気持ちも分からんでもないちゃ」

　今日のみよりさんは、久しぶりの巫女みこコスだ。ただ、以前と違ちがう点を挙げるなら──

『かの銀の室長に、晒さらし者ものにされるのであったか？　それは気の毒な話であるな』

　──みよりさんの左ひだり腕うでにくっついている、ネッシーみたいなぬいぐるみの存在だ。デフォルメされた手足と丸い輪りん郭かく、背中に生えた細長い翼つばさ。長い首の先の頭は、喋しやべるのに合わせてぱくぱくと動いている。

　みよりさんに話を聞いた時には、そして雪子さんにその人形が直接お礼を言ったときには驚おどろいたなんてものじゃなかった──雪子さん、立ったまま気絶してたし。

　かつて苦戦させられたあの首くび長なが竜りゆうが、まさかみよりさんのグラフィティになるなんて夢にも思わなかったから。

「あ、あはは……晒し者って言うほど酷ひどい扱あつかいじゃないと思うよ……たぶん」

「こぉら、ネス。そんな風に憎にくまれ口ぐち叩たたかんが」

『このぐらいは許してほしいものだがな、宿主・みよりよ。なにせ吾わが輩はい、かの銀の室長とこの傘かさの娘には一度ずつ苦く汁じゆうを舐なめさせられているのだから』

「昔のこといちいち持ち出されんなよ。器うつわ小ちっちゃあ見られるよ」

『うぬぅ……』

　……口調は首長竜──ネスの方が年上っぽいけど、やり取りを聞いてるとみよりさんのほうが保護者みたいだ。

「あ、そういえば前からちょっと気になってたんですけど、みよりさんのグラフィティって〈灼華繚乱フアイアーワークス〉って名前でしたよね。これ、ふぅ先輩のとちょっと名前が似てません？」

「とっさに出てきたんが〈天水創造レイニーワークス〉やったがやちゃ。名前をちょっと借りた感じやちゃね。攻こう撃げきの見た目も花火っぽいし、ぴったりやろ？」

『吾輩としては、やや不服であるがな──雨の娘の能力名を借りるなど』

　……水みな瀬せ先輩とも戦ってたからなあ……これも因いん縁ねんっていうもの、かな？

「じゃあ名前変える？　ウチの他ほかの候補としては『ネッシーブラスター』とか『ロングドラゴンバースト』とか、『ネッシーハイパーシュート』とか『オメガブラスター・ネッシー式・改』とか……」

『「ふぁいあーわーくす」、実に良い名前ではないか。吾輩、気に入ったのである』

　意見を百八十度翻ひるがえして、ネスがそんなことを言った。思わずあたしと新奈が噴ふき出す。

『さて、それより傘の娘よ。訊ききたいことがあるのだが』

「な、なに？」

『雪の姫ひめ君ぎみはどうしたのだ。珍めずらしく、一向に姿を見せんようだが』

　ネスの中のヒエラルキーでは、雪子さん、みよりさん、その他の順で格付けされているらしい。まあ、ずっと欲ほしがっていた名前とか、体とかを与あたえたのは雪子さんだから分からなくもない。

「ほら、今日本当はあたしたちのチームって非番だから……」

『結界の娘は付き添いに来ているではないか。というか、お前たちは大概、誰だれかの付き添いに来るなら全員来るだろう』

　ネスの指し摘てきはもっともで、言葉の端はし々ばしに珍しい、という感情が現れていた。

「雪子さんなら、壱彦くんについてったよ？」

『あの馬ば鹿かにだと？』

　新奈の返答を聞いたネスの声こわ音ねは、実に不安そうなそれだった。

　……ああ、壱彦先輩……ほんの二週間ほどで、グラフィティにまで馬鹿と断言されてしまうリーダーを若じやつ干かん哀あわれに思うけど、擁よう護ごのしようがなかった。

「正確には、壱彦くんと──わたしのお姉ちゃんに、かな」

　肩かたを竦すくめて新奈が言う。

「なんでも、女王クイーン案件の時に一キロ級グラフを二体封ふう印いんしたから、ちょっとは労ねぎらえーって壱彦くんを捕まえちゃってね。その場所に雪子さんもいたから、二人きりにはさせまいってついてっちゃった」

『ふん……雪の姫君があの馬鹿に懸け想そうしておるのは見ていれば分かるが、なんとも度し難いことよ。しかも、何か？　話を聞く限りでは結界の娘の姉とやらも馬鹿に懸想しておるのではないか？』

　懸想するっていうのは、思いを寄せるって意味らしい。尽ことごとく、古い言い方するなあ、ネスって。

『意外なものだな、あの男は掛け値なしに馬鹿であろうに』

「まあ、壱彦くんってあれで意外とモテるからね。そこはあれかな、馬鹿だからこそ、って感じかな……わたしはごめんだけどね」

「最終的にどっちを選ぶんか、個人的には興味津しん々しんながやけどね」

　みよりさんが、うきうきしながら言っ──

『あぁ、懸想と言えば──傘の娘、お前は銀の室長に想おもいを伝えているのか？』

「べふっ!?」

　予想外の方向からの質問に、あたしは噎むせた。

「な、な、なななっ……」

『なんだ、その様子ではまだなのか。意外だな、あれだけ人前でいちゃつきながら、まだつがいにもなっておらなんだとは』

「い、いちゃっ……別に、い、いちゃついてなんかないし！」

『そうか？　銀の室長の言葉にいちいち赤面したり、褒ほめるたびに頭を撫なでたり、どうでもいいことで言い合ったりと、これをいちゃつくと言わずして何と呼べばいいのだ？』

「ふぐぅっ……」

　な、何も言い返せない……っ！　確かにこの二週間、そういう場面は結構多かったような気がするけど！　そうやって客観的に指摘されると恥はずかしさがヤバいよ……っ！

「あはは、琴ちゃん、ここに来て二週間の新入りくんにも見破られちゃってるよ？」

　……うぅ、新奈まで苛いじめてくる……。

「でも琴ちゃん、あれだもんね？　笹宮室長に並べるぐらい強くなるまで、告白はしないって前言ってたもんね？」

「う、うん……そうだけど」

　一か月ほど前に、新奈に問とい詰つめられた際に、そのあたりのことは話しちゃっていた。というか、喋らされた。有う無むを言わさない勢いで。

『なんと、あれに並ぶと？　本気で言っているのか、傘の娘むすめよ』

「……ぅん」

　恥ずかしいけど、小さな声で返事をする。顔が赤くなっているのは自分でも分かった。

『それは無理だろう』

　──けど、ネスの放った淡たん々たんとした一言が、あたしの心を地に落とした。

『というか、それは告白しないことへの言い訳にも聞こえふっ!?』

　みよりさんのチョップを喰くらったネスが驚いたように声を上げた。

「……こぉら、ネス。人様の恋れん愛あい事情と覚かく悟ごに踏ふみ入り過ぎ。いい加減にせんと、雪子さん来た時だけあんたの発現やめるよ？」

『……失礼した、みより。平に謝るのでそれだけは勘かん弁べんしてほしい。それと、傘の女も、悪かったな』

「……う、ううん」

　謝るネスには、生返事をしてしまった。

　思ってたよりも、ネスの言葉がぐさりと胸に刺ささったから。

　──って、あ。

「時間だ──あたし、そろそろ行かなきゃ」

「うん、行ってらっしゃい、琴ちゃん」

「ごめんねぇ、口くち原はらちゃん。ウチの馬鹿だらがいらんこと言うて」

「い、いえ……それじゃあ」

　逃にげるように部屋を出て、扉とびらを閉めて、ふぅ、と小さくため息をつく。

　……あー……なんだろう、この感じ。子供のころ、サンタクロースが本当にいないって知った時の感じに似てる。

　サンタがいないって悲しむんじゃなくて。

　サンタはいないんじゃないかって疑いつつもサンタの存在を信じ続けて、けど最終的にはやっぱりサンタなんていないって、知ってしまったときの感覚。

　あたしが銀先せん輩ぱいに追い付くなんて、夢のまた夢……どころか、そもそもあたしが目標にすることすらおこがましいぐらいの人だって分かってた。

　ネスの言う通り、無理だ。

　なのに、なんでそこを告白するためのゴールラインに設定しちゃったのか。

　──あたしは多分、怖こわかったんじゃないだろうか。

　銀先輩に振ふられるのが。

　もしも告白して、振られたら。その先も弟で子しでいられる自信がなかったから。

　だから、超こえられそうもない目標を設定して、逃げ続けていたんじゃ──

　……あー、駄だ目めだなぁ。ちょっと気を抜ぬくと、ネガティブな発想ばかりが浮うかぶ。

　意外とあたしって、成長してないのかもしれないな──

「……なあ、あれって……『絶対領域』の……」

「あいつが……？　室長の攻撃を止めた……？」

「信じられねえ……あれが期待外れと同一人物なんて」

　そんな風に凹へこみながら廊ろう下かを歩くあたしを見て、すれ違う人たちがひそひそと話す。

　……あの女王クイーン案件で銀先輩の攻撃を防いでからというもの、こんな風に注目される機会が増えた気がする。しかも、ちょっと不本意な二つ名付きで。……まあ、絶対領域云うん々ぬんは、あの時自分で言っちゃったからっていうのもあるだろうけど。

　三か月前までの、期待外れの最さい優ゆう秀しゆう訓練生って言われていた時とは、違う種類の注目のされ方をして。

　ちょっと恥ずかしくはあるけど、あの時よりは断然いい気分だった。思わず足早に、笹宮室へと向かう。

　──そうだ、銀先輩の、七聖剣の一いち撃げきを止めたのは、事実なんだ。あの時は、オリヒメさんに貸してもらった力があったからあんな大規模な壁かべを弾はじけただけだけど、いつもの傘──バレットシェルでも、きっと防げる。

　昔に比べて、戦えるようになった。

　前より全然、前に進んでる。

　だったら、案外、本当に追い抜ける日がくるかもしれない──なんて、ね。

　銀先輩を追い抜くなんて、きっと無理だとは思うけど。

　──もう少しだけサンタを信じ続けるのも、悪くないかな。

　追い抜くための努力は続けて──追い抜けないまでも、銀先輩の隣となりに立っていられる、ってあたしが思ったときには。

　もし、振られたとしても──それでもなお、銀先輩の隣に立っていられるって思ったときには。

　その時こそは……と、今度こそ揺ゆるがない決意をしたちょうどその時、笹宮室の扉の前にたどり着いた。扉をノックしようとして──

『──で、なんだよ、そのお願いって？』

　中から聞こえた銀先輩の声に、あたしは動きを止めた。いま、電話か、通信中かな？　だったら、もうちょっとだけ待ってた方が──

『うん、端たん的てきに言うけどな、琴音ちゃんが欲しいけん、愛媛支部にちょうだい？』

　……っ!?

『三センチとはいえグラフを実体化するグラフィティを持ってるのに加えて、「窓」の向こう側に行って、あまつさえ生きて帰ってきたっていう希少も希少な人物やけん、ギンちゃんが公表した情報以外にもいろいろ訊きたいこととかあるしなぁ』

『ま、お前らしい意見だわな──だけど紀乃。今回ばかりはそのわがまま、叶かなえてやれないな』

　何かとんでもない話を聞いてる気がしてきて、扉の前でわたわたしていると──




『琴音は俺のもんだ。どんな交こう換かん条件出されても渡わたさねえよ』




　……あれ？　何かいますごい台詞せりふが聞こえ……あ、分かった。これ夢だね。緊きん張ちようのあまり変な妄もう想そうしちゃってるのかな。あはは、白昼夢って言うんだっけ、これって。あはは。

『ひゅーひゅー、ギンちゃん熱いなぁ……でもまぁ、きぃかてそんな簡単に諦あきらめんけん、覚悟しときぃや。琴音ちゃんには、ホワイトキャンバスと戦争する価値があるけん』

　うんうん、そうだよね。あたしに戦争するほどの価値なんてあるわけないもんね。

『おいおい、物ぶつ騒そうなこと言うのは勘弁してほしいもんだな……冗じよう談だんだよな？』

『くふふふふっ』

『──あっ、通信切りやがった。言いたいことだけ言っていきやがって……まあいいか。って、うわっ、もうこんな時間か。そろそろ琴音とか来るかな？』

『かもしれませんね。では、笹宮室長。私は所用で外に出ますので』

『はい、いってらっしゃい』

　そうそう、あたしを巡めぐって戦争なんて、それどこのヒロイン？　って感じだし、ないない。これきっと全部夢だよね。あーもう、あたしって思ってたより疲つかれてるのかな──

「──あら？」

「へ？」

　かちゃり、と扉を開いた中滝さんと、バッチリ目が合って。

「なっ……!?　こ、琴音!?」

　そして次に、こっちを見ていた銀先輩ともバッチリと目が合った。

　落ち着け落ち着け落ち着け、あれは夢あれは夢あれは夢、舞まい上がるな舞い上がるな舞い上がるな──何度も自分に言い聞かせながら平常心を保つ。そう、あたしは基本不幸だし、さっきみたいな嬉うれしい台詞を掛かけられるなんてことあるはずないし──

　と、平常心を保とうと努力していると、中滝さんは脇わきを通りぬけて廊下へ、銀先輩は慌あわてたようにこっちへ来て、訊たずねる。

「お前……いまの話、き……聞いてたのか……？」

　ちょっと引きつったような顔で、いつもよりも歯切れ悪く……あれ？

　……なんだろう、銀先輩のこの様子……さっきまでの会話はあたしの白昼夢説がちょっとぐらつき、まさか現実だったの？　と思った途と端たん、心臓の鼓こ動どうが一気に跳はね上がる。

「えと……その、はい」

　あたしもつられて歯切れ悪く答えると、銀先輩が顔を赤くした。

「うぁ……マジか……！」

　額に手を当て、恥ずかしがる銀先輩を見て、あれ、さっきのってリアルにリアルな奴やつ？　って考えちゃって。

「あ、あたし、忘れ物したんでちょっと取りに行ってきますね！」

　急に気まずくなったあたしは、出直そうとこの場から離はなれ──

「ちょ、ちょっと待った琴音！」

「あうっ!?」

　──ようとした手を摑つかまれて、笹宮室に引きずり込まれてしまった。

　あ、あ、あれ？　なに？　何この状じよう況きよう!?

　混乱するあたしの背後で、扉がバタンと閉められた。

　　　　◆◆◆

「んっ、んんっ……」

　琴音を部屋に引きずり込んでから咳せき払ばらいして、俺は精神を落ち着ける。

　……まさか、紀乃との会話をよりによって話題の当人に聞かれるとは……やらかした。外面は涼すずしい表情を取とり繕つくろっているつもりだが、内心頭を抱かかえていた。

　……が、まあ、仕方がないか。聞かれちまったものは仕方がない。

　──いずれ言うつもりではあったんだ、ここは腹を括くくるしかない……っ！

「まぁ、さっきの話は一いつ旦たん置いとこう。えぇっと、だ──まあ、今日はわざわざ来てもらって悪かったな。じゃあとりあえず……今日の開かい催さい式の流れを説明しとこうか」

「え、あ、は、はい！」

　やや不自然な流れながらも──さっきのを引きずったままではロクな話ができそうもない。この手の説明は籠目と一いつ緒しよにするべきだと分かっちゃいるんだが、いまは他ほかに空気を変える方法が見当たらなかった。

「えっとな、まず俺が挨あい拶さつだけしてから、簡単に概がい要ようを説明したあとに琴音や籠目のグラフィティを見せる。気づいてないだけで意外な能力が秘ひめられている可能性を、プログラムの希望者たちに見せてやって、自分もああなれるかもって思ってもらって──」

　──と、説明しながらも、俺は内心かなりバクバクだった。時々嚙かんだりしたけど、変に思われてないだろうか。

　話しているうちに琴音も少し緊張のようなものがほぐれてきたのか、会話がスムーズになっていく。

「──じゃあバレットシェルじゃなくて、ラップで銀先輩の攻こう撃げきを防げばいいんですね」

「そうそう。なんの変へん哲てつもないラップをつかっ……使った方が、驚おどろきは増すだろ？」

「そうですね！　了りよう解かいです！」

　琴音が、いつものような笑え顔がおで、そう言ってきた。

　──さて。

　概おおむね話し終わった段階で、俺はちょっと一いつ拍ぱく置いて──できる限りの真顔で口を開く。

「なあ、琴音」

「はい？」

「俺、お前を育てて……ってか、琴音と会えて良かったと思うよ」

「なっ……なんですか、急に」

　照れた琴音が、頰ほおを赤く染める。

　……やばい、可愛かわいい。琴音が照れる表情の破は壊かい力が半はん端ぱない。

　この表情が見たくて、最近ちょこちょこ褒ほめたりからかったりしてたわけだけど──今日はさすがに、この顔を見てにやけている余よ裕ゆうはなかった。

　動どう悸きがヤバい。なんの冗談でもなく心臓が十六ビートを刻んでる。室長として戦せん闘とうの指示を出すときよりも緊張してるってどういうことだこれ。

　……ええい、ビビるな、俺。

　男だろ──腹を括ったなら、引くわけにはいかない！

　だから俺は、平静を装よそおって、普ふ通つうに会話を続けるように──琴音を真っ直すぐに見て、




「だからってわけでもないけど付き合ってくれないか？」




　……ちょっと早口になったのは。

　さすがに、見み逃のがしてもらいたい。

　　　　◆◆◆

「……はへ？」

　目が点になった。

　……いま、銀先せん輩ぱいなんて言った？

　付き合ってほしいって？　言った？　ような気が？　それをようやく頭が理解し、かぁあっと顔どころか体が熱くなる。う、うそ。そんな、そんなことって──まさか、銀先輩の方から告白されるなんて。うそ、え、うそだ。

　銀先輩から告白してくるなんて全くの想定外だったから、あたしは混乱の極きわみに陥おちいった。

　……あ、分かった、これ何か仕事か何かに付き合ってほしいってそういう勘かん違ちがい──なんて考えは、意味のないことだと気付いた。

　あたしを真っ直ぐに見てくる、銀先輩の目を見てしまったから。

　あれは、紛まぎれもなく本気の目で──ただ仕事か何かに付き合ってほしいなら、あんな風な、緊張している表情なんてしない……と、思う。

　そう思う反面、告白されたという幸せにもほどがある現実を、心のどこかで疑っている自分もいる。これはきっと夢に違いない──と考えていると、一つの考えに至る。

「え、えいぷりるふーる……？」

　ぽつりと、思わず声を漏もらす。

　そう、今日は四月一日──世間では、俗ぞくに言うエイプリルフール。

　誰だれが広めたのか、噓うそをつくことが許される日だ──許されなくても、人って四六時中噓ついてるじゃん、と思わなくはないけど。

　しかし気付いてしまうと、こんな状況でも、どうしてもそれを疑ってしまう。

「おいおい……俺の顔見ても、いまの告白が噓だって思うのか？」

　あたしの呟つぶやきを聞き、銀先輩が少し呆あきれたように言ってくる。

「あ、いえ、その……銀先輩が、そんな冗談を言う人じゃないって、分かってるんですけど……その……」

　あたしは、少し震ふるえながら、ドキドキしながら──返事を、する。

「あたしが……こんな嬉しい状況にいることの方を、疑っちゃうんです」

　あたしの言葉を聞いて、銀先輩が、少し困ったように──けど、あたしの言葉の意味に気付き、嬉しそうに……本当に嬉しそうに、笑った。

「……お前って奴は……根っこがほんとにネガティブなんだな」

「だ、だって……」

「でも、嬉しいってんならよかったよ。まあ、確かにこんな日に告白した俺も悪かったけどさ」

　じゃあ、と銀先輩が続けて。

「逆に、何があったら、琴音はこの状況を、疑うことなく信じられるんだ？」

「ふぇっ……」

　ぐるぐると視界が回ってきた。頭に血が巡り過ぎたのかもしれない。ちょっとゆだったような頭で、特に考えもせずにあたしはそれを口にした。

「……き……」

「き？」

「き……キス……とか……？」

「……よし分かった」

　!?

　途端に思考が冴さえわたる。ちょ、ちょっと待った！　あ、あたし何言った!?　キスって言った!?　そして銀先輩、それを分かったって言ってた!?　ま、ま、まさか!?

　なんだか覚かく悟ごを決めた表情の銀先輩が、あたしに近付いてきた。

　え、うそ、それこそ噓とかじゃなくて!?　わ、わ、わ！　えぇっと、えぇっと！

　脳内が完全にパニックを起こしたあたしは、自衛手段として目を閉じることを選んだ。

　まさか……まさか、本当に!?　あわわわわわ！

　真っ暗な視界の中で──右手を取られる、感かん触しよく。……手？

　そして次の瞬しゆん間かん。

　右手の甲こうに、ちょっと湿しめった──温かい、感触が。

　思わず目を開き、右手を見下ろすと、そこには。




　片かた膝ひざをついて、あたしの右手にキスをしている銀先輩の姿がっきゃぁあああああっ!?




「な、な、な……」

「……流石さすがに、さ」

　あたしの右手から顔を離し、その体勢のまま見上げてきた銀先輩が、照てれ臭くさそうな表情と声こわ音ねで言う。

「唇くちびるはハードル高いから……いまは、これで信じてくれるか？」

　取られたままの右手から、銀先輩の温かさが伝わる。

　キスされた手の甲からも、じわりと熱が広がっていく。

　溶とけてしまいそうな熱が、この幸せは、間ま違ちがいなく現実だと教えてくれて。

　嬉うれしさで滲にじんだ視界で、あたしは、小さく答えた。

「……はい」

「ん、そっか。そりゃよかった」

　銀先輩もやっぱり恥はずかしいのか、早口で言って、立ち上がった。そして続けて、照れ隠かくしのように早口で言葉を連ねていく。

「あ、そろそろいい時間だな──って、籠目の奴まだ来ないのか？　時間にきっちりしてるあいつにしては珍めずらし──」

　そんな銀先輩も、なんだかちょっと愛いとおしくて。

「銀先輩っ」

「お、おう？」

　これだけは、ハッキリ言っておかないと──と思って、あたしは、返事をした。

　告白の、返事を。

「あたし──銀先輩に、すごく感謝してます！　事あるごとにポンコツって言ったり、人が気にしてたことを結構言ってくれましたけど──」

「それほんとに感謝してるか？　実は結構根に持ってないか？」

「でも、見捨てないでここまで育ててくれたのは、銀先輩だけなんです。だから──」

　すぅっ、と息を吸って。

　勢いのままに、思いの丈たけを吐はき出した。




「あたしも銀先輩のことが大好きです！　だから、これからもよろしくお願いします！」




　瞬間。

　ばたーん！　と扉とびらが開い、た……へ？

「みっ、水瀬ちゃんの馬ば鹿か!?　なんであの雰ふん囲い気きの中に躊ちゆう躇ちよなく入っていくんけ!?」

「はぁ？　なぜ私がそんなものを気にしなければならんのだ」

「ふぅ先輩ちょっとは空気読んでくださいよ、そんなだからチーム組めないんですよ」

　扉が開いた先には、仁に王おう立だちする水瀬先せん輩ぱいと焦あせってるみよりさんと呆れたような新奈と帽ぼう子しを押さえて目を隠してる籠目先輩とあちゃーという表情をした織おり倉くら先輩が……へ？

　突とつ如じよ現れた野次馬軍団に、あたしと銀先輩は沈ちん黙もくしている。

「……ばれちゃった以上は仕方ないか。おめでとう、琴ちゃん！　それに見直しましたよ、笹宮室長！　手にキスは、ちょっとキザすぎる気もしましたけどね！」

「ネスがいらんこと言うたから、心配でこっそりあとつけてきたがやけど……いらん心配やったね。ほんとはこっそり離はなれるつもりやったがに、水瀬ちゃんってばまったく……」

『ふむ、これは想定外──吾わが輩はいが焚たきつけたことがいい方向へ転がったようではないか』

「しれっと自分の失言を正当化せんが。まったく、ちょっとは反省しられよ？」

　……ま、まさか。

　いまの一部始終、見られて……っ!?

　あたしと銀先輩は、だらだらと嫌いやな汗あせをかきはじめる。

「今日はまだルンちゃんと呼ばれていないから笹宮を訊たずねただけだろう。告白の最さ中なかに割り込んだ程度で何をそんなに騒さわぐことがあるんだ」

「頼たのむからちょっとは気を遣つかってくれよルンちゃん……」

　こんな状じよう況きようでもルンちゃんと呼ばれて笑え顔がおになる水瀬先輩は、逆にすごいと思う。

「というか、なんだ口原。貴様、笹宮のことが好きだったのか」

「ぅえっ……は、はい……」

　そうやって直接的に訊きかれると……その……照れるよぉ……。

「そして笹宮もまた、口原のことが好きだったと」

「……告白直後の俺らを弄いじるとかドＳかよ、ルンちゃん」

　銀先輩も顔を赤くして、そっぽを向きながらそう返す。

「……言われた時間通りに来てみれば……とんだ現場に遭そう遇ぐうしてしまったよ」

　未いまだにキャスケット帽ぼうの鍔つばを押さえている籠目先輩の顔は、やや赤い。照れてるのかな。こっちは照れるどころじゃないけどねっ！

「いやー、水瀬ちゃんってばあの雰囲気の中に、押さえる間もなく普通に切り込んでっちゃうもんなー。円えん治じさんは『甘すぎる……』って言ってコーヒー買いに行っちゃうし」

　ぱちぱちと手を叩たたきながら、笑って織倉先輩も口にする。基もと羽ばねさんの甘すぎ発言には、地味に凹へこまないでもなかった。

「……笹宮室長」

　中滝さんが静かに呼び、銀先輩はちょっとびくってなった。……この部屋を色いろ恋こい沙ざ汰たに使ったことに対してのお叱しかりかな……そうなったらあたしも銀先輩を庇かばわなきゃ、と思ったけど。

「そろそろ開かい催さい式の時間が迫せまっているようですが、よろしいのですか？」

「えっ？　──あっ、やべ、ほんとだ！　あと二分じゃん！」

　至し極ごく真っ当な指し摘てきに、銀先輩が驚おどろき──

「〈七式セブンス・アクター〉！」

　何を思ったか、なんと〈七式セブンス・アクター〉を展開──その中からフランベルジュを取り、口に咥くわえた。……なんで？　って思ったけど、すぐに理由は分かった。

　すぐにあたしの手を取った銀先輩が、フランベルジュの瞬間移動能力を発動──一いつ瞬しゆんのフラッシュのあとに立っていた場所は、籠目先輩の真後ろ。

　すぐに銀先輩は、あたしの手を取っていない方の手で籠目先輩の手を摑つかんで、瞬間移動を再開。三回ほどのフラッシュのあと──

「もう、そろそろ時間なのに笹宮室長はまだ来ないんで──わっ!?　笹宮室長!?」

　誰かの驚いた声。周りを見み渡わたせば、ここはどこかの暗幕の裏側らしい。ここがオーバーロードプログラムの開催式のために用意された舞ぶ台たい袖そでだとするなら、あたしたちは訓練ホールに飛んできたのかな？

「いやあごめん、色々あって遅おくれた！」

「まあ、ギリギリで間に合いましたからいいですけど──もう参加希望者は椅い子すに座って待ってますよ！　結構少ない人数で待ってるから、すごい居い心地ごこち悪そうですけど！」

　開催式の司会進行らしき人が、銀先輩の恰かつ好こうをチェックして──よし、と頷うなずく。

「じゃ、そろそろ始めますか」

「ういっす──じゃあ、琴音、それから籠目も。あとからよろしくな」

「は、はいっ」

「ああ、分かっているさ」

　あたしたちの返事を聞き、嬉しそうに笑って、銀先輩は司会進行の人とともに舞台袖の階段を上がっていく。

　それを見ていると、隣となりの籠目先輩がふと、口を開いた。

「……笹宮と付き合うとなると、きっと大変だよ？」

　そう言われて、あたしは顔をまた赤くした。

　……本当に、銀先輩と付き合うことができるんだ、と再確かく認にんして。

　まるで夢みたい、と思ってから、違う、と考え直す。

「そうだと思います……けど、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　この幸せな夢は、きっといまから始まるものだから。

「どんなに大変でも、銀先輩の全すべてを、あたしは受け止めるつもりですから」

　あたしが、はっきりとそう言うと。

　籠目先輩は、どうしようもないものを見るように、くすりと笑った。

　　　　◆◆◆

「笹宮室長、なんだか頰ほおが緩ゆるんでるみたいですけど──いいことでもあったんですか？」

　っと──いかんいかん。司会進行の女性に指摘され、頭と気持ちを切きり替かえる。琴音のことはもちろん嬉しいが、それはいったん置いといて。

　とうとう始まる、オーバーロードプログラム──ポンコツどもを鍛きたえ上げるためのプログラム。ようやく叶かなった俺の夢のことを考え、思わず笑ってしまう……あ、だめだ。どの道笑ってるみたいだから、顔面筋肉の制せい御ぎよは諦あきらめた。

『さて──それでは、お待たせしました。開催式を始めます』

　俺より先に舞ぶ台たいに上がった司会進行役が、マイクを通して話し出す──今回の希望者はたったの十人だけど、折角一発目の開催式だし、広い場所を貸し切ってやってやろうと思ったんだ。

『それでは、さっそく──「絶剣の銀皇オーバーロード」と呼ばれる富山支部の特級イレイザー、このプログラムの発案者でもある笹宮銀室長からご挨あい拶さつを』

　……その二つ名も、あの女王クイーン案件を境に妙みように定着した感があるな。別にいいけどさ。

　なにせ、琴音が付けてくれた二つ名だ。

　司会進行に従って、壇上に上がる──用意されたマイクを手に取って、参加希望者たちを見る。

　なるほど、どいつもこいつも意い気き消しよう沈ちんした面つらしてやがる──自信なさげに俯うつむいて。単に、こんな広い場所で大々的に式をやってんのが恥はずいだけかもしれないけどな。

　──琴音も、初めて会ったときは自信なさげな顔してたよなあ、と思いだして。

　こいつらも、琴音みたいに成長できるかな。

　この雑魚ざこどもを育てるのが、既すでに楽しみで仕方がない。

　だからこそ、俺は笑って言う。

　たとえどんなに嫌きらわれようとも、これを言わなきゃ俺の夢は始まらない。

　今後の伸のびしろに期待を込こめて、いつか琴音にも言ったその言葉を。




「──オーバーロードプログラムへようこそ！　俺の理想のポンコツども！」




　さぁて──面おも白しろくなってきやがった！








あとがき









　こんにちは、最近色々あって泣きそうですけど鳴かないヒグラシ、日ひ暮ぐらし晶あきらです。

　泣きそうということは、つまり大体の期間涙なみだ目めになってるわけですけど、生あい憎にくと涙目になっているのは野や郎ろうです。これが琴こと音ねのような美少女ならちょっとは救いがあるんですが。

　そんな戯たわ言ごとはちょっと脇わきへ置いておきまして。




　災さい厄やく戦線第三巻、いかがだったでしょうか。お楽しみいただけたなら幸いです。

　あとがきから読まれるタイプの方は、これからお楽しみいただければ幸いです……が、以下、若じやつ干かんのネタバレを含ふくみますのでお気を付けください。




　さて。

　今巻登場の『女王クイーン』やら特級イレイザーたちやらの新キャラクターたち、さらにはあいつの再登場などなどは、実は一巻原げん稿こうが完成するはるか前から出したい・やりたいと思ってたことだったりします。今巻でそのやりたかったことが大体回収できたので満足です。

　世界の核かく心しんに迫せまる話もできましたしね。ぶっちゃけ、こっちは「なんとなくこうかなー」と言うのを原稿に書き起こす段階でやっと固まっていった感じですが。気分はグラフを書き起こす封ふう印いん班でした。……いや世界の根幹ぐらいちゃんと定めとけよ、とツッコミが聞こえてきそうですね。

　やっぱりどうしてもキャラの方に力が入るんでしょうね。ちなみに中なか滝たきさんは笑点と駄だ洒落じやれが好きとか、案外キャラの趣しゆ味み嗜し好こうも細かく作ってたりします。ルンちゃんは甘あま口くちカレーが好物だったり、雪ゆき子こは実は琴音より胸のサイズが大きかったり、壱いち彦ひこは地味に料理が上手うまかったりと、意外なキャラが見みえ隠かくれして……え、銀しろがねと琴音の趣味嗜好ですか？　えーっと……あれ？　キャラ表見ても書いてないや……主人公とヒロインなのに……サブキャラ好きの弊へい害がいがこんなところまで……。

　い、いや、これだけは言えますよ！　琴音が好きなのは──なんと、銀です！　……え？　知ってた？　デスヨネー……。




　ともかく！（目を逸そらしつつ）

『三センチ必ず動かす能力』って、逆に凄すごくねえ？　と思ったところから始まったこの物語でしたが、やりたいことをほぼ全部混ぜて濃のう縮しゆくした結果、今回の巻が出来上がっちゃいました。青あお汁じるも真まっ青さおの濃縮っぷりです。

　琴音が成長してたり銀が前に進んだり、色んなキャラを成長させたりといった半面、相変わらずの読みづらい多人数視点に加えて相当な駆かけ足あし展開になってしまいました。読者の皆みな様さまには申し訳ないと思いつつも、三巻までついてきてくれた皆様なら大だい丈じよう夫ぶだろう、と思ってかなりやりたい放題やってます。もちろん、少しでも読みやすくなるように、と心がけてはいますが！

　少なくとも、作品は全すべて、自分では満足のいく内容に仕上げています。自分で面おも白しろいと思うものが他の方にも受け入れてもらえるかは分からないので、毎度ドキドキしてますけどね！




　では、そろそろ謝辞の方へ参りましょう。

　まずはイラストレーターのしらびさん。今巻もイラストありがとうございます！　おかげさまで三巻も出すことができました……これもしらびさんの素晴らしいイラストあってこそです！　特にこの三巻のカバーイラストの破壊力たるや、物書きの端くれがこう言うのもあれですけど、言葉にできませんね！　二人の表情がもう最高です！　ちなみに細かい部分で自分がかなり好きなのは、雪子の被かぶっているペンギンフードだったりします。あれのおかげで雪子の可愛かわいさが十割増してると思うんですよ。涙目少女から年上ロリまで描えがけるしらびさんマジリスペクトです。

　次に担当さん。かなりギリのスケジュールだったような気がしますが、多た岐きにわたるご指し摘てき、ありがとうございます！　自分みたいなじゃじゃ馬、見てくれるだけでほんとにありがたいです。これからもよろしくお願いします！

　さらに校正さんをはじめとして、この本の出版に関わったすべての皆様、書店員さんたちへ。毎度毎度、ありがとうございます！

　そして最後に、読者の皆様へ。

　ここまで書けたのも読者の皆様のおかげです！　いやもう、本当に。読みづらいと悪い意味で評判の拙せつ作さくにここまでついてきてくださった皆様へ、感謝の印として一人一冊禁書を配りたいぐらいですが、生憎とグラフはこっちの世界にまだ出現しておりませんので、お礼を述べるにとどめておきます。心の底から、ありがとうございます！

　ではでは、自分はこのあたりで。

　ご縁えんがありましたら、次の作品でお会いしましょう。
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